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盛岡市南西部の太田地区に所在する志波城跡の地は、かつて太田方八丁遺跡と呼ばれ、

江戸時代の絵図には「方八丁 八幡殿陣場跡」と書かれており、地元の口伝にも前九年

の役における源頼義・義家軍の陣場として伝承されていました。しかし、昭和31年に岩

手大学板橋源教授による部分的な調査、昭和51年に岩手県教育委員会による東北縦貫自

動車道用地の調査、そして昭和 52年度からは当教育委員会による調査が継続的に行わ

れ、その成果から陸奥国最北の古代城柵遺跡「志波城跡Jと認められることとなり、昭

和59年には国史跡の指定を受けております。

当教育委員会では、志波城跡を将来に向けて保存し、盛岡の歴史的環境の重要な要素

として広く市民や県内外の来訪者が親しみ、史跡を通した文化的向上に寄与することを

目標として、「史跡志波城跡保存整備基本計画」を平成 2年度に策定し、平成 5年度から

第I期保存整備事業に着手しました。本事業は志波城の軍事的機能と大規模造営を表現

するため外郭南辺と南大路を対象としたもので、文化庁の史跡等活用特別事業に採択さ

れ、外郭南門、櫓、築地塀、外大溝、南大路などを当時の姿に復元し、平成 9年10月よ

り「志波城古代公園」として開園しております。公園の管理・運営は、地域の方々のご

協力により設立された志波城跡愛護協会に委託しておりますが、開園以来、市民の方々

をはじめ県内外から多くの来訪者があり、この文化遺産をさらに活用していくことが、

我々の責務と感じております。

本報告書は、第 I期保存整備事業の概要をまとめたものであり、他の遺跡の保存整備

において活用していただければ幸いと存じます。

最後になりましたが、史跡の保存と整備にご理解とご協力を賜りました地権者の皆様、

ならびに保存整備事業を実施するにあたり、ご指導とご助言を戴きました史跡志波城跡

史跡整備委員会の先生方、文化庁文化財保護部記念物課、岩手県教育委員会文化課、お

よび管理・運営にご協力頂いております志波城跡愛護協会の会員各位に対し、厚く御礼

申し上げます。

平成 12年 3月

盛岡市教育委員会

教育長佐々木初朗
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本書:は、岩手県盛岡市下太田方八丁ほかに所在する、国指定史跡忘波城跡の第 I期保存整備事業報告書である。

本整備事業は、文化庁の史跡等活用特別(ふるさと歴史の広場)事業及び記念物修理(一般)事業の採択を受2 

け、平成 5年度から平成 11年度にわたって整備工事を実施した。

本整備事業の実施区域は、外郭南辺及び大路の 61.161.68m'を対象とした。3 

本整備事業の基本設計・実施設計は、史跡志波城跡史跡整備委員会・文化庁文化財保護部記念物課・岩手県教4 

育委員会文化課の指導・助言を得て、盛岡市教育委員会が行った。

志波城跡史跡整備委員会の顧問・委員の先生方は次のとおりである。5 

(平成 11年度)

(別府大学文学部文化財学科教授)圭章工藤顧問

(奈良久子大学生活環境部人間環境学科教授)邦一上野円貝委

(東京大学工学部都市工学科教授)幸夫西村

(奈良世立文化財研究所埋蔵文化財センター集落遺跡研究室長)敏史d
，
 

山

(東北芸術工科大学教授)哲雄中田

(宮城県多賀城跡調査研究所長)良宇白鳥

(造園学学識経験者)刀口
日
日太田

藤原仁右エ門(志波城跡愛護協会長)

(感岡市文化財保護審議会委員)千秋向島

(過年度)

平成元年度~平成 10年度)(前奈良国立文化財研究所長琢中田顧問

平成元年~平成 2年)(元東京大学工学部教授定夫渡辺委員

平成元年)(岩手大学名誉教授源板橋

平成元年度~平成 3年度)(元宮城県多賀城跡調査研究所長佐々木茂禎

平成 4年度~平成 5年度)

平成 6年度~平成 8年度)

(元宮城県多賀城跡調査研究所長

(元宮城県多賀城跡調査研究所長

(前宮城県多賀城跡調査研究所長

景

秋輝

桂木千

進藤

平成 9年度)邦彦藤沼

平成元年度~平成 9年度)(元宮城県多賀城跡調査研究所研究第一科長雅清古

平成元年~平成 6年)(元太田地区白治会協議会長
L

口
H

W
A
H
V
 

土
ナ舘沢

平成 7年~平成 8年度)(太田地区自治会協議会長佐々木高志

本書の編集は、盛岡市教育委員会文化課と株式会社文化財保存計画協会が協議して行い、第 I~III. V章を教

育委員会文化課が、第N章を株式会社丈化財保存計画協会が執筆を担当した。

6 



7 志波城跡の遺構記号・番号は次のとおりである。

記号 番 7E王3 

柱列跡 SA 外郭築地線より外側の遺構 001~099 

建物跡 SB 外郭築地線および付属遺構 100~199 

SC 外郭築地線より内側の遺構 200~499 

溝跡 SD 政庁地区の遺構 500~599 

井戸跡 SE 中世以降の遺構 800~899 

築地・土塁 SF 

竪穴住居跡 S 1 南辺に関する遺構 下2桁1O~29

S J 東辺に関する遺構 下2桁30~49

土坑・竪穴 SK 北辺に関する遺構 下2桁50~69

その他 SX 南辺に関する遺構 下2桁70~89

8 本遺跡発掘調査関係の文献の略称、を次のとおりとした。

盛岡市教育委員会(各年度末刊行)

『太田方八丁遺跡 昭和 52年度発掘調査概報-.1 (3 ~ 6次).……・… H ・H ・....・ H ・...・ H ・..r方八丁概報77.1

『太田方八丁遺跡一昭和 53年度発掘調査概報 .1 (7~9 次)…...・ H ・-…・・… H ・ H ・.....・ H ・.. r方八丁概報78.1

f太田方八丁遺跡 昭和 54年度発掘調査概報-.1 (11 ~ 14次)...・ H ・-…・.....・ H ・..・・・・・… f方八丁概報79.1

『志波城跡 I一太田方八丁遺跡範囲確認調査報告 .1 (1981年3月刊行)…....・ H ・-…・・・・…..r志波城跡u
『志波城跡一昭和 55年度発掘調査概報 .1 (15~17 次) ....・ H ・...・ H ・....・ H ・-…....・ H ・...…『志波城概報80.1

『志波城跡 昭和 56年度発掘調査概報-.1 (18 ~ 20・23・24次)....・ H ・...… H ・H ・-…・・・・…・・『志波J成概報8U

『志波城跡一昭和 57年度発掘調査概報 .1 (21 ~ 23次補足.25~ 27次)...・ H ・-………・『志波城概報82.1

f志波城跡 昭和 58年度発掘調査概報-.1 (28 ~ 30次)一...・ H ・-…....・ H ・-……・・……・…『志波城概報83.1

『志波城跡一昭和 59年度発掘調査概報 .1 (31 ~ 34次)…...・ H ・...・ H ・-…………...・ H ・-…『志波城概報84.1

『志波城跡 昭和 60年度発掘調査概報-.1 (35・36次)……...・ H ・-……・……....・ H ・..…『志波城概報85.1

『志波城跡一昭和 61年度発掘調査概報 .1 (37次) …・…ー…....・ H ・....・ H ・-………...・ H ・...r志波城概報86.1

『志波城跡 昭和 62年度発掘調査概報-.1 (38 ~ 41次)一...・ H ・H ・H ・-…・・…...・ H ・....・ H ・『志波城概報87.1

f志波城跡一昭和 63年度発掘調査概報 .1 (42 ~ 47次)....・ H ・...・ H ・-………..，・ H ・....・ H ・..r志波城概報88.1

『志波城跡 平成元年度発掘調査概報-.1 (48 ~ 49次) ...…...・ H ・-….............・ H ・..….r志波城概報89.1

『志波城跡一平成2年度発掘調査概報 .1 (50 ~ 54次) …・..，・ H ・...・ H ・-…...・ H ・-…………『志波城概報90.1

『志波城跡一平成3年度発掘調査概報-.1 (55 ~ 57次) 一-…...・ H ・-……....・ H ・-一・…… f志波城概報91.1

『志波城跡 平成4年度発掘調査概報 .1 (58・59次) …・…・.，.・ H ・......・ H ・.....・ H ・...・ H ・-…『志波城概報92.1

『志波城跡一平成5年度発掘調査概報一.1 (58 次補足'60~63次)……………一一一 『志波城概報93.1

『志波城跡一平成6年度発掘調査概報-.1 (63 次補足'64~67次)....・ H ・-……....・ H ・-……『志波城概報94.1

『志波城跡 平成7年度発掘調査概報 .1 (68~71 次) ………・……・……・・……・・…・..r志波城概報95.1

『志波城跡一平成8・9・10年度発掘調査概報一.1 (72~82 次)・…...・ H ・....…'"・ H ・.. r志波城概報96・97・98.1

岩手県教育委員会(1982年3月刊行)

『東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書xrnJ 太田方八丁遺跡(志波城跡)-.1 .….. r志波城跡 1・2次』

岩手県埋蔵文化財センター(1982年 10月刊行)

『志波城跡発掘調査報告書一太田地区県営圃場整備事業関係発掘調査-.1 …………『志波城跡21・22次J
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I 遺跡の概要

1 .志波城跡の環境

(1)位置

志波城跡の所在する盛岡市は岩手県の県庁所在地であり、束の北上山地と西の奥羽山脈の聞

を南北に流れる北上川がっくりだす北上盆地の北端に位置する。北上川は南流するうちに多く

の河川と合流して水量を増していくが、その最初の大河川である雫石川と中津川が合流するこ

とによって幅広い平野部を形成する。その雫石川は、奥羽山脈から東進し、雫石盆地を形成する

が、烏泊山と箱ヶ森にはさまれた北の浦付近で、急激に流路をせばめられ、その狭窄部をぬけて北

上盆地にはいり、北上川と合流している。志波城跡は、この三河川の合流点付近に形成されてい 位 置

る現市街地中心から南西に約 4kmの位置にあり、雫石川|は遺跡の北約2kmを東流している(第

1図)。現在大規模な土地区画整理事業が進行中の盛岡南新都市開発整備(盛南開発)区域の西

方に隣接しているとともに、遺跡の西部を東北縦貫自動車道が南北に縦断しており、盛岡イン

ターチェンジの南方約 2km、盛岡南インターチェンジの北方約 3kmの地点にある。遺跡の標

高は 130m前後をはかる。

遺跡の総面積は約75万rrlと広大であり、地区名では、遺跡東半の下太田と西半のI干I太田に大 遺跡 E積

きく分かれる。地番では、盛岡市下太田字林崎(外郭東辺北部)・字宮田(遺跡北東部)・字方八字 名

丁(遺跡東半)・字新堰端(外郭南辺東半)、中太田字吉原(遺跡北西部)・字小沼(外郭西辺北部)、

字方八丁(遺跡西半)、字法丁(遺跡北西部)、上鹿妻字五兵衛新田(外郭雨辺商半)、本宮字大宮

(外郭予定辺中央部)、本宮字林崎(外郭束辺南部)地内に所在する。方八丁の小字名が下太田と中

太田にみられるが、両者は隣接し遺跡のほとんどをこの二つの方八丁が含んでいる。

(2)地形

奥羽山脈から東流する雫石川は、雫石盆地から北の浦の狭窄部を経て北上盆地に入るが、狭窄

部以西は多くの急流小河川をあわせ雫石川水系を形成し、水量を豊かにして狭窄部につきあた

る。その勢いで狭窄部付近に土砂の沈下堆積が生じ狭窄部以東の平坦な地形と合わせ、流路の

転換の原因となっている。この流路の転換は、現雫石川の南岸で行われることが多く、北岸はほ

とんど雫石川の河道になっていない。これは北岸に岩手山を供給源とする火山砕流堆積物と火

山灰層をのせる台地が発達していることによる。

狭窄部以東南岸、すなわち志波城跡の位置する地域は、雫石川|の旧河道が幾筋も認められる低地 形

位沖積段E上にある。旧河道は、連続する大きなものが4条あり、そのほか細かな網状のものも

多くみられる。大きな旧河道の南岸には比高差の小さい河岸段正が形成されており、南から現

河道に向かつて低くなっており、河道が北進したことを物語っている。網状の細かな旧河道は、

複雑な河道の変遷を示していると考えられる。

遺跡の立地する低位沖積段丘は、水成砂際層を基底にし、水成シルトがそれを覆っている。シ 立 地

I 



ルトは層厚や層相が一様ではなく、シルト層内に腐植土(あるいは火山灰か)を介在する地点も

あり、長期にわたる堆積とみられる。またこのシルトは旧河道ばかりでなく、微高地などにも堆

積し、平安時代前半の竪穴住居を埋没させている場合もある。つまり、この低位沖積段丘は雫石

川が周辺山地から供給する砂磯やシルトによって堆積され、さらに河道の定まらない雫石川に

よる下刻や堆積がくり返されたのである。すなわちこの地域の低位沖積段丘は常に河川の影響

を受けた不安定な地形であったということができる。この低位段正面 l二に、志波城跡をはじめ

多くの奈良・平安時代の遺跡が分布している(第 2図)。

質(3)地

前述のとおり、志波城跡は河川の影響を強く受けた不安定な低位沖積段丘上にあり、水成砂磯

層が基底をなしている。その上に水成シルト層がのり、表土がそれらを覆っている。基本層は

概ねこの 3層に分けられる。
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志波城跡位置図 (1: 100，000) 第 1図

2 



一一一山
堅II砂礁~llli 1 

密室ヨ砂磯段丘11

Eill]砂礁段lilll

康状地

仁ゴ谷底氾濫原
旧河道

性4河川

。 2 3km 
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基本層位 I層(表土):腐植土や黒色火山灰からなる表土。黒~黒褐色を呈し、耕作土からシルトi斬移

層までを包括する。地点により 2~7 層に細分される。

E層(シルト層):水成シルトからなる層で、暗褐~褐色を呈する。外郭南辺と西辺では、こ

のシルト層中に黒~黒褐色土層の介在が観察されている。 2~8 層に細分され、地点によ

り層棺や層厚は一定していない。

E層(砂磯層):基底をなす水成砂磯層で、砂の精粗、機の量や大きさで、数層に細分される。

これまでの発掘調査により、遺跡の各地点とも大略この 3層が観察されるものの、砂磯層の上

面高は一定しておらず、層厚や層相も地点によって異なっている。しかも隣接する地点で大き

く相違することもある。さらに外郭南辺付近では砂磯層の急激な立ち上がりがあり、東西方向

の小規模な自然堤防が形成されている。

(4)景観

志波城跡からは、北に岩手山・姫神山、西に秋田駒ヶ岳、南に早池峰山を望むことができ、盛

岡周辺の主要な山のほとんどを跳望することができる。なお、秋田駒ヶ岳の冠雪時には、冷たい

西風が吹き下ろすのも本地域の特徴のひとつである。

近景として、南に飯岡山・南昌山がひかえているが、志波城跡周辺はほぼ平坦な田園風景と

なっている。遺跡西部を東北縦貫自動車道が縦断し、北東隣接地を国道46号線西回りバイパス

が走っているものの、遺跡周辺は市街化調整区域、農業振興区域となっており、小規模な集落が

水田の中に点在している。



2個志波城の歴史的位置

志波城は、奈良・平安時代、東北地方に造営された「城柵」のひとつである。

大化の改新 (645年)を契機として始まった古代日本の律令制度は、全国の土地・人民を政府律令制度

(朝廷)が直接支配して税を納めさせる中央集権体制であり、そのため国郡里制という行政単位

を施行したが、東北地方の人々はそれに従わず、「蝦夷(エミシ)Jと呼ばれていた。その蝦夷を

支配するために設置された行政施設が「城榔」であった。古代の文献には20以上の柵や城の名城 柵

前がみられるが、発掘調査によって、文献にはない城柵も発見されている(第 3図・第 1表)0 8 

世紀前半、東北地方太平洋側の陸奥国では多賀城(宮城県多賀城市所在)が造営され陸奥国府が

置かれた。 8世紀後半には、その多賀城が大規模に改修されるとともに、宮城県北部にまで桃生

城(河北町・桃生町所在)と伊治城(築館町所在)が設置され、律令支配下に組み込まれていた

ことが確認されている。

@ 

第3図古代城柵の分布

8世紀末、桓武天皇が即位すると、新

京(平安京)造営と蝦夷支配強化が朝廷

の二大政策となり、朝廷軍が岩手県内

への軍事行動を開始する。蝦夷軍との

大きな戦闘は789年、 794年、 801年の 3

回あり、坂上田村麻呂を征夷大将軍と

した801年の戦いでR朝廷軍が勝利し、北

上盆地全域が平定された。翌802年4月

には蝦夷軍の大将であった阿豆流為

(アテルイ)と母礼(モレ)が降伏してい

る。そして平定された北上盆地の南部

と北部それぞれを支配するために建置

されたのが胆沢城、志波城であった。

胆沢城は、水沢市佐倉河に所在し、延

暦21(802)年に坂上田村麻日が「造陸奥

国胆沢城使Jとして造営、その後多賀城

より鎮守府が移転し、 10世紀中頃まで

存続している。

志波城が文献に初めてみえるのは、

f日本紀略』延暦22(803)年2月条、 3月

条であり、「令越後国米三十斜、塩三十

斜、送造志波城所H造志波城使従三位

近衛中将坂上田村麿辞見、賜彩吊五十

疋、綿三百屯jとある。これによると、

803年の2月に志波城造営のため「造志

5 
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波城所Jへ越後回(新潟県)から米塩を運送することを決定し、 3月には坂上田村麻呂が「造志波

城使」として現地へ辞見下向している。志波城完成時期の記事は文献にはないが、年内には完成

していたようである。延暦23(804)年には、斯波(志波)城と胆沢郡の聞にー駅が置かれている。

その後、弘仁 2(811)年正月には和我・祥縫・斯波の 3郡が新たに建置され、それらが志波城

の支配下にあったと考えられる。さらに同年秋には、文屋綿麻呂を征夷将軍とする朝廷軍が爾

薩体・幣伊の蝦夷との戦いに勝利しており、その際には志波城が拠点となったと考えられる。

廃 城 しかし、『日本後紀J弘仁 2(811)年間 12月条の、「其志波城、近子河浜、屡被水害、須去其所、

遷立便地」を最後に志波城の記事は文献から姿を消している。征夷将軍文屋綿麻呂が、志波城は

河川に近く、たびたび水害を受けるので便地に移転すべきであると、志波城の廃城移転を奏言し

たのである。その後、志波城廃止時期の記事は文献にはないが、 814年までには徳丹城(矢巾町

所在)が造営されており、志波城の存続期間は約 10年と短期間であったと考えられる。

徳丹城造営以降、新たに城柵が設置されることはなく、志波城は、約 10年間と短命ではあっ

たが、まさに陸奥田最北端の城柵であった。志波城が雫石川流域の太田の地に造営された理由

としては、まず、まだ律令支配の外にあった北の爾薩体、東の幣伊の蝦夷との境に近いことが考

えられる。また、北上川沿いには南の胆沢城方面と、雫石川沿いには西の出羽田払田柵跡(雄勝

城?)方面と連絡できる交通の要衝であったことが考えられる。さらに、この地域が広い平坦地

であり、奈良時代の集落跡や末期古墳が多く存在する肥沃で恵まれた地域であったことから、胆

沢城から約 54kmと遠く離れていても支配を維持する必要があったためと考えられる。

規 模 これまでの発掘調査により、志波城跡の外郭築地規模は鎮守府であった胆沢城跡より大きく、

国府であった多賀城跡に匹敵するものであり、またド1"1区施設である政庁の築地区画については

胆沢城跡の3倍、多賀城跡の2倍の面積であったことが明らかとなっている。このことから志波

城は、朝廷が北東北を律令支配下におくことを目的として造営した、国府規模の行政府であった

と考えられる。

全国的に律令体制が崩壊していく中、徳丹城もやがて 9世紀中頃には廃止され、胆沢城のみが

北上盆地全体を統治するようになると、その間隙から新興在地勢力が伸長し、 9 世紀後半~10

世紀をピークに集落も激増する。城柵設置で確立された律令的支配システムが、朝廷による直

接支配が後退することで、胆沢城跡出土木簡や墨書土器にみられる「和我連Ji斯波連jといった

在地有力者を生み出したと考えられる。そして、 10世紀後半にはそれら在地有力者の中から台

頭した安倍氏が衣川以北の奥六郡を制し、やがて前九年・後三年合戦から平泉藤原氏へと時代

は続いていく。



名称 遺跡名 初見記事 造営年代 {荷 若J手

i亭足柵 ? 「日本書紀J文化三年(647) 新潟市付近?

七
磐舟欄 ? '" 」ク四年(648) 新潟県村上市付近?

世

キ己
都岐沙羅柵 ? '" j斉明四年 (658) 新潟・山形県境付近?

? 郡山遺跡H期官術 7世紀後葉 仙台市， 8世紀前業廃絶

出羽;J!lfr ? 「続日本紀j和銅:年(709) 山形県庄内地方?

J¥ 
出羽柵 秋田城跡 「続日本紀」天平五年 (733) 8世紀前葉 秋田市，奈良期出羽国府，10世紀中葉廃絶

世 多賀柵 多賀城跡 「続日本紀j天平九年 (737) 8世紀前葉 宮城県多賀城市，陸奥国府，10世紀中葉廃絶

紀 牡鹿柵 つ '" タ 宮城県矢本町赤井遺跡?

前 新田;jj昨 ? タ， 名 宮城県田尻町大嶺八幡遺跡?

、F
色麻柵 ? 

'" 
// 宮城県中新田町城生柵劫;? 

玉造柵 ? '" 今 宮城県古川市宮沢遺跡?名生館遺跡 P

桃生域 桃生城跡 ペ 」天平宝字二年(758) 8世紀中葉 宮城県河北町， 8世紀末廃絶

小勝柵 ? イシ • 秋田県羽後町付近?

雄勝城 ? ク 三年(759) イシ

J¥. 
阿支太城 秋田城跡 「大日本古文書J ク 四年(7ω) 正倉院文書

ill 
伊i台城 伊i台城跡 「続日本紀j神護景雲元年(767) 8世紀中葉 宮城県築舘田J，8世紀末廃絶

キ己
? 払回4冊跡 8世紀中葉 秋田県仙北町，第 2期雄勝城?，10世紀中葉廃絶

後

党党城 フ 「続日本紀」宝亀十一年(780) 宮城・岩手県境付近?
半

多賀城 多賀城跡 イシ 'l 

秋田城 秋田城跡 ろP ぇ，

由理柵 ? イシ イシ 秋田県本庄地方?

胆沢城 胆沢城跡 「日本紀略」延暦二十一年(802) 9世紀初頭 岩手県水沢市，鎮守府，10世紀中葉廃絶

志波城 志j皮城跡 '" jク二ー|二年(803) 9世紀初頭 岩手県鹿岡市， 9世紀前菜廃絶

九
斯波城 志波城跡 「日本後紀|ク 二十三年(804) イシ

↑止
中山柵 ? イ〉 • 宮城県米山町一付近?

ホ己
? 城輪柵跡 9世紀初頭 山形県酒田市，平安期出現国成10世紀中葉廃絶

徳丹城 徳丹城跡 「日本後紀」弘仁五年(814) 9世紀前葉 岩手県矢巾町， 9世紀中葉廃絶

第 1表古代城柵一覧表
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時代 西暦 和暦 事項・出典

645 大化元 大化改新。難波京に遷都。

647 浮足柵をつくり、柵戸を霞く。日本書紀

飛 648 4 磐舟柵をつくり、越と信濃の民を選んで柵戸を置く。日本書紀

649 この頃陸奥国を置く。

658 斉明天皇 4 4月 阿部比羅夫、蝦夷を伐つ。日本書紀
，烏

667 天智天皇 6 近江大津宵に遷官。

692 持統天皇 6 この年までに越後国を置く。

694 。 8 藤原京に遷都。
ーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー ーーーー戸四四四世田】』ーーーーーーーーーー---ーーーーーーーーーーーーーーーーー--------------回ー---】ー』ーーーーーーーーーーーーーー

701 大宝元 大宝律令制定(律令制度の始まり)

710 和銅 3 平城京に選者日。

712 イシ 5 出羽田を置く。続日本紀

716 霊亀 2 9月 陸奥国置賜・最上 2郡を出羽固に移管。続日本紀

718 養老 2 5月 陸奥国より岩城・岩背 2因を分置。続日本紀 この年に養老律令市u定。

724 神亀元 陸奥国に多賀城を置く。多賀城碑文

この年までに岩城・岩背 2凶を陸奥田に再併合。この頃陸奥国で鎮兵制が成立。

728 5 4月 陸奥田に白河軍国を置き、丹取軍団を改めて玉作軍国とする。続日本紀

733 天平 5 12月 iJI羽柵を秋山村高清水の岡に遷す(秋田城造営)。続日本紀

737 鎮守将軍大野東人、雄勝村を通る多賀柵・出羽柵潤の直路間削を試みる。

741 13 国分寺・国分尼寺建立の詔

749 天平宝勝元 陸奥国小田郡から黄金献上。

752 'l 奈良東大寺大仏関眼供養。

759 天平宝字 3 陸奥国桃生城、 U¥羽医l雄勝城が完成。この頃陸奥国鎮守府が常置の宮となる。

760 4 この頃秋凹城修造。

762 藤原恵美朝、多賀城を修造し多賀城碑を建てる。多賀城碑文
p小t 

神護景雲元 10月 伊治城が完成。続日本紀767 

768 2 9月 鎮兵殺が年間に稲36万余束にもなるため、鎮兵3，000人を500人に減じ、

軍団兵士4，000人を加点する。続日本紀

769 3 正月 鎮兵500余人を鋲所に留めて諸塞を守らせる。続日本紀

774 宝亀 5 7月 陸奥国の海道蝦夷が反乱し、桃生城を侵略、その西郭が敗られる。続日本紀

10月 按雲寺使大伴駿許IJ麻日ら、陸奥国遠山村を撃つ。続日本紀

艮
くこの年の戦闘から38年戦争が始まる>

776 7 2月 陸奥国の軍士20，000人を発して111道・海道の賊を伐つ。続日本紀

5月 出羽国志波村賊叛逆、下総・下野・常陸等国の騎兵を発して守る。続日本紀

11月 陸奥の軍3，0ω人を発して胆沢の賊を伐つ。続日本紀

780 宝亀 11 2月 陸奥国、軍士3，000人を発して覚緊城を造り、胆沢の地を得んとす。続H本紀

3月 伊治公皆麻呂、按察使紀広純を伊i台j成で殺し、多賀城を焼く。続日本紀

781 天応元 桓武天皇RP位。

784 延暦 3 長|尚京に選都。

788 7 3月 東海・束111・板東諸島lの歩騎52，800余人を調発し、翌年 3月まで陸奥田多賀城に会す一ることとする。続1:I4'紀

789 8 3月 諸国の軍、陸奥多賀城に会し、道を分かれて賊地に入る。

3月 朝廷箪[、衣川をi度り、営 3所を置く。続日本紀

6月 3軍にわかれ、賊師夷河E主流為の居地巣伏村を討つ。朝廷軍被害多し。続日本紀

6月 征束将軍、胆沢の地を大群で征討する。子波・和裂の地は玉造塞より遠く、輸重の往還に24日もかかり、

従軍略重ともに疲れ、農事も欠しているので勅を待たずに軍を解散する旨を奏上する。勅してその欠怠を

責める。続日本紀

792 11 A月 陸奥国斯波村の夷胆沢公阿奴志己ら、王化に帰せんとするも伊治村の俸に妨げられて果たささるを訴える。類衆国史

第 2表志波城関係年表 (1) 
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時代 西暦 和暦 事項・出典

794 延暦 13 6月 副将軍坂上田村麻呂以下、蝦夷を征す。日本紀略

10月 平安京に選都。

796 15 10月 坂上田村麻品、鎮守将軍となす。日本後紀

l1)J 陸奥国の伊i台城とτ一造主主とは35里離れているので、中間に駅を置き、機急に備える。日本後紀

11月 相模・武蔵・上総・常陸・上野・下野・出羽・越後の同の民9，000人を発して、陸奥国伊治城に選し置く。

日本後紀

797 16 11月 坂上田村麻呂、征夷大将軍となす。日本紀略

798 17 4月 諸国移配の倖囚の調腐を免除する。類緊三代格

6月 諸国移自己の夷俸に時服・禄物を毎年ヲえ、時節ごとに饗宴を賜う。類衆国史

801 20 10月 従夷大将軍坂上出村麻呂、夷Ultを討伏する。日本紀略

802 21 正月 坂上田村麻呂(造陸奥田胆沢城使)に胆沢城を造らせる(胆沢城造営)。日本紀略

正月 駿i可・甲斐・相模・武蔵，上総・下総・常陸，信濃，上野・下野の函の浪人4，000人を発して、陸奥国胆沢城に配する。

H本紀略

4月 大慕公阿豆流為、盤具公母十しら500余人をヰfいて降伏する。日本紀略

7)J 坂上田村麻呂、阿弓流為と母礼を並び従えて入京する。日本紀略

8月 阿弓L流為と母札、河内向社山にて斬刑に処せられる。日本紀略

803 22 2月 造志波城所へ越後固に米30斜、坂30角↓を送らせる(志波城造営)。日本紀略

3刀 造志波城使坂上伺村麻l円、辞見す。彩吊50足、綿300屯を賜る。日本紀略

804 23 正月 蝦夷を征するため、武蔵・上総， r総・常陸・上野・ F野・陸奥などの国に、精14，315斜と米9，685fy'↓

を陸奥国小田郡中rli柵に運ばせる。日本後紀

"，[月 坂上田村麻戸lを征夷大将軍に、道嶋御械を副将軍となす。日本後紀

5月 斯波城と胆沢郡とは162里あり、山谷険峻で往還に難が多いため、 1駅を置く。日本後紀

11)J 陸奥図栗原郡に 3釈を新置する。日本後紀

11月 秋田城を停廃し、郡となす。日本後紀

805 24 12月 藤原緒嗣の建議により、社会を苦しめていた軍事(征夷)と造作(新京造常)を停廃する(徳政相論)。日本後紀

806 大同元 平城天皇矧{立。

808 この年までに鋲守府が、多賀城から胆沢城に移される(鋲官と同司を別々に任命)。

809 4 5月 陸奥田 4図の軍毅が城榔に常駐するために職田を給される。類来三代格

p予~二-
811 弘仁 2 正月 際奥1'"1に、和我・蒋縫・斯j皮の 3郡を置く。日本後紀

2)] 陸奥・出~~両国の兵あわせて26，000人を発して、爾薩体と幣伊の 2 村を討つことを請う。日本後紀

7月 征夷将軍文屋綿麻日、陸奥Ii'r羽両国の倖軍各1，000人を発して、幣伊村を討つを奏上する。日本後紀

10月 陸奥国に軍士1，100人を加点する。日本後紀

10月 拐廷軍勝利。帰降した蝦夷は<1'国へ移配し、 f幸四は当地に安置させる。日本後紀

くこの戦闘の終了により 38年戦争終結>

閏12月 征夷将軍文屋綿麻呂の奏言により、鎮兵を廃し、城柵の守衛1.000人を置くこととする。ただし、志波城は

河浜に近くしばしはお水害を受けるので便地に遷すこととし、当面2，000人を置き守衛にあてながら城を移転

し、以後は1.000人を留めて鎮守となす(志波城廃絶の建議)。百本後紀

813 4 5月 文屋綿麻呂、征夷将軍となす。日本紀略

814 5 11月 胆沢・徳丹2城は同府より遠いため、備えとして繍と梅を両城に収置する(徳丹城初見)。日本後紀

815 6 8月 陸奥国の軍団兵士2，000人に4，000人を加え、 6団(名取同 玉造図・白河団・行方図・安積回・小凶団)

6，000人に増員し、建土を置いて鎮兵1，000人(加沢城500人、徳、丹城500人)を停止する。類緊三代格

830 天長 7 LE月 出羽田で大地震、秋出城・四天王寺倒壊する。類衆国史

848 嘉祥元 この年までに磐城同が増設され、陸奥の軍団は 7固となる。

869 点観 11 5月 陸奥田で大地震、多賀城倒壊する。日本三大実録

887 元慶 2 3月 出羽岡秋田城下の夷停が反乱、秋田城・郡院が焼煩(元慶の乱)0 R本三代実録

888 3 6 H 秋田城・雄勝城・ IH羽団に列士・鎖兵・兵士ら1，657人を置く。日本三代実録

1051 永承 6 前九年合戦が起こる。

第 3表志波城関係年表 (2)
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:史跡指定と保存管理

(1)史跡指定に至る経緯

志波城跡は、かつて字名から「太田方八丁遺跡Jと呼ばれていた。この地に関する文献として、

寛文 8年 (1668年)の『奥州之内岩手郡栗谷川古城図H盛岡市中央公民館所蔵)がある。この図

には「方八丁、八幡殿陣場」として方形の区画が描かれ、各辺に門跡らしいものが表現されてい

る。 以来、各書にも地元の口伝にも、安倍氏と源氏が戦った前九年合戦(1051~ 62年)の時の

源頼義・義家軍のF車場跡として伝承されてきた。ところが、大正 14年、岩手師範学校教諭で郷

土史研究者の菅野義之助によって陣場説は否定され、そして戦後の昭和31年には岩手大学教授

板橋源らによる分布調査が行われ、平安初期の城柵跡とされた。だが、その後、本遺跡はあまり

注目されないまま、また、大きな開発行為もなく推移した。

朝国動車道 しかし、高度経済成長に始まる全国的な大規模開発の波の中、本遺跡にも束北縦貫自動車道建

調査 設と県営圃場整備事業が計画された。東北自動車道用地内は、昭和51・52年度に岩手県教育委

員会が発掘調査を行い、築地跡や大溝跡、竪穴住居跡群、井戸跡などが検出され、太田方八了遺

跡は、所在地の不明であった「志波城J跡ではないかと注目を集めることとなった。そのため、

遺跡の保存について検討されたが、ルートの変更はできず、全面盛土計画であったものを築地と

竪穴住居密集区だけ高架方式とし、遺構の破壊をいくぶんでも抑えることとなった。

範囲確認 そして、計画されていた圃場整備事業や将来予想される市街化開発計画に文化財保護の立場

調査 から対処するため、昭和 52~54年度に盛岡市教育委員会が範囲確認調査を実施し、その結果、

本遺跡が平安時代初頭の城柵、志波城跡であることが確認された。

その成果を受け、圃場整備事業については、関係機関と協議調整を行い、基本方針として、政

庁・南大路・外郭南辺を地区除外とし、田畑と道路は盛土、水田畦間半は遺跡軸線にあわせること

とした。また、排水路については極力遺構を破壊しないようにしながらも、事前に発掘調査を実

施することとした。この発掘調査は、岩手県埋蔵文化財センターと盛岡市教育委員会によって

昭和 56・57年度に実施され、圃場整備工事は昭和 57年夏から 58年春に実施された。

史跡指定 この|爵場整備事業の完了を待って、昭和59年 9月14日、国指定史跡として告示を受けた。志

波城跡の史跡指定面積は635，977.64ばであるが、この中には東北自動車道や県道盛岡和賀線、市

道官台線、鹿妻新堰は含まれていない。

(2)保存管理計画

昭和田年の史跡指定を受け、盛岡市教育委員会では、志波城跡を史跡として適切に保存管理

するための施策を定め、総合的かっ計画的な運用を推進することにより、史跡をとおして盛岡市

の文化的向上に資することを目的として、昭和63年度に保存管理計画を策定した。この保存管

理計画策定にあたっては、昭和63年 9月に史跡志波城跡保存管理計画策定委員会を設置し、平

成元年 3月に「史跡志波城跡保存管理計画書Jを刊行した。

保存管理計画は、史跡指定地域内を重要度に応じて地区区分し、それぞれの地区ごとに保存管

理の施策を定め、保存管理基準を設けている(第4表)。



①第 1種地区<第 1遺構保存整備地区>

地区一志波城跡の最も特徴的な遺構の存する地区(政庁・南大路・外郭南辺)

施策 1 優先的に土地の公有化を行う。

2 優先的に遺構の発掘調査を行う。

3 優先的に史跡環境を整備し、史跡の活用を図る。

4 現状維持とし、史跡整備以外の現状変更を認めない

②第 2種地区<第 2遺構保存整備地区>

地区 志波城跡の特徴的な遺構の存する地区(外郭東西辺・官街域・住居域)

施策一 1 第1積地区についで公有化を促進し、発掘調査や史跡整備を行う。

2 現状以上の変更は望ましくないので、地下に影響のない簡易な建築および史跡整

備以外の現状変更を認めない。

3 上記の現状変更に際しては、遺構面を損しないこと、景観を大きく損なわないこと

を条件とする。

4 j:地所有者の買い取り請求のあるものについては、公有化を行う。

③第 3種地区<第 3遺構保存整備地区>

地区一志波城跡の特徴的な遺構の存する可能性のある地区

(外郭東西辺北部・官街域周辺、北大路)

施策-1 第2種地区についで公有化を促進し、発掘調査や史跡整備を行う。

2 現状以上の変更は望ましくないので、既存のもので、土地所有者の生活上やむを得

ない部分的な増改築等および史跡整備以外の現状変更を認めない。

3 史跡整備以外の現状変更については、事前の発掘調査を実施し、重要遺構確認の際

は、現状変更を認めない。

4 上記の現状変更に際しては、遺構函を損しないこと、景観を大きく損なわないこと

を条件とする。

5 現状変更の事前発掘調査を実施し、重要遺構が確認された場合は第 2種地区に準

じて公有化を行う 0

6 土地所有者の買い取り請求のあるものについては、公有化を行う。

④第4種地区<一般保存地区>

地区一志波城跡の特徴的な遺構が存在する可能性の少ない地区

施策 1 将来的に公有化を図る。

2 土地所有者の生活上やむを得ない住宅改築等および史跡整備以外の現状変更を原

則として認めない。

3 史跡整備以外の現状変更については、事前の発掘調査を実施し、重要遺構確認の際

は、現状変更を認めない。

4 上記の現状変更に際しては、遺構面を損しないこと、景観を大きく損なわないこと

を条件とする。

5 現状変更の事前発掘調査を実施し、重要遺構が確認された場合は、第 2穂地区に準

じて公有化を行う。

管理基準
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現状変更 史跡指定地内の現状変更については、事前に申請者と盛岡市教育委員会が協議し、保存管理基

準に基づき許可される現状変更についてのみ、許可申請書を提出するものとしている。 また、事

前協議がない場合においては、次の方式で現状変更計画を捕捉し、無断現状変更を防止すること

としている。

①住宅建築:建築基準法にもとづく建築確認

②屋外広告物:屋外広告物法にもとづく許可申請

③開発行為:都市計画法にもとづく許可申請

④農地転用 :農地法にもとづく 許可申請

⑤農業振興地域の変更:農業振興地域法にもとづく許可申請

⑤砂利採取:砂利採取法にもとづく許可申請

史跡周辺についても上記の方法で各種開発を捕捉し、市街化調整区域や農業振興地域での乱

開発を防止することとしている。

第 4図保存管理計画図 (1: 8，000) 



項目 第 1種地区 第 2種地区 第 3種地区 第 4種地区 備考

優先的に公有化 公有化を促進 公有化を促進 将来的に公有化

買収請求の場合 買収請求の場合 重要遺構確認の
土地公有化

は優先的・計画 は優先的・計画 場合は第2種地

的に公有化 的に公有化 l正に準ずる

史跡整備 優先的に整備 整備を促進 整備を促進 将来的に整備

発搬調査 優先的に調査 調査を促進 調査を促進 調査を促進
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既存のものに浪
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e一一一一一一一一一一一一一l一一一一一一一一一一一一一一一一一l一一一一一一一一一一一一一一一一一l一一一一一一一一一一一一一一一ー

× × × 

:住宅新築

現;

主に既存のもの

について認める

場合もある

× 

原則として認め

ない
‘一一一一一一一一一一一一一‘一一一ーーーーー回目白句目白"“_，_“一目白一白『一一一一一一一一一白一一一一一一一一一一一一一一一一一白一一一一一一一一一一一一一一一一一‘ーー一ー““一一一一一一一一一ーー

l 住宅増改築
状 l

× × 

原則として認め

ない

。 。※
部分的な増改築

に限る※
し匂明『白 M 戸戸勾一一一_，一一一一一一一一一一一一一一一一_，一一一一一一一一一一一一一一一一_，一一一一一一一一一一一一一一一ー_，司__四一一一一一一一一一一一一一l

× 

変 i簡易な建築物

更 × 

地形変更

× 

木竹植栽 既存は公有化

ム※ 0※ 

× × 

× 正己

既存は現状維持 | 既存木の改械に

限る

※ 上記にしたがい、現状変更を認める場合は、

O※ 

× 

。※

布基礎を伴

わない車庫

や物置等

1 現状変更にi祭しては、事前の発掘調査を笑施(簡易な建築物については収合)し、重要遺構確認の場合は

現状変更を認めないこととする。

2 現状変更を認める場合は、遺構而を損しないこと、景観を大きく損なわないこと等の条件を付する。

3 現状変更を認めない場合は、公有化等により補償することができる。

第 4表保存管理基準表
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H 保存整備事業の概要

1 .用地取得計画

昭和 59年の史跡指定を受け、盛岡市教育委員会では、保存管理計画に基づく第 1種地区(外

先行取得 郭南辺部・南大路・政庁)の公有化を昭和61年度より開始した(第 5表)。第 1種地区の用地取

得は起債による先行取得方式によって行われ、平成 9年度までの12年間で99，535.31m (実測面

積)の公有化が完了している。なお、起債償還金の 80%を国庫、 10%を県費の補助を受けてお

り、平成19年度に償還が完了する。この間、先行取得対象外であった第 2種地区の一部につい

て、平成 5年度に市費単独、平成 4・5年度に土地開発基金、平成 7年度に土地開発公社による

用地買収も行っている。

直接買上 平成10年度からは、第 2種地区の公有化を本格的に開始し、直接買上げ方式により当面継続

年度

861 

1亙
ト一一

863 
トー

H元 先
卜一一

H2 
卜一一 4ラ
世1
世1取

世1
日1得

世1
凹1
H9 

IJI計

凹 直

Hll 事量

小計

合計

する予定である。用地費・補償費等の 80%を国庫、 10%を県費の補助を受けている。

平成 11年度末までの公有化完了面積は 111，398.39ぱと、史跡指定面積の 17.5%であり(第 5

図)、用地取得費の合計は約 25億 3，000万円である。

なお、外郭南辺史跡隣接地3，561.62mについては、賃貸借契約により平成 9年8月より借地し、

案内所と駐車場を設置している。

国庫補助(先行取得直接貝上) その他(市費単独開発Z基金開発公社)
合計

田畑 宅地 補償 言十 田畑 宅地 補償 計

E名(ポ)金額(干円)重詰(同)金額(千円)件数 金額仔円) 面種1m) 主題(干円) 面長(内 金額(干円)面積晴 金額(干円)件数 主語(干円) 践例 金額(千円) 画産 I~司 金額(千円)

8.272田 112.513 510.34 12.504 。 8.i832S 125.017 閃3 000 01 0 。 OOJ 。 8.i8329 125.017 

8.10424 125.002 a∞ 010 。 9.10424 125.002 E∞ 0.00 。。 。 ooa 。 日.10424 125.002 

8.013.82 125日16 000 。。 。 8.01382 iぉ.016 0.00 。 0.00 。。 。 qω 。 8.01382 12切16

5.26227 84.197 469.15 17mB 1 1 泊746 573142 125.但1 OOJ 日 000 。。 。 O.CO 。 E刀1.42 125.021 

4.379.00 71.388 618.12 22.932 2 1 30.681 4.99772 125叩2 aω 。 。ω 。。 。 0.00 。 4.98772 1 25.CD2 

8.814.C6 149日7 000 。i 2" 8.91406 !日!叩3 。∞ D O.CO 。。 3 0.00 8.914.06 150.003 

10.284.CO 174.828 。∞ 01 1 1821 10.284.00 175.010 基金 859郎 16.318 310.28 12.0081 0 。 1.27014 28.32E 11.554.14 203.336 

1073889 186.日76 331.43 13.125 。1107142 200.001 
主主重主 。口8c口u口u 17.2<14 。{刀 。。 。

1.08232 18.832 12.15374 218.834 市置 91 158S 000 01 0 。

'09512 刀712 768.84 35.445 41 80.845 4.863.9E 200002 0.00 。 問。 。。 008 4.863，9E 200.002 

!日5:898 1幻.550 0.00 013 6.451 10.518.9S 200.COI 公社 000 01 1.583.45 58.58811 34花1 !日345 93.羽目 12.10244 283.340 

8.65341 167.330 711町 加!日。 2.141 9.E町田 2CO.001 0.00 。 ω。 01 0 0.00 9.565.06 200.001 

目白26 116.580 1678.07 72.942 7 1 110479 7.68732 目。.001 。∞ 。 閃3 。。 0.00 7.68733 300.001 

84.44771 1.580748 5.087印 204日7221264.771 99.53531 2白0.077 2.042.18 35.151 1893.73 70.5961 I 34.百! 3.93591 140.498 103.47122 211叩.575
lω82 19.884 2.66747 107.136 51 37.531 3.67729 164.561 0.00 。 aω 01 0 000 3.677.28】 164.561 

、703ω 33.568 2.54589 112，369 41 28ωi 4.24988 175.022 0.00 E 0.00 。。 000 。 4.248.8E 175.028 

2.71381 53.462 5.21336 219.505 91 66.622 7.82717 339.589 0.00 。 000 01 0 B 日∞ 日 7.92717 339.588 

97.1日!日 1634.211 10.3C086 424.062 311331.39， 107.46248 2羽9.666 2.04218 35.151 1.89372 70.59611 34.i51 3.936 140.49E 111398.38 2.530.164 

第5表用地取得一覧表



第 5図用地取得全体図 (1: 8，000) 

2.保存整備計画

(1)事業経過

平成元年度 11月13・14日 第 1回史跡整備委員会 整備計画策定方法、整備方針、整備地区等の検討

11 ~ 2月

2月16日

Z~3 月

3月

王子成 2年度 6月28日

4~9 月

基本構想の事務局案検討(文化庁・岩手県・盛岡市)整備基本計画の再検討

第 2回史跡整備委員会 整備の性格付け、財源、設計委託などの検討

史跡整備委員専門指導

整備基本構想とりまとめ (文化庁・岩手県・盛岡市)

基本計画委託契約 (附文化財保存計両協会)史跡整備の全体計画

基本計画素案検討 (文化庁・岩手県・盛岡市・委託業者)
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9月7日

9 ~ 12月

12月4日

12~ 3月

3月20日

平成 3年度 4-8月

9月26日

10月 11日

1月24日

2月20日

3月31日

平成 4年度 4月~

7月10日

8月 10日

8月10日

8月31日

9月7日

10月 1日

10月6日

2月18日

2月24日

2月26日

3月31日

平成 5年度 5月12日

5月31日

6月3日

6月25日

6月28日

6月28日

6月30日

12月1日

12月 1日

3月 2日

3月20日

3月20日

3月20日

平成 6年度 8月10日

8月10日

第 3回史跡整備委員会 基本計画素案の検討

基本計爾原案検討 (文化庁・岩手県・盛岡市・委託業者)

第4回史跡整備委員会 基本計画原案の検討

基本計画書作成

基本計画書完成

基本計画内容の周知1 (庁内)

第 5回史跡整備委員会 基本設計内容の検討

基本設計(1)委託契約 (側文化財保存計画協会)外郭南辺・大路の復元整備

第 6回史跡整備委員会 基本設計内容の承認

建造物復元検討委員会 (文化庁)築地塀・櫓

基本設計書(I)完成

整備計画内容の周知 (庁内)

建造物復元検討委員会 (丈化庁)築地塀・櫓

実施設計(1)委託契約 (株)文化財保存計画協会)築地塀・櫓ほか

築地塀試験施工委託契約 (制鴻池組)

築地塀試験施工監理委託契約 (附文化財保存計画協会)

盛岡市議会全員協議会 史跡整備計画の説明

建造物復元検討委員会 (丈化庁)築地塀・櫓

第 7回史跡整備委員会 実施設計内容、築地塀試験施工の検討

第 8回史跡整備委員会 第 I期整備内容の承認、

史跡現状変更許可申請書提出 築地塀・櫓など

建造物復元検討委員会 (文化庁)外郭南門

実施設計書(1)完成

史跡現状変更許可通知 築地塀・櫓など

地権者説明会 史跡整備計画の説明

実施設計(II )委託契約 (附文化財保存計画協会)

建造物復元検討委員会 (文化庁)外郭南門

5年度保存整備工事契約 (鴻池組・樋下建設特定共同企業体)

5年度保存整備工事監理委託契約 (f掬文化財保存計画協会)

第 9回史跡整備委員会 工事内容、実施設計、運営管理の検討

保存整備試験工事契約 (鴻池組・樋|、建設特定共同企業体)

第 10田史跡整備委員会 工事内容、実施設計、活用計画の検討

建造物復元検討委員会 (文化庁)外郭南門

5年度保存整備工事完成

保存整備試験工事完成

実施設計(II )完成

6年度保存整備工事契約 (鴻池組・樋下建設特定共同企業体)

6年度保存整備工事監理委託契約 (側文化財保存計画協会)



9月 5日

10月3日

10月27日

11月4日

11月 10日

11月16日

11月21日

11月25日

3月~

3月20日

3月20日

3月21日

平成 7年度 4月26日

5月 10日

6月26日

6月26日

7月21日

10月16日

12月20日

12月22日

3月20日

平成 8年度 5月17日

6月10日

6月27日

6月27日

8月 19日

11月11日

11月28日

3月20日

平成 9年度 5月16日

5月 16日

5月16日

6月3日

6月3日

7月19日

7月31B 

8月 14B 

8月31日

史跡現状変更許可申請書提出 外郭南門

実施設計 (III)委託契約 (附丈化財保存計画協会)案内管理棟・便所棟

地権者説明会 政庁地区用地取得の説明

実施設計 (W)委託契約 (附文化財保存計画協会)遺跡内展示

史跡現状変更許可通知 外郭南門

第11回史跡整備委員会 工事内容、築地塀凍害、実施設計、第E期整備計画検討

築地塀凍害調査委託契約 (~掬鴻池組)

建築基準法適用除外申請 外郭南門

案内管理棟、便益施設協議各史跡整備委員

6年度保存整備工事完成

実施設計 (III)・ (W)完成

建築基準法適用除外通知 外郭南門

植栽管理業務委託契約 (附岩清水園芸)

築地塀凍害調査委託契約 (附鴻池組)

7年度保存整備工事契約 (鴻池組・樋下建設特定共同企業体)

7年度保存整備工事監理委託契約 (鮒文化財保存計画協会)

第 12間史跡整備委員会 工事内容、築地塀凍害、実施設計、活用管理の検討

7年度保存整備付帯工事契約 (鴻池組・樋下建設特定共同企業体)

7年度保存整備付帯工事完成

外郭南門復元工事契約(鴻池組・樋下建設特定共同企業体、平成 7~9 年度継続工事)

7年度保存整備工事完成

外郭南門復元工事監理委託契約 (附文化財保存計画協会)

築地塀凍害調査委託契約 (側鴻池組)

8年度保存整備工事契約 (鴻池組・樋下建設特定共同企業体)

8年度保存整備工事監理委託契約 (附丈化財保存計画協会)

植栽管理業務委託契約 (側岩清水園芸)

整備内容報告文化庁

第13回史跡整備委員会 工事内容、築地塀凍害、管理活用、 E期整備計画の検討

8年度保存整備工事完成

9年度保存整備建築工事契約 (鴻池組・樋下建設特定共同企業体)

9年度保存整備建築工事監理委託契約 (株)丈化財保存計画協会)

外郭南門復元付帯工事契約 (鴻池組・樋下建設特定共同企業体)

9年度保存整備土木工事契約 (樋ド建設側)

9年度保存整備土木工事監理委託契約 (附文化財保存計両協会)

志波城跡愛護協会設立

志波城跡管理委託契約 (志波城跡愛護協会)

古代公同案内所用仮設プレハブ賃貸借契約

外郭南門復元工事完成
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平成10年度

平成11年度

8月31日 9年度保存整備建築工事完成

9月12日 外郭南門復元付帯工事完成

9月12日 9年度保存整備土木工事完成

9月26日 志波城古代公園開園式典 (志波城跡愛護協会主催)

10月 1日 志波城古代公園開園

10月 1臼 盛岡市歴史公園条例・盛岡市歴史公園管理運営規則施行

4月 1日 志波城跡管理委託契約 (志波城跡愛護協会)

4月 1日 古代公園案内所用仮設プレハブ賃貸借契約

4月 10日 道路案内標識設置業務委託契約(東北道路産業側)

6月29日 10年度保存整備工事契約 (樋下建設附)

6月29日 10年度保存整備工事監理委託契約 (附文化財保存計画協会)

9月12・13日第 1回志波城まつり (志波城まつり実行委員会主催)

10月 16日 10年度保存整備工事完成

10月22日 10年度保存整備付帯工事契約 (樋下建設附)

10月22日 10年度保存整備付帯工事監理委託契約 (附文化財保存計画協会)

12月2日

3月19日

4月 1日

6月24日

6月24日

6月24日

6月24日

7月16日

7月30日

8月31日

9月 10日

9月26日

3月3日

3月22日

3月31日

3月31日

第 14回史跡整備委員会

10年度保存整備付帯工事完成

志波城跡管理委託契約 (志波城跡愛護協会)

11年度保存整備建築工事契約 (樋下建設附)

11年度保存整備土木工事契約 (樋下建設附)

11年度保存整備工事監理委託契約 (附丈化財保存計画協会)

基本設計 (II)委託契約 (側文化財保存計画協会)

11年度保存整備付帯工事契約 (樋下建設附)

11年度保存整備付帯工事完成

11年度保存整備建築工事完成

11年度保存整備土木工事完成

第2回志波城まつり (志波城まつり実行委員会主催)

第I期保存整備事業報告書印刷契約 (川口印刷工業側)

第 15回史跡整備委員会 工事内容、 E期基本設計の検討

基本設計(II )完成

第 I期保存整備事業報告書刊行

(2)事業経費

総 額 史跡志波城跡保存整備事業のうち、第 I 期保存整備に係る平成元~11年度の事業経費の総

額は、 1，643，041千円である(第 6表)。

内 訳 内訳は、国庫補助及び起債対象となる第 I期保存整備工事に伴う実施設計委託費、工事監理委託費、工

事請負費の合計が l却5，851千円、その他の委託費等の合計が147，1卯千円である。このうち、平成5~8年

度の工事請負費の一部について、文化庁の史跡等活用特別(ふるさと歴史の広場)事業費補助金の採択を



受け、補助対象経費の合計は、 4年間で590，000千円である。また、平成 9~ 11年度の工事監理費の

一部及び工事請負費の一部について、文化庁の記念物修理(一般)費補助金の採択を受け、補

助対象経費の合計は、 3 年間で 130，000千円であり、平成 5~11年度の国庫補助対象経費の合

財源内訳 計は720，000千円となる。総事業経費1，643，041千円における財源内訳は、国庫補助金が360，000

千円 (21.9%)、県費補助金が180，000千円(11.0%)、一般起債が694.100千円 (42，2%)、自治振

興基金が70，000千円 (4.3%)、市費単独が338，941千円 (20.6%)となっている。

(3)年度別契約内容

整備工事・施工監理委託

平成 5年度 ・平成 5年度史跡志波城跡保存整備工事 契約金額258，633，000円(ー部補助対象)

建築A工事 146，433，599円(補助対象)

築地塀72m復元、櫓 3棟復元

建築B工事 54，187，839円

築地塀仮枠工、外大溝木橋 1基復元、仮設工、防腐加工工

土木工事 58，011，562円

保護盛土工 (21.285rrl)、排水工(ボックスカルパート 144m、集水祈 5基)、用水工(ボッ

クスカルパート 158m、U製側溝341m、用水祈 8基)、仮設乗入工、水替工(ポンプ設

置・運転)

・平成 5年度史跡志波城跡保存整備工事監理業務委託 契約金額8，137，000円

工事施工監理面積52，937rrl 

-史跡志波城跡保存整備試験工事 契約金額1.236，000円

土質舗装試験体工(3種)、凍害防止調査工(最大凍結深度計4基・温度センサー3基・温度

計I基)、築地塀冬季養生試験工(コモ張 I枚・ヨシズ張 1枚・クロホ張 1枚・ソダ張 1枚)

平成 6年度 ・平成 6年度史跡志波城跡保存整備工事 契約金額(変更後)237，235，780円(一部補助対象)

建築A工事 146，265，507円(補助対象)

築地塀54m復元、櫓 3基復元、築地線土工事

建築B工事 23，405，013円

櫓基礎工、築地塀凍害防止補修工、仮枠補修工、仮設覆屋工、仮設工、工事記録

土木工事 67，565，260円

保護盛土工(12，347rrl)、排水工(暗渠、ボックスカルパートl3m)、植栽工 (築地線サ

ワラ高垣 165本、張芝2，600ぱ)、雑工

-平成 6年度史跡志波城跡保存整備工事監理業務委託 契約金額8，085，500円

工事施工監理面積 12，347rrl 

平成 7年度 ・平成 7年度史跡志波城跡保存整備工事 契約金額206，000，000円(一部補助対象)

建築A工事 154，682，091円(補助対象)

築地塀96m復元、櫓 1基復元、築地線土工事

建築B工事 7，359，685円

外郭南門基礎工事、仮設工事、工事記録
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土木工事 43，958，224円

保護盛土工 (17，450rrl)、排水工(暗渠156m)、給水工、電気設備工、植栽工(張芝1，361rrl) 

・平成 7年度史跡志波城跡保存整備付帯工事 契約金額8，961，000円

保護盛土工 (2，200rrl)、舗装工(アスフアルト舗装40rrl) 

.王子成 7年度史跡志波城跡保存整備工事監理業務委託 契約金額8，085，500円

工事施工監理面積 17，320ぱ

-史跡志波城跡外郭南門復元整備工事 契約金額 303，850，000 円(平成 7~9 年度継続)

(平成 7年度 91，155，000円，平成 8年度 121，540，000円，平成 9年度91，155，000円)

外郭南門 1棟復元

平成 8年度 ・平成 8年度史跡志波城跡保存整備工事 契約金額 184，370，000円(一部補助対象)

建築A工事 117，411，960円(補助対象)

築地塀30m復元，櫓 2棟復元・ 1棟柱表示，野外模型 1基

建築B工事 2，648，651円

工事記録

土木A工事 34，837，961円(補助対象)

保護盛 t工 (6，210rrl)、植栽工(築地線サワラ高垣504本、築地線植栽吹付368rrl) 

土木B工事 29，471，428円

水路改修工(ボックスカルパート 96m、集水析 1基、マンホール 1基)、給水工、電気

設備工

・平成 8年度史跡志波城跡保存整備工事施工監理業務委託 契約金額8，116，400円

工事施工監理面積 17，320rrl 

・史跡志波城跡外郭南門復元整備工事施工監理業務委託 契約金額 8，116，400円

(平成 8，9年度継続、平成 8年度 2，536，400円，平成 9年度 5，580，000円)

工事施工監理面積 162rrl 

平成 9年度 ・平成 9年度史跡志波城跡保存整備土木工事 契約金額 107，100，000円(一部補助対象)

土木A工事 51，480，710円(補助対象)

植栽工(南大路ケヤキ並木30本、埼地高木44本・低木1，333本・張芝 1，380rrl、大路入

日高木22本・低木3，405本・張芝318ぱ、入口広場周辺低木200本、築地線サワラ高垣

93本、築地線植栽吹付2，320rrl)、舗装工(大路パーク舗装4，950rrl) 

土木B工事 55，619，290円

保護盛土工、舗装工(嬬地・入口広場砂敷舗装8，560rrl)、便益施設工(プレハブトイレ

設置 1棟)、橋設置工(大路側溝木橋 6基)、電気設備工、給水設備工(散水栓 1基)、管

理施設工(車止、丸太階段、ベンチ 1基、駐車場整備)、遺跡内展示工(入口広場総合解

説板大 3基・小 4基、展示仮枠設置 1基)、工事記録

-平成 9年度史跡志波城跡保存整備建築工事 契約金額7，402，500円

築地塀上土・屋根補修工事12m

・平成 9年度史跡志波城跡保存整備土木工事施工監理業務委託 契約金額3，202，500円

工事施工監理面積32，940rrl 



-平成 9年度史跡志波城跡保存整備建築工事施工監理業務委託 契約金額556，500円

工事施工監理面積 180rrl 

-史跡志波城跡外郭南門復元整備付帯工事 契約金額5，197，500円

南門前木橋 1基復元、南門避雷針設備設置

平成10年度 ・平成 10年度史跡志波城跡保存整備工事契約金額27，932，100円(補助対象)

土木工事

植栽工(埼地高木12本、低木498本、張芝1，392ぱ)、舗装工(埼地砂敷舗装8，270rrl)、

排水工(暗渠設置)、遺跡内展示工(説明版2基)、土工(埼地盛土整形453ぱ)、管理施

設工(車止4基)、

・平成 10年度史跡志波城跡保存整備付帯工事 契約金額 18，582，900円(補助対象)

土木工事

植栽工(埼地高木・低木2.112本)、遺跡内展示工(入口広場史跡標識 1碁)、管理施設工

(大路側溝木橋3基)

建築工事

便益施設工(四阿 1棟建築)

-平成 10年度史跡志波城跡保存整備工事監理業務委託 契約金額2，068，500円(補助対象)

工事施工監理面積 16，700ぱ

-平成10年度史跡志波城跡保存整備付帯工事監理業務委託 契約金額1，417，500円(補助対象)

工事施工監理面積 16，700rrl 

平成11年度 ・平成 11年度史跡志波城跡保存整備建築工事契約金額9，240，000円(補助対象)

便益施設工(四阿 1棟建築)

-平成 11年度史跡志波城跡、保存整備土木工事 契約金額 18，692，100円(補助対象)

植栽工(高木4本、張芝724rrl)、排水工(培地暗渠・集水祈設置、入口広場側溝・集水柿|

設置)、電気設備工(入口広場照明灯 2基設置)、舗装工(砂敷舗装仕上工)、便益施設工(ベ

ンチ 2基設置)

-平成 11年度史跡志波城跡保存整備工事監理業務委託 契約金額2，068，500円(補助対象)

工事施工監理面積 16，900rrl 

-平成 11年度史跡志波城跡保存整備付帯工事 契約金額493，500円

用水路改修工 (U型側溝設置27.8m) 

基本計画・基本設計・実施設計業務委証

平成2年度 ・史跡志波城跡整備基本計画策定委託契約金額3，296，000円

整備基本方針，保存計画，遺構整備計画，復元計画，施設計画，サイン計画，環境整備計画，

事業計画

平成 3年度 ・史跡志波城跡保存整備第 I期基本設計策定委託 契約金額5，490，000円

外郭南門・櫓・築地塀復元計画盛土造成計画，給排水計画，遺構露出展示計画，修景・植栽

計画，便益・管理施設計画，設備・野外展示計画
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平成 4年度 ・史跡志波城跡保存整備実施設計(I)策定委託契約金額 19，673，000円

建物復元工設計(外郭南辺築地塀，櫓外大溝橋)，土木工設計(造成，給排水路・道路切り

回し，溝・土塁表示)，ボーリング調査，花粉分析，現地測量

平成 5年度 ・史跡志波城跡保存整備実施設計(II )策定委託 契約金額 18，334，000円

建物復元工設計(外郭南門，南門前橋)，土木工設計(築地高垣，修景植栽)

平成 6年度 ・史跡志波城跡保存整備実施設計 (ill)策定委託 契約金額5，150，000円

案内管理棟，便所棟

・史跡志波城跡保存整備実施設計 (N)策定委託 契約金額7，910，400円

野外模型，説明板

その他業務委託

平成 4年度 ・史跡志波城跡保存整備築地塀試験施工業務委託 契約金額(変更後)12，946，070円

試験築地塀6m設置、上土曝露試験、築地塀凍害防止調査

-史跡志波城跡保存整備築地塀試験施工監理業務委託 契約金額、960，990円

施工監理面積988rri 

平成 6年度 ・史跡志波城跡保存整備事業平成 6年度築地塀凍害調査委託 契約金額2，163，000円

築地塀水分管理・室内試験、築地塀表面合水比・塩分濃度測定、築地塀温度・凍結深測定

平成 7年度 ・史跡志波城跡保存整備事業平成 7年度築地塀凍害調査委託契約金額 1，575，900円

築地塀水分調査・室内試験、築地塀表面合水比・塩分濃度測定、養生管理温度・湿度調査

・史跡志波城跡保存整備植栽管理業務委託 契約金額773，87l円

サワラ生垣256本張芝2，878rri刈込・育成管理

平成 8年度 ・史跡志波城跡保存整備事業平成 8年度築地塀凍害調査委託 契約金額 1，236，000円

築地塀スパン間隔変位量測定、養生管理温度・湿度調査、下部表層土採取・含水比測定

・史跡志波城跡保存整備植栽管理業務委託 契約金額678，043円

サワラ生垣256本・張芝4，239rri刈込・育成管理

平成 9年度 ・史跡志波城跡管理業務委託契約金額3，200，000円

見学案内、芝生・生垣刈込、政庁・水路除草、築地塀・樹木冬季養生

平成10年度 ・史跡志波城跡管理業務委託契約金額(変更後)6，485，000円

見学案内、芝生・生垣刈込、政庁・水路除草、築地塀・樹木冬季養生

-史跡志波城跡保存整備道路案内標識設置業務委託 契約金額2，992，500円

道路案内標識 5基設置

平成11年度 ・史跡志波城跡管理業務委託契約金額(変更後)7，186，000円

見学案内、芝生・生垣刈込、政庁・水路除草、築地塀・樹木冬季養生



(単位千円)

項目 平成元年度 平成2年度 平成3年度 平成4年度 平成5年度 平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度 平成10年度 平成11年度 合計

実施設計委託 。 。 。(1) 19，673 (11) 18，334 (出)(N)13，061 。 。 。 。 。 51，068 

工事監理委託 。 。 。 。 8，137 8，086 8，086 10，653 9，339 補助 3，486補助 2，069 49，856 

整備工事詰負 。 。 。 o I-~引1259，869 一務助237，236 自問306，116 日再自305，910一面這助210，855補助46，515-~有助 28，426 1.394，927 

計 B 。 。 19.673 286，340 258.383 314.202 318.563 220，/94 5日告001 30，495 1.495.851 

補助額対象 史跡等活用特別
。 。 。 。 150.000 140.000 150.000 150.000 。 。 。 590，日OC

記志明信理(一般) 。 。 。 。 。 。 。 。 50，000 50，000 30，00C 130，日00

1ft D 。 。 B 150.∞日 140.∞D 150.印∞ 150.∞o 50.盈000 50.0，由。 30，000 720，000 

国庫補助 。 。 。 。 75，000 70，000 75，000 75，000 25，000 25，000 15，日00 360，000 

県費補助 。 。 。 。 37，500 35，000 37，500 37，500 12，500 12，500 7，500 180，000 

案一般起債 。 。 。 。 120，000 108，500 153，000 159，700 132，900 12，500 7，500 694，100 

自治振興基金 。 。 。 。 。 。 22，800 27，200 20，000 。 。 70，000 

市費単独 。 。 。 19，673 53，840 44，883 25，902 17，163 29，794 495 191，751 

基本計画、基本設計委託 。 基本計酉3，296l期設計 5，490 。 。 。 。 。 。 。11期段計14，700 23，486 

築地理1i¥i設施工、監理委託 。 。 。 13，908 。 。 。 。 。 。 。 13，908 

築地塀車害調査委託 。 。 。 。 。 2，163 1，576 1，236 。 。 。 4，975 

道路案内害謹詰置委託 。 。 。 。 。 。 。 。 。 2，993 。 2，993 

擢載菅理、企園菅理委託 。 。 。 。 。 。植語官理 774 植載管理 679 公菌管理3，200公園菅理6，485世田管理7，186 18，324 

駐車場用地賃借 。 。 。 。 。 。 。 。 843 1，358 1，460 3，661 

案内所プレハブ貰借 。 。 。 。 。 。 。 。 1，155 593 593 2，341 

委員会開量、事高経費等 1，920 2，180 2，263 2，781 30，053 6，545 16，950 7，732 2，736 226 6，036 77，502 

計{市費単独) 1，920 5.476 7，753 16，689 30.053 8.708 19.33，自 9.647 7告934 11.655 29.975 147，190 

合計 間切21 326.210| 60，4叫 1，643，0

第6表第 I期保存整備事業費総括表

(単位千円)

項目 内容 平成5年度 平 成6年度 平成7年度 平 成8年度 平 成9年度 平 成10年度 平成11年度 合計

築地塀復元 延長252m(42スパン) 72m 112，330 54m 105，986 96m 129，484 30m 49，546 補修 7，402 。 。 401，748 

建 櫓 復元 9墓復元， 1基表示 3基 63，1373基 63，6853基 29，5611基 54，756 。 。 。 211，139 

主外郭南門復元 二層櫓門 1棟 。 。 96，155 121，540 91，155 。 。 308，850 

事木橋復元等 木橋2基 1 南門避雷針 17，360 。 。 。 5，198 。 。 22，558 

小計 192，827 18.且67/ 252，200 225.842 10，目(755 。 。 944，295 

保護盛土造成 61，161 m' 33，037 45，492 46，928 11，821 4，586 3，日90 。 144，954 

排 水農業水路切回暗渠設置 22，530 9，643 2，日00 。 。 2，421 2，804 39，398 

植 栽築地線高垣， )革張芝!修景 。 7，634 2，000 30，528 33，724 9，921 1，687 85，494 

土木 舗 装道路補修!パーク舗装，砂敷舗装 。 。 238 2，781 33，884 14，057 12，909 63，日59

工事 品担 備電気給水配管 。 。 。 1，382 3，935 。 1，461 6，778 

水路改修 ボックス力Jレバー卜設置92m 。 。 。 17，797 。 。 。 17，797 

仮設進入路 4，日06 。 。 。 。 。 。 4，日06

小計 59.573 62，769 51盈166 64，盈309 78.129 29.489 18，861 362，296 

遺跡内展示 屋外模型，説明板，史跡標識 。 。 。 13，110 16，761 5，277 。 35，148 

付帯 便益施設 便所棟，四阿，橋，ベンチl 車止 。 。 。 。 14，210 11，711 9，565 35、486

工各種試験 土質舗装，凍害防止冬季養生 1，236 。 。 。 。 。 。 1，236 

事その他 工事記録，産廃処分等 6，233 4，796 2，750 2，649 。 38 。 16，466 

d、計 7，469 4.796 2，750 15，759 30，97/ 17，026 9，565 88，336 

合計 259，869 237，236 306，116 305，910 210，855 46，515 28，426 1，394，927 

第7表保存整備工事費概算総括表
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皿 発掘調査の概要

ト調査経過

調査経緯 志波城跡の発掘調査は、昭和51年度から平成11年度までの24年間に87次にわたる調査を実

施している。本格的な発掘調査の始まりは、昭和51・52年度の東北縦貫自動車道建設に伴う調

査(岩手県教育委員会)であり、その成果を受け、盛岡市教育委員会による昭和 52年度から 54

年度までの範囲確認調査(第 1次 3ヶ年計画)によって、本遺跡の範囲・規模などの基本構造が

明らかとなった。そして、その調査成果から、長く所在地の不明であった古代城柵「志波城」跡

と認定されるに至った。

この成果をふまえ、本遺跡を史跡としてながく保存し、また感岡のみならず東北古代史の解明

と、文化財の積極的な活用を図る史跡整備の基礎資料を得ることを目的として、昭和55年度か

ら59年度に至る第 2次 5ヶ年計画を策定し、発掘調査を継続した。その結果、志波城跡の東北

古代城柵としての共通性と、陸奥国最北端の城柵としての独自性が明らかとなった。昭和60年

度からは、史跡整備案を具体化するための本格的な資料収集を白的として、第 3次 5ヶ年計画を

策定し、平成元年度までに主要殿舎である政庁西脇殿跡の確認、政庁雨東官街J或の範囲確認、外

郭南辺買収地の構造究明のための調査を実施した。平成 2年度から 8年度は、第 I期保存整備

工事に伴う外郭南辺・南大路買収地の構造究明と、政庁東方官筋域の範囲確認を目的として、ま

た平成 9年度からは第E期整備計画策定のため政庁域買収地の構造究明を目的として調査を継

続している。

調査面積 平成11年度末までの総調査面積は 148，633ばであり、遺跡の総面積約750，000m'の19.8%であ

る(第 6図)。調査面積の内訳は、県教育委員会による東北自動車道用地(史跡除外地)が69，000m'

(46.4%)、県埋蔵文化財センターによる県営圃場整備水路用地が5，499m'(3.7%)、市教育委員会

による内容確認・現状変更対応が74，134ぱ (49.9%)である(第 8~ 10表)。

2.調査成果の概要

これまでの調査成果は、ほほ各年度に概報しているが、志波城跡の規模・構造を概観すると

次のとおりである(第 7・8図)。なお、志波城跡の基準尺は 1尺=c0.3 mで、ある。
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年度 次数 調査地点 調査原因 調査主体 面積 (m') 調査期間 主な検出遺跡

1...1~甲南空守門戸 |戸円戸時苧 1 !早今季 30，000 76.4.7 -12.13 櫓跡 1，築地，築地外内溝3 外大溝跡
S51 

言十 30，000 

2 外郭南辺 郭 内 西 部 東北自動車道建設 県教委 39，000 77.4.4 -1 1.26 竪穴住居跡164他

3 政庁 内容確認 市教委 1，500 77.7.4-10.1 政庁南門跡l 堀立柱建物跡3，築地

4 郭内北東部 個人住宅新築 市教委 186 77.10.3ー 11.6 竪穴住居跡3他

S52 
5 外郭西辺南部 内容確認 市教委 600 77.10.7-11.23 外大溝跡，築地大溝跡

6 外郭東辺南部 内容確認 市教委 500 77.11.11ー 11.26外大溝跡，築地大溝跡

計 41，786 

7 外郭西辺北部 内容確認 市教委 48 78.4.10-4.17 外大溝跡

8 政庁 内容確認 市教委 3，062 78.4.24-11.10 政庁南門跡，正殿跡，築地，築地外ー内溝跡
S53 

9 外郭東辺隣接地(林崎遺跡)個人住宅新築 市教委 270 78.8.29-10.3 竪穴住居跡9他

言十 3，380 

10 外郭東辺隣接地(林崎遺跡)個人住宅新築 市教委 268 79.4.9-5.12 竪穴住居跡2他

11 外郭東辺北部 内容確認 市教委 42 79.5.21-5.31 築地外溝跡

12 政庁 内容確認 市教委 1，447 79.7.2ー 10.12政庁西門跡!堀立柱建物跡3他

S54 
13 郭内南東部 侶人住宅新築 市教委 106 79.7.2 -10.12 堀立柱建物跡 1

14 外郭南辺部 内容確認 市教委 564 79.11.6ー 12.2 櫓~1Ji，築地 l 築地外内j書跡，外大溝跡他

言十 2.427 

15 外郭南門部 内容確認 巾教委 931 80.4.14-7.31 外郭南門跡1 南大路側溝跡，南外大路側溝跡l 竪穴住居跡1

16 郭内北部 個人住宅改築 市教委 244 80.7.8 -8 .13 霊穴住居跡 1他(奈良時代)

S55 
17 郭内南西部 高圧鉄塔改築 市教委 687 80.8. 1 -8 . 1 1 築地南溝跡，竪穴住居跡 1

言十 1，862 

18 郭内北東部 個人住宅増築 市教委 15181.4.16-5.2 竪穴 1他(中近世)

19 郭内北西部 個人住宅増築 市教委 96 81.4.14-5.2 土坑 1他

20 郭内中央東部 個人住宅新築 市教委 1，225 81.4.22-6.8 土坑 1，溝跡 1

21 郭内西部 闘場整備水路工事 県埋文 2，150 81.4.20-8.8 竪穴住居跡13他

21補足 郭内北部 圏場整備水路工事 市教委 576 81.10.25-11.13 竪穴住居跡5他(奈良時代)

S56 
22 郭内北部 毘場整備水路工事 県埋文 3，349 81.4.20-8.8 竪穴住居跡 1他

22捕足 郭内北部 菌場整備水路工事 市教委 380 81.11.4-11.15 旧河道他

23 郭内東部 画場整備水路工事 市教委 4，850 81.7.23-12.5 南大路側溝跡l 外郭東辺築地内溝跡1 竪穴住居跡32他

23補足 郭内東部南大路 調場整備水路工事 市教委 60 81.11.1-11.15 外郭東辺築地内溝跡1 土坑 1，陥し穴(縄文時代)

言十 12，686 

24 外郭西辺部 地区公民館新築 布教委 392 82.6.9-7.31 築地内溝跡他

25 郭内北西部 個人住宅改築 市教委 69 82.4.5-4.6 なし

S57 26 郭内北西部 個人住宅新築 市教委 405 82.7.20 -9 . 1 0 堀立柱建物跡 1他

27 南東宮街域 内容確認 市教委 1，839 82.8.23ー 11.10堀立柱建物跡5，柱列 1他

言十 2，705 

28 外郭東辺隣接地(林崎遺跡)個人住宅新築 市教委 490 83.4.11 -5 . 4 外大溝跡，竪穴住居跡4，掘立柱建物跡2 (近世)

29 政庁東方 内容確認 市教委 670 83.5.10-6.15 築地外溝跡

S58 
30 政庁北門部 内容確認 市教委 1，380 83.9.5 -10.31 政庁北門跡，築地!築地外・内溝跡3 北大路側溝跡他

計 2，540 

31 政庁南方 内容確認 市教委 1，583 84.4.27-10.27 堀立柱建物跡 1，竪穴住居跡 1，南大路側溝跡他

32 郭内北東部 他人住宅増築 市教委 26 84.5.16-5.26 竪穴住居跡 1他

S59 33 郭内北東部 個人住宅増築 市教委 95 84.9.3 -9.26 堀立柱建物跡 1，柱列 1他(近世以降)

34 政庁北方 内容確認 市教委 909 日4.10.29ー 11.30 北大路側溝跡l 竪穴住居跡11'由(奈良時代)

計 2，613 

第 8表発掘調査成果一覧表 (1) 
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年度 次数 調査地点 調査原因 調査主体 面積(ぱ) 調査期間 主な検出遺跡

35 郭内北東部 {巨人住宅新築 市教委 490 85.4.8-4.30 竪穴1他(中近世)

560 36 南東宮街域 内容確認 市教委 2，500 85.9.4-11.16 掘立柱建物跡6，竪穴住居跡 1，政庁南辺築地外溝跡他

言十 2，990 

37 平戸時平 |内一容平戸 l 市会主 2，588 86.9.24 -11.28 西脇殿跡l 掘立3，柱列2，政庁南辺築地，築地内溝跡他

561 
言十 2，588 

38 政庁南方 内容確認 市教委 2，054 87.7.2-8.12 掘立柱建物跡 1，竪穴住居跡5，南大路側溝跡他

39 舛郭商辺隣接地(新堰端遺跡)個人病抗新築 市教委 1，340 87.9.1-9.12 竪穴住居跡2，大溝跡他

562 40 外郭南辺西部 内容確認 市教委 1，990 日7.11.4-11.30 築地1 築地外溝跡他
ー・・‘晶晶・』晶晶 晶晶副“一‘・‘・』・』円晶 a

41 郭外南部 内容確認 市教委 436 87.11.4 -11.30 竪穴住居跡3他

言十 5，820 

42 外郭東辺部 臨場整備水路工事 市教委 697 88.4.11 -4.28 外大;草跡他

43 郭内北西部 個人住宅新築 市教委 172 88.8.18-8.22 溝跡 1 (近代以降)

44 外郭南辺東部 内容確認 市教委 2，770 88.9.5ー 10.28掘立2，竪穴2，築地l 築地舛溝跡!南外大路剖溝跡!外大溝跡地

S63 45 南東官街域 内容確認 市教委 1，250 88.9.26 -1 1 . 2 掘立柱建物跡 1，柱列 1

46 外郭西辺部 内容確認 市教委 74 88.11. 1ー 11.2 なし

47 郭i均北部 個人住宅増築 市教委 8188.11.7 なし

計 4，971 

:: I;;~;~ .. m~::è~* J ::: 258 89.4.10-4.24 掘立柱建物跡 1，土坑2，柱穴

H元 2，642 89.6.26-9.9 南大路側溝跡，築地内溝跡l 竪穴住居跡101也

言十 2，900 

50 郭内北東部 個人住宅改築 巾教委 247 90.5.29-6.6 溝跡 1

51 郭内北部 個人住宅新築 市教委 256 90.7.3-9 . 1 掘立柱建物跡3，竪穴 1，土坑11，溝跡9

52 政庁東方 内容確認 市教委 1，600 90.8.29ー 11.13掘立柱建物跡2，築地!築地外溝跡他

H2 
53 外郭南辺東部 内容確認 市教委 410 90.10.4 -11.13 櫓跡 1，築地4 整地土他

54 外郭西辺部 農業集落排水整備 市教委 230 90.11.5ー 11.17外大溝跡，築地外j書跡

言十 2，743 

55 外郭北西部 個人住宅増築 市教委 75 91.4.19-4.26 霊穴住居跡 1他

56 郭内北部 個人住宅増築 市教委 158 91.1 O. 9 -10.29 土坑 1，溝跡 1，柱穴

H3 
57 外郭南辺中央部 内容確認 市教委 612 91.10.21ー 12.20外大溝跡，橋脚跡他

計 845 

~~--I外外郭郭南北門西部部外郭南辺西方 I 偶内容人確住認宅培築 I 市市教教委委

1，521 92.5.1-10.31 外郭南門跡l 櫓跡4，築地塀3 築地外・内溝跡他

H4 65 92.11.30-12.1 なし

言十 1.586 

58捕足 外郭南門部 内容確認 市教委 240 93.5.1 -6.30 外郭南門跡

60 郭内北西部 個人住宅改築 市教委 148 93.4.12-4.13 なし

61 郭内北東部 農作業小屋改築 市教委 170 93.7.30 -8.10 溝跡 1
H5 

62 郭内北東部 農作業小屋増築 市教委 38 93.8.4-8.24 竪穴2他(中世以降)

63 外郭南辺東方 内容確認 市教委 3，294 93.10. 1 -12.10 櫓跡4，掘立柱建物跡1，築地!築地外内溝跡!外大溝跡他

計 3，890 

63捕足 外郭南辺東部 内容確認 市教委 480 94.4.11 -5 . 9 掘立柱建物跡 1，築地内溝跡3 竪穴住居跡 1他

64 外郭南辺西部 内容確認 市教委 1，100 94.4.14-6.3 櫓跡 1，築地内溝跡，掘立柱建物跡 1，竪穴住届跡5他

65 政庁南方 内容確認 市教委 2，600 94.5.24-7.29 南大路側溝跡!掘立柱建物跡 1他
H6 

66 郭内南東部 内容確認 市教委 570 94.12.1ー 12.2 掘立柱建物跡 1，竪穴住居跡 1他

67 外郭西辺隣接地 個人住宅新築 市教委 230 94.12.7ー 12.9 溝跡 1

計 4，980 

第 9表発掘調査成果一覧表 (2) 
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年度 次数 調査地点 調査原因 調査主体 面積(ぱ) 調査期間 主な検出遺跡

68 郭内北東部 浄化槽設置工事 市教委 18195.6.6 なし

69 郭内北東部 農作業小屋増築 市教委 日5195.6.19-6 .29 掘立柱建物跡 11也(中近世)

H7 70 外郭南辺中央 内容確認 市教委 693 95.10.13-10.30 南外大路側溝跡

71 政庁東方 内容確認 市教委 1，539 95.11.6ー 12.1 掘立柱建物3，跡井戸跡 1他

計 2，335 

72 郭内北西部 個人住宅増築 市教委 10196.4.5 なし

73 南大路部 内容確認 市教委 531 96.10.3 -1 O. 7 南大路側溝跡他

H8 74 郭内南東部 内容確認 市教委 150 96.12.9ー 12.10竪穴住居跡 1他

75 郭内北部 個人住宅改築 市教委 163 96.12.24 なし

計 376 

76 郭内北東部 個人住宅増築 市教委 10197.4.7 なし

77 政庁南東部 内容確認 市教委 1，780 97.7.22-9.20 東門跡l 掘立柱建物跡2，築地他

H9 
78 郭内北西部 上水道管敷設 市教委 690 97.9.8-10.31 竪穴住居跡4他(奈良時代)

計 2，480 

79 郭内北西部 上水道給水管工事 市教委 270 98.3.20-4 .20 なし

80 郭内北部 個人住宅増築他 市教委 200 98.6.1 -9.25 なし

H10 81 郭内北東部 上水道管敷設 市教委 400 98.7.21-7.24 土坑 1，溝跡2

82 政庁中央部北西部 内容確認 市教委 2，500 98.11.4-12.9 正殿跡ι 掘立柱建物跡2他

計 3，370 

83 郭内北東部 上水道給水管工事 市教委 72199.1.27-7.21 なし

84 郭内北西部 個人住宅新築他 市教委 200 99.9.1-9.30 なし

85 政庁南東部南西部 内容確認 市教委 6，200 99.9.6-11.17 東脇殿跡1 掘立柱建物跡 1，築地!築地外内溝跡他

H11 
86 郭内北部 個人住宅増改築 市教委 80199.10.19ー 10.29 なし

87 郭内北東部 上水道給水管工事 市教委 200 99.12.22-3.30 竪穴住居跡 1，掘立柱建物跡2他

言f 6，752 

県教委 69，000 (東北自動車道用地)

県埋文 5，499 (圃場整備水路用地)
発掘調査面積合計

市教委 74.134 (内容確認現状変更)

総計 148，633 {遺跡総面積約750，000m')

第10表発掘調査成果一覧表 (3) 

外郭線の調査

南辺部の調査は第 1・2・14・15・40・44・53・55・57'58 ・ 63~65 ・ 70 次調査で実施して高 辺

おり(r志波城跡 1・2次H方八丁概報79H志波城概報80H同90，1~ r同95.])、南円・櫓の位置

と構造、区画施設のあり方を確認している。

外郭南辺中央の位置に掘立柱の五間一戸の外郭南円、これと政庁南門を結ぶ南大路側溝(路面外郭藷門

幅18mニ 60尺)、および外郭南門の南方にのびる南外大路の側溝(路而111m18m = 60尺)を確認、

した。外郭南門の構造が五間一戸の円であるのは、胆沢城跡と志波城跡のみであり、城柵最大の

規模である。外郭線の構造は、基底幅2.4m (8尺)の築地塀と 11I面5~ 10m、深さ1.2~ 1.5 mの

外大溝で二重に区画されている。規模は、築地線が一辺840m、外大溝が一辺928m四方で、ある。

これは鎮守府胆沢城跡、を上回り、陸奥田府多賀城跡に匹敵する大きさである。築地塀の外側と

内側には溝が併走しており、築地外溝が景観と防御的機能を兼ね備えたように整った平面形で

あるのに対し、築地内溝は平面形・深さとも不整形となっている。なお外大溝と築地外溝は、外

郭南門正面でも途切れず連続しているが、外大溝底面において二本柱の橋脚跡を検出しており、
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外郭築地塀 木橋が存在したことを確認している。築地塀は版築技法が認められ、積み手の違い(築地版築の
一単位)が平均約 6m (20尺)ごとに検出された。また屋根を支える寄柱(須柱)がないことを

櫓 確認している。櫓は掘立柱で築地塀をまたぐように 11棟検出しており、約60m (200尺)間隔
で計画的に配置されていることを確認している。また、外郭南辺東部の櫓聞の中央、築地塀と築
地内海の聞に掘立柱建物跡を 1棟検出している。なお、南辺部郭外の調査を第39・41次調査で
実施しているが (W志波城概報87j)、築地線から 105rn (一町)の距離に東西方向の大溝を検出
している。東辺部郭外においても同様の位置に南北方向の大溝を検出しており、外大溝外方の

区画溝の可能性も考えられるが、西辺部では未検出である。

東辺・西辺 束辺部の調査は第 6・11・23・28・42次調査 (W方八丁77H同79H志波城81H同83H同88j)、
西辺部の調査は 5・7・24・46・54・67次調査 (W方八丁77H同78H志波城8tH同88H同90j
『同94j)で実施している。現況で束辺築地線が県道盛岡和賀線、商辺築地線が市道官台線とし
て利用されているため築地本体は未調査であるが、南辺部と同様の構造と推察される。なお、外
大溝、築地外溝・内i梓の部分的な精査の結果、外大溝と築地外溝は基本的に整った平面形である

第 7図志波城跡の構造



が、 IIJ肩と深さは地点によって異なり、機層上面を底而としていることを確認している。また、東

辺部タト講北半の軸方向は遺跡軸線よりやや西にふれるようである。築地内清は、西辺部で、は整っ

た平面形と深さであるのに対し、東辺部では不整形となっている。

北辺部は、雫石川の旧河道に浸食されており、確認できない。 政庁域の調査政庁域の調査北 辺

は第 3・8. 12・29・30・37・77・85次調査で実施している a方八丁概報77H同78H向79j

f志波城概報83H同86H同96・97・98j)。

政庁は、遺跡中央よりやや南寄りの位置にあり、区画施設は外郭線より小さい基底幅1.8m(6 政庁築地塀

尺)の築地塀と考えられ(平成11年度第85次調査による)、規模は一辺約150mlJ]方で、あること

を確認している。これは多賀城跡政庁の規模を上回っている。築地塀の外側と内側には溝が併

走する。南辺中央の南門は八脚門であり、外郭南門と路面幅18m (60尺)の南大路で結ぼれて 門

いる。また北辺中央の北門も八脚門で、やはり外郭北辺に向かつて北大路がのびている。なお、

南門・北門とも建替は確認できないものの、北門付近の築地外溝・内清が改修されていることか

ら、北門にも変遷がある可能性がある。東辺中央の東門と西辺中央の西門は、棟門から同脚門へ

の建替が認められる。

政庁中央よりやや北寄りに位置する正殿は、東西棟の掘立柱建物で 5間x2間の身舎に 6間正 殿

x 3聞の廻縁が付く特殊な構造である。正殿の南東と南西には、南北棟の束脇殿と西脇殿が向脇 殿

い合っており、ともに 5間x2聞の掘立柱建物で縁と床束があり、周溝が巡っている。正殿と脇

殿は縁が作り替えられている可能性がある。南門の北側には目隠塀も検出されており、これら

正殿、東西脇殿、目隠塀に囲まれた一辺倒m (220尺)の方形の空間は、蝦夷に対する饗給など

重要な儀式の行われた広場で、あったと考えられる。このほか東西脇殿の後方にそれぞれ 1棟、政政庁内建物

庁北西部にL字状に並ぶ 3棟、北東部に 3棟、南西部に 2棟、南東部に 1棟の建物を検出してい

外郭の規模(1町=約108m) 政庁の焼模 (100尺=約30m)

第8図城柵の規模
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る。政庁内で検出された建物はすべて掘立柱であり重複はないが、建物の軸線方向の傾きや柱

問寸法、柱抜取の有無などの特徴から 3グループに分類することができる (r志波城概報96・97・

98j)。各グループはそれぞれ性格を異にしていると考えられるが、建築時期や存続期間の違い

も検討していく必要がある。他の城柵と異なり、広大な政庁域に多くの施設を取り込んでいる

ことは、機能の充実を窺うことができるものであり、志波城跡の大きな特徴のーっと言える。

郭内域の調査

郭内域の調査は第 1 ・ 2 ・ 13 ・ 16~23 ・ 25~27・29・31~36 ・ 38 ・ 43 ・ 45 ・ 47~52 ・ 56 ・

61・62・64・66・69・71~76 ・ 78~84 ・ 86 ・ 87 次調査で実施しており a志波城跡 1 ・ 2 次H同

21・22次H方八丁概報79H志波城概報80j~ r同85H同87j~ r同91H同93j~ r同96・97・

98j)、その成果から広大な郭内域は、いくつかの機能を分担する地区に分かれていることを確認

している。

官街域 官街域は、政庁南東方の第27・31・36・38・45次調査 (r志波城概報82H同84H同85H同

87H同88j)において、掘立柱建物跡 14棟、竪穴住居跡 7棟を検出している。これら建物の軸

線方向の傾きと配置から計画的造営が考えられ、重複関係から 2時期の変遷が認められる。 7

棟の竪穴住居は、建物群を取り囲むようにほぼ直線的に配置され、一辺 8mの大形住居も 2棟検

出されている。この南東官街域を区画する施設は未確認である。また、政庁東方の第52'71次

調査 (r志波城概報90H同95j)においても掘立柱建物跡が4棟検出されており、その広がりは

未確定であるものの、東方官街域の存在が考えられる。

竪穴住居域 竪穴住居域は、外郭築地線の内側およそ100m(~ll!n に密集していることが確認されており、

そのあり方が志波城の大きな特徴としてあげられる。これまで238棟を検出し 121棟を精査し

ている。これら竪穴住居はいくつかのグループに分かれ、計画的に配置されているようである

が、区画施設は未確認である。竪穴住居の規模は一辺3.5~4.5mのものが多い。出土 t器はほ

ぼ9世紀初頭に位置づけられ、l不類は須恵器、妻類は土師器とあかやき土器が卓越している。鉄

製品の出土も多く、桂甲の小札、直万、鞘尻、鉄鉱などの武具、轡などの馬具、鉄斧、万子、鉄釘

などの工具、鉄鎌などの農具などの種類がある。また砥石や、砂鉄精錬に使われた還元炉の炉

壁、住居内での小鍛冶遺構なども確認されている。

その他、遺跡内の調査では、政庁から外郭南辺にかけて縄文~弥生時代の遺構と遺物、政庁北

方と外郭南門付近に 8世紀代の集落跡、外郭北西部に 10世紀代の集落跡、郭内北辺部に中世~

近世の遺構を検出している。
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3.外郭南辺・南大路の調査

外郭南辺と南大路を対象とした第 I期保存整備工事範囲61，161.68rrlのうち、発掘調査を実施

したのは約20，200rrl (33 ，0%) である(第 9~' 11図)。以下に復元整備した各遺構の発掘調査成

果を記述する。

( 1 )外郭南門

88110外郭南門跡(第 13図)

外郭南辺築地線の中央に位置する門跡で、昭和 55年度の第 15次調査、平成 4年度の第58次位置・調査

調査、平成 5年度の第 58次補足調査で検出された u志波城概報80H悶92H同93j)。

東西の桁行 5間・南北の梁間 2問で、単期の掘立柱の門跡である。規模は、桁行総長が15.0m 構造・規模

で、柱閉す法が2.7+ 2.7 + 4.2 + 2.7 + 2.7 m (9 + 9 + 14 + 9 + 9尺)をはかり、中央 l聞が広

くなっている。梁間の総長は6.0m(20尺)で、柱間寸法は3.0m(10尺)等間である。建物の軸

線方向の傾きはE6.5'Sであり、志波城跡全体の軸線方向の傾きと一致する。両妻に築地塀が取

り付くと考えられるが、築地版築土は残存していなかった。

一部の掘方が用水路により削平されていたものの、その平面プランは、一辺1.5m前後のほぼ掘 方

方形で、 4 基の掘方に径 0.4 ~0.5 mの柱痕跡がある他は、柱がすべて抜き取られている。本柱

列の東西各 2 間部分には、掘方をつなぐ111肩 0.7~0.8mの布掘り状の掘り込みがあり、その中央

には方形の掘方が存在しない。掘方の断ち割りは、控柱の掘方 13と本柱列の掘方 2・7. 10・

15で、行った。掘方13は、検出面からの深さがl.2m程をはかる。本柱列両妻の掘方 2・15が1.3

~1.5m、掘方 7 ・ 10 がそれよりやや浅く1.0~1.1 mの深さをはかる。また、布掘り状掘り込み

は、 0.6~0.8mの深さをはかり、底面には径 0.3m程の間柱の痕跡が 0.9 ~ 1.95 m間隔で東西 3

本づっ検出された。このことから、本柱列は、東西 2間部分が墜となり、柱聞が広い中央の 1間

に扉が付くと考えられ、五問一戸の門であったといえる。この柱配置は、胆沢城跡の外郭南門と 五間一戸門

共通し、ほほ同規模である。しかし、志波城跡では外郭南門周辺から瓦が I点も出土しておら

ず、屋根は瓦葺で、なかったようである。

第12図外郭南辺建物配置函
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( 2 )櫓

外郭南辺築地線整備地内において、中央に位置する SBllO外郭南門跡の西方で 4棟、東方で

6棟検出しており、いずれも築地塀をまたぐ東西棟の掘立柱の櫓跡である(第 12図)。

88114櫓跡(第 14図)

外郭南辺築地線西部、 SBllO外郭南門跡から西へ4香目の櫓跡であり、平成 4年度の第58次位置・罷査

調査A区で南半が、平成 6年度の第64次調査で北半が検出された (W志波城概報92H同94.1)。

SB1l4櫓跡中心点と、西隣の東北自動車道用地内で検出されている SB1l3櫓跡中心点との距離

は58.7m、東隣のSB1l5櫓跡中心点との距離は 55.8mをはかる。桁行 2間・梁間 1間で、桁行構造・規模

総長が6.0m (20尺)で柱間す法は 3.0m (10尺)等問、梁間が4.2m (14尺)をはかる。建物の

軸線方向の傾きは E6
0

30'S である。掘方は一辺0.85~1.3mのほほ方形であり、すべての掘方に掘 方

径0.35~0.45mの柱痕跡がある。掘方 1 ・ 4 を断ち割りし、検出面からの深さは 0.9~1.1mで、

底面は柱位置がやや凹んでいる。

88115櫓跡(第 15図)

外郭南辺築地線西部、 SBllO外郭南門跡から西へ 3番目の櫓跡であり、平成 4年度の第58次位置・調査

調査B区で検出された (W志波城概報92.1)0 SB1l5櫓跡中心点と、東隣のSB1l6櫓跡中心点との

距離は 66.4mをはかる。桁行 2間・梁間 1間で、桁行総長が6.0m (20尺)で柱間寸法は 3.0m 構造・規模

(10尺)等問、梁間が4.2m(14尺)をはかる。建物の軸線方向の傾きはE6
0

30'Sである。掘方は

一辺0.8~ 1.4mの長方形または方形であり、掘方 3がやや小さい。すべての掘方に柱痕跡があ掘 方

り、四隅の掘方 1 ・ 2 ・ 5 ・ 6 が径 0.35~0.45m、中央の掘方 3 ・ 4 が径 0.3m程となっている。

掘方 3を断ち割りし、検出面からの深さは 0.6~ 0.85 mで、底面は柱位置がやや凹んでいる。

88116櫓跡(第 16図)

外郭南辺築地線西部、 SBllO外郭南門跡から西へ 2番目の櫓跡であり、平成 4年度の第58次位置・調査

調査B区で検出された a志波城概報92.1)0 SB1l6櫓跡中心点と、東隣のSB1l7櫓跡中心点との

距離は 57.3mをはかる。桁行 2間・梁間 1聞で、桁行総長が6.0m (20尺)で柱間寸法は 3.0m 樋造・規模

(10尺)等問、梁間が4.2m(14尺)をはかる。建物の軸線方向の傾きはE6
0

30'Sである。四隅の

掘方 1 ・ 2 ・ 7 ・ 8 が一辺 1.2~ 2.5 mの長方形で、大きく、中央の掘方 5 ・ 6 は一辺0.6~ 1.1 m 掘 方

の方形でやや小さい。すべての掘方に径0.35~0.45 mの柱痕跡がある。掘方 5を断ち割りし、

検出面からの深さは 0.55~0.75 mで、底面は柱位置がやや凹んでいる。また、掘方 5の北西と

北東に隣接して掘方 3・4があり、掘方 4を断ち割りしたが、柱痕跡や抜取穴は確認されず、荒

く埋め戻されていた。掘方 5は掘方 4を切っている。
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88117櫓跡(第 17図)

外郭南辺築地線西部、 SBllO外郭南門跡から西へ 1番目の櫓跡であり、平成 4年度の第58次位置・調査

調査C区で検出された G志波城概報92.1)0SB1l7櫓跡中心点と、東隣のSBl10外郭南門跡中心

点との距離は56.5mをはかる。桁行 2問・梁間 1間で、桁行総長が6.0m (20尺)で柱間寸法は 構造・規模

3.0 m (10尺)等問、梁間が4.2m (14尺)をはかる。建物の軸線方向の傾きは E6
0

30'Sである。

掘方は→辺O目9~ l.8 mの南北に長い長方形で、あり、掘方 3は東西3.1m ・南北l.35mの大きな掘 方

掘方を掘りなおしていると考えられる。掘方 1のみ柱が抜き取られており、他の掘方には径0.45

は柱位置がやや凹んでいる。

88121櫓跡(第 18図)

外郭南辺築地線東部、 SBl10

外事f¥南門跡から束へ I番目の櫓

跡であり、昭和54年度の第14次

調査で検出された (r方八丁概報

79.1)。概報では 2時期の変遷を

考えており、 2期のSB121b櫓跡

中心点と西方のSBllO外郭南門

跡中心点の距離は、 58.7mをは

かる。

1，11;月のSB121a櫓跡は、桁行 1

間・梁間 1伺であるが、 2期の

掘方が 1期の掘方に重複して柱

痕跡が不明であり、規模は明確

でない。掘方の規模は 1期より

大形である。

2期のSB121b櫓跡は、桁行 2

間・梁間 1河であり、 1期から

東に 1間増設している。桁行総

長が6.0m(20尺)で柱問寸法は

3.0m (10尺)等問、梁間が4.2m

(14尺)で、建物の軸線方向の傾

きは E6
0

30'Sである。すべての

掘方に径0.3~0.5mの柱痕跡が

ある。掘方 6のみ断ち割りし、

当初平面プランで重複を想定し

ていたものの、断面では確認さ

れなかった。底面の北半が一段

第 15図 SB115櫓跡
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深く掘り込まれており、検出面からの深さは1.1~ 1.5 mをはかる。このことからすると、他の

掘方も実際は重複がなく、桁行 2間・梁間 I聞の単期の櫓である可能性も考えられる。

88122櫓跡(第四図)

位震・調整 外郭南辺築地線東部、 SBllO外郭南門跡から東へ 2番目の櫓跡であり、平成 2年度の第53次

調査で検出された (r志波城概報90j)0 SB122櫓跡中心点と西方のSB121櫓跡中心点の距離は、

構造・規模 57.9mをはかる。桁行 2間・梁間 1間で、桁行総長が6.0m (20尺)で柱間す法は3.0m (10尺)

等問、梁聞が4.2m (14尺)をはかる。建物の軸線方向の傾きはE6
0

30'Sである。掘方は一辺1.4

堀 方 ~2.l mの少し歪んだ、方形または長方形で、すべての掘方に径0.35~0.5mの柱痕跡がある。掘

方 5のみ断ち割りし、検出面からの深さは 0.9~ 1.2 mで、柱位置である底面の北側がやや深く

なっている。

88123櫓跡(第20図)

位置・調整 外郭南辺築地線東部、 SBllO外郭南門跡から東へ 3番目の櫓跡であり、平成 5年度の第63次

調査A区で検出された(r志波城概報93j)0 SBl23櫓跡中心点と西方のSBl22櫓跡中心点の距離

は、 61.4mをはかる。桁行 2間・梁間 1間で、桁行総長が6.3m(21尺)で柱間寸法は3.l5m(10.5 

尺)等問、梁聞が4.2m (14尺)をはかる。建物の軸線方向の傾きは E6
0

30'Sである。掘方は四
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形で、特に掘方 1・5・6は

の掘方よりやや小さいム辺

6を断ち割りし、掘方 1・6

げている。掘方 3・4は四隅

が、四隅の柱は径0.4~ 0.45 

柱位置に合わせて掘方を広

1.0~ l.l mの方形で、ある。す

ているが、掘方 3は深さ 0.3

m 、 ~!J の 2 本は径0.3~0.35m

は検出面からの深さが0.7~

~0.4m と底而レベルが掘方

べての掘方に柱痕跡がある

1.3 mで、底面レベルが近似し

となっている。掘方 1・3・

m
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88124櫓跡(第21図)
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SBllO外郭南門跡から東へ
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4番目の櫓跡であり、平成 5

年度の第63次調査A区で検

方形や長方形、掘方 1・2. 

出された o志波城概報

93j)o SB124櫓跡中心点と西

方の SBl23櫓跡中心点の距

離は、 60.7mをはかる。桁行

が6.3m(21尺)で柱潤す法は

3.l5m (10.5尺)等問、梁聞が

2間・梁間 1聞で、桁行総長

4.2m (14尺)をはかる。軸線

方向の傾きは E6
0

30'Sであ

る。掘方は一辺0.9~ 1.9mの

m
 

う

ι
」
d

n

H

W

E

 

n
H
W

ニ

1
二

・・ヰ
1
-

n
u
L』

47 

第21図 S8124櫓跡

5が大きく、掘方 3・4・6

が小さい。すべての掘方に

径0.3~0.45 mの柱痕跡があ



る。掘方 1・2を

底面は柱位置がや

る。
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88125櫓(第22図)

外郭南辺築地線東部、 SB110外郭南門跡から束へ 5番目の櫓跡であり、平成 5年度の第63次位置・調査

調査A区で検出されたu志波城概報93j)oSB125櫓跡中心点と西方のSB124櫓跡中心点の距離

は、 59.4mをはかる。桁行 2間・梁間 1間で、桁行総長が6.6m (22尺)で柱間寸法は 3.3m (11 構造・窺模

尺)等問、梁聞が4.2m (14尺)をはかる。軸線方向の傾きは E6
0

30'Sである。掘方 1・2・5

は一辺1.1~ 1.6 mの長方形、掘方 3 ・ 4 ・ 6 がやや小さい 4辺 0.7~'0.8mの方形で、ある。すべ掘 方

ての掘方に径0.25~0.4 mの柱痕跡がある。掘方 2 を断ち割りし、深さは 0.8~ l.2mで、柱痕跡

は底面まで達していなかった。

88126櫓跡(第23図)

外郭南辺築地線東部、 SB110外郭南門跡から東へ 6番目の櫓跡であり、平成 5年度の第63次位置・調査

調査A区で検出された (W志波城概報93j)oSB12却6櫓跡中心点と西方のSB1ロ25叶闘志炉rtドt1心点の距離

は、 58.3mをはかる。桁行 2問・梁間 l間で、桁行総長が6.6m (22尺)で柱間寸法は3.3m (11 構造・規模

尺)等問、梁聞が4.2m(14尺)と考えられ、軸線方向の傾きは E6.5
0

S である。掘方は一辺0.9~

1.8mの方形または長方形であるが、凹隅の柱が大きく抜き取られている。掘方 3・4に柱痕跡掘 方

があり、径 0.3~0.4m をはかる。掘方 2 を断ち割りし、検出面からの深さは1.3 m程で、ある。

以上、第 I期保存整備地内で検出された10棟の櫓跡を比較すると、 SB121櫓跡を除く 9棟が、

東西の桁行 2間・南北の梁間 1間の構造を持つ単期の櫓であることが共通している。このこと

からしでも、SB121櫓跡が同様の構造を持つ単期の倍、跡であった可能性がある。また、櫓の軸線

方向の傾きもすべて志波城跡全体の軸線方向の傾きと一致し、梁聞の柱間寸法も 4.2m (14尺)

で共通している。しかし、桁行の長さについては、SB122櫓跡以西の 6棟がすべて総長6.0m(20 

尺)で柱間寸法3.0m (10尺)等間であるのに対して、 SBl23・124櫓跡は総長6.3m (21尺)で

3.15 m (10.5尺)等問、 SB125・126櫓跡は総長6.6m (22尺)で3.3m (11尺)等間と、東にいく

につれ規模がやや大きくなっている。掘方の平面プランや柱痕跡の径は、ぱらつきがあるもの

の、四隅のものが大きい傾向にあるようである。各櫓跡中心点間の距離も、 55.8~66.4m とぱら

つきはあるものの、平均すると約60m(200尺)間隔である。よって、外郭南辺築地線が一辺840

mで、あることから、外郭南辺築地線では、中央に外郭南門、その両脇に各 7棟、計14棟の櫓が築

地塀をまたいで配置されていたと考えられる。

これら築地塀をまたぐ櫓跡のほか、外郭南辺築地線東部において、築地塀と築地内講の聞の武

者走りに、掘立柱建物跡 I棟を確認している。

88128建物跡(第24図)

SB125櫓跡と SB126櫓跡の中間に位置する築地塀をまたがない建物跡で、平成 6年度の第63 位置・調査

次補足調査で検出された (W志波城概報94j)。桁行 2間・梁間 1間の北西方向にやや歪んだ東西

棟で、桁行総長が5.7m (19尺)で柱間寸法が2.85m (9.5尺)等問、梁間が3.45m (11.5尺)をは

かる。桁行の軸線方向の傾きは E6
0

30'S である。掘方は一辺0.6~0目85mのほぼ方形で、すべて

の掘方に径0.2~0.25mの柱痕跡がある。北側柱筋の掘方 3 基は、 SD115内溝跡を人為的に埋め

49 
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戻した SX110整地土を掘り込んで、いる。

SB128建物跡は、他に検出されている櫓跡と比較し、桁行 2間・梁間 1聞という構造は共
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通しているものの、柱間寸法と柱径が小さく、平面形がやや歪んでいること、少し埋没した

築地内溝を埋め戻してつくられていることから、造営当初から計画して配置されていた建物

しかし、兵士が移動する武者走りに存在することから、建物の両妻ではないと考えられる。

に壁があったとは考えにくく、追加で設置された簡易な櫓の可能性を考えておきたい。

(3 )築地塀

SFllO 築地塀跡(第 25~ 27図)

外郭南辺築地塀については、昭和54年度の第14次調査、昭和55年度の第15次調査、昭和

62年度の第40次調査、昭和 63年度の第44次調査、平成 2年度の第53次調査、平成 4年度

の第58次調査、平成 5年度の第63次調査において検出され、基壇、掘込地業、小柱穴列、築

地塀本体が確認されている (W方八丁概報79H志波城概報80H同87H同88H同90H同92j

『同93j)。築地塀の基壇は、基盤土の削り出しであり、幅約6.4m、高さ約0.7mをはかり、そ

の基壇の内側、幅4.0m程を掘込地業している。その深さはO.2m前後をはかり、地業土は下

層が粗い版築士、上層がかたくたたきしめられた薄い版築士となっている。これら版築士は

基盤の黒色 Lと褐色シルトの粒状混合土である。

この掘込地業土の上に築地塀本体が構築されるが、それが検出されたのは外郭南辺築地線

西部西半の第58次調査のみでu志波城概報92j)、その他の調査区では削平されている。検

出された築地塀本体は、基底幅が約2.4m (8尺)で、高さ 0.15~0.2 mの版築土が残存して

いた。版築士は黒~黒褐色土と塊状褐色シルトが混じったもので、機が多く混じる部分もあ

る。築地版築の 1 単位である積み手の違いも確認されており、そのほとんどが5.7~6.3m内

におさまり、版築の 1単位は約 6mと想定される。

また、築地線には径 0.2~0.5mの円形または方形の小柱穴が、 2.4m(8尺)幅、 3.0m (10 

これら柱穴列は、ほほ平行に尺)11扇、 5.4~ 6.0 m (18 ~ 20尺)幅で並んで、検出されている。

並び、軸線方向の傾きはE6.5
0

Sをはかり、志波城跡全体の軸線方向に一致する。築地塀基底

幅と同じ2.4m幅の小柱穴については、築地版築士の下にあり、上まで立ち上がらないこと、

それぞれ対となる柱穴が積み手の違いの真下ではなく、東西どちらかに寄っていることを確

認している。このことから、2.4m幅の柱穴は、築地塀の屋根を支える須柱跡ではないと考え

られる。また、周辺で瓦が全く出土していないことから、築地塀の屋根も瓦葺きで、なかった

と考えられる。

(4)築地外溝・内溝

外郭南辺築地塀の外側(南側)と内側(北倶1])を平行に走る築地外溝・内溝跡は、昭和54年

度の第 14次調査、昭和55年度の第 15次調査、昭和62年度の第40次調査、昭和63年度の第

，
 

••••••• 
44次調査、平成 2年度の第53次調査、平成 5年度の第63次調査、平成 6年度の第63次補足・

51 

第 25図
SF110積み手
の長さ模式図

第64次調査で検出している u方八了概報79H志波城概報80H同87H同88H同90H同
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80110築地外溝跡(第 27図)

築地塀の外側を束丙に走る溝跡であり、 SBllO外郭南門跡の前回(南面)において連結し、南位 置

外大路の路面を切っていることを確認している。築地外溝底面中心点と築地塀中心点との距離

は約 8mで一定している。 溝の規模は地点により異なっており、上端の幅は 4.5~12.0m、底面規 模

の幅は 2.9~5.0m、検出面からの深さは 0.35 ~ 1.5 mをはかる。基本的に底面は基盤の砂磯層

を掘り込んではいない。上端の幅が広い部分は二段に掘り込まれており、底面から立ち上がっ

たあと、段がついて緩やかに外聞きとなっている。二段目の深掘りの上端幅は 4.3~6.0m をは

かる。

SBllO外郭南門跡の前面では、上端の幅が1.46~2.30m、深さがO.l6~0.36m をはかり、両脇

の築地塀前より幅が狭く浅くなっている。 溝の底面や周辺に外郭南門へ渡る橋の痕跡は確認さ

れなかった。

埋土は、上層または1=1:1層に水成堆積シルトがみられ、そのド層に白色火山灰層を含む黒~黒褐埋

色土が堆積している。

80115築地内溝跡(第27図)

築地塀の内慨を東西に走る溝跡であり、 SBllO外郭南門跡の後方(北方)では途切れていると 位

考えられる。築地内溝底面中心点と築地塀中心点との距離は 6~8m と地点により異なってい

る。 溝の規模も地点により異なっており、上端の幅が3.0~ 10.8m、底面の幅が1.1~3.5 m、 検 焼

出面からの深さが 0.3~ 1.35 mをはかる。全体的に築地外構跡よりやや小規模である。全体的

に二段に掘り込まれているようであり、底面から立ち上がったあと、緩やかに外開きとなってい

る。築地外溝跡同様、底面は基盤の砂機層を掘り込んでいない。

しかし、外郭南辺築地線東部束半のSB128建物跡の束}j2ヶ所で、二段目の深い掘削が幅0.6

~0.8m途切れて土橋状となっており(第24 図)、また西部西半の SB1l4櫓跡北方で深い掘り込

みの一部を人為的に埋め戻して平坦部をつくり出している(第 14図)など、築地内i奇跡は外溝

跡ほど規格的につくられていない可能性がある。

i里土は黒~黒褐色十ιを主体とした自然堆積土で、一部築地崩壊土が混じるものの、外溝跡にみ 埋

られる水成堆積シルト層はない。

(5 )外大溝・木橋

80010外大溝跡(第28図)

外郭南辺築地線の南方を東西に走る講跡であり、昭和 54年度の第 14次調査、昭和 63:年度の 位

第44次調査、平成 3年度の第57次調査、平成 5年度の第63次調査で検出されている u方八丁

概報79H志波城概報88H同9tH同93.1)。

土

墨

模

土

置

規模は地点により異なっており、上端の幅が5.4~ 10.2m、下端の幅が1.8~4.3 m、検出面か規 模

らの深さが 1.2~ 1.7mをはかり、基盤の砂傑層を一部掘り込んでいる。 SBllO外郭南門跡の前

から南にのびる南外大路をこのSDOlO外大溝跡が切っていることを確認している。築地線から

溝上端中心点の距離は 44.4~47.6m をはかる。 講の壁は、途111に段を持って急に立ち上がる部

分と、底面から緩やかに立ち上がる部分があり、底面もやや凹凸がある。
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根柱2基の掘方の南方において、外さが0.7mをはかり、柱痕跡にはクリ材の柱根が残存していた。

大溝の壁 t部に小柱穴があり、これも木橋を支える柱の一部である可能性がある。

(6)南大路

位置・調査SB510政庁南門跡と SBllO外郭南門跡を結ぶ道路跡で、昭和53年度の第 8次調査、昭和55年

度の第 15次調査、昭和62年度の第38次調査、平成元年度の第49次調査、平成 6年度の第65次

調査で検出された (W方八丁概報78H志波城概報80H同87H同89H同94j)。道路の延長は約

申富面E告230mで、東西端に側溝が走り、路面幅の設計尺は約18m (60尺)と考えられる。全体に削平を

受けており、側溝も大きく途切れる部分があり、路面上に地業土や版築土は確認されなかった。

東西端の側溝跡は、ともに北端はSD510政庁築地外溝跡と結合しているが、南端はSDl15外郭

築地内溝跡とは結合していない。
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80210・310側溝跡(第29悶)

東端のSD210側溝跡は、南大路北半と南半南部で検出され、その他の部分は削平されてい

る。 講の規模は、上端の幅が0.6~2.2m、下端の幅が0.4~0.6m、検出面からの深さが 0.08

~0.65 mをはかる。埋土は自然堆積で、黒~黒褐色土が主体である。

西端のSD310側溝跡は、南大路北半北部と南半南部のみで検出され、東側溝跡より多くの

部分が削平されているの i葺の規模は、上端の幅が 0.4~ 1.65 m、下端の 11屈が 0.35~ 1.0m、深

さが0.05~ 1.0mをはかる。東側溝跡と同様、埋土は自然堆積で、黒~黒褐色土が主体であ

る。

(7)南外大路

位置・詔査 SBllO外郭南門跡の南方、郭内の南大路の延長に確認された道路跡で、昭和55年度の第15

次調査、昭和 63年度の第44次調査、平成 7年度の第 70次調査で検出された (r志波城概報

80H阿部H同95j)0 SBl10外郭南門跡の前から、 SD010外大溝跡の外側(南側)約30mの

地点まで、延長約70mを確認しているが、その先、史跡外のどこまで延長しているかは不明

である。外大溝跡より約60m南方の地点で、ある昭和62年度の第44次調査区では南外大路

の痕跡は確認されていない u志波城概報87.1)。東西端に側溝が走り、路而帽の設計尺は郭

路面幅内の南大路と同様約 18m (20尺)と考えられるが、路面 Lに地業土や版築士は確認されな

かった。

80020・021外大路側溝跡(第30図)

SDOlO外大溝跡の北方に検出された側溝跡で、ともに北端は SDllO外郭築地外溝跡と結

合している。

西端のSD020側溝跡は、南端がSDOlO外大溝跡と結合しているかは未調査で不明である

が、規模は上端の幅が約4.0m、下端の幅が約0.9m、検出面からの深さが約0.65mをはかり、

壁はやや緩やかに立ち上がる。

東端の SD021側溝跡は、南端がSDOlO外大溝跡と結合していることを確認しており、規

模は上端の幅が2.7~3.3m、下端の幅が 2.1~2.3m、検出面からの深さが 0.6~0.7m をは

かり、壁は直壁ぎみに立ち上がる。埋土の上層に白色火山灰、下層にややグライ化した水成

堆積層がある。

80025・80026外大路側溝跡(第31図)

SDOlO外大溝跡の南方に検出された側溝跡で、ともに北端がSDOlO外大溝跡と結合する

のかは不明で、ある。

西端のSD025側溝跡の規模は、上端の幅が2.1~2.4m、下端の幅が約 2.0m 、 i~~ さが約 0.4

mをはかり、壁は直壁ぎみに立ち上がる。埋土は自然堆積で、黒~黒褐色土が主体である。

東端のSD026側溝跡は、調査区内で大きく撹乱されていたが、残存していた規模は上端の幅

が2.4~2.5m、下端の幅が1.2 ~ 1.6 m、検出面からの深さが約0.45mをはかり、埋j二は自然

堆積で、中層に白色火山灰が混じる。
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SD025且 026南外大路南部側溝跡第31図

。外郭南門と櫓の位置関係

SB122 SBl27 SB126 SBl25 SBl24 SBl23 

+ 26.3cm • 

SBl21 

+ 48.7cm + 3.9cm • • 

SBllO SBl17 

。築地線と櫓ql央との振れと外大構の位置関係

+ 3.0cm + 15.8clll + 5.lcm + 29.9cm • • • • 
ctOcm 

SB1l6 SB1l5 SB1l4 SB1l3 SB1l2 SB111 

44.98m 約44m

東側 =SB1l3とSBllO東西妻線上の築地線を反転した場合、東側で

は126の南側になる為振れの大きい121を除いた 4基で按分。

第 32図 外郭南門・櫓・橋・外大構の位置関係図
60 



N 保存整備工事の内容

1 .全体計画

(1)整備の目標

志波城跡の保存整備では、その保存と活用において達成すべき理念を以下に掲げて実施して 整備理念

いる。第一に、志波城跡を将来に向けて保存する。第二に、盛岡市の歴史的環境の重要な要素と

して広く市民や県内外の来訪者が親しむものとする。第三に、史跡を通した丈化的向上に寄与

する。

この理念の下に、志波城跡の現状や、市内の状況から、整備の日標を以下に設定した。 整備目標

①歴史や文化を学ぶ教育施設としての整備

確実に遺構を保存するとともに、志波城跡の特徴を伝える野外博物館として整備する。

また、調査研究・歴史学習の場とする。

②市民が親しむことのできる空間としての整備

市民の憩いや歴史散策の場としてオープンスペースを確保するとともに、適切な便益施

設を設ける。

③文化活動の場としての整備

志波城跡を用いた、 i苛度で積極的な運営を行う。

〈軍事的機能〉

第33図志波城跡の空間構成

61 
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(2)基本方針

整備範罰 志波城跡という壮大な遺跡を活用するためには、その歴史的な特徴を明維に、わかり易く、ま

たダイナミックに表現することが必要となる。そのため、遺跡の枢要な範囲である政庁と、正面

となる外郭南辺、また中軸である大路、さらに、広大な区画を表現するため外郭束辺を、主たる

整備範囲とする(第 34図)。

野外博物館 との整備範囲に対しては、遺構の確実な保存を図るとともに、可能な限り当時の有様を具現す

ることによって、より直接的に認識し、体験できる整備手法を志向する。それは、発掘調査に基

づく土構造物・建造物の復元による、野外博物館としての整備によって実現する。さらに、多様

な文化的活動の場として外郭南辺の広大な塙地をオープンスペースとして活用する。

また、史跡への導入となる南外大溝の外側は志波城跡のガイダンス範囲として位置付け、便

益・案内棟と野外解説施設を集中的に設ける。さらに、政庁南側の官街域にも、活用上の展示機

能と便益機能を設ける。外郭東辺は、塙地を古代の有用植物園として整備し、区画表現とともに、

憩いの場として活用する。

"JγAIL--制緩J}仮称文化財センター
i.緊穴盟問査ト /::JI

第34図保存整備全体計画



これら、野外博物館として整備する範囲以外は、現状の景観を良好に維持する他、保存管理計

画に則って遺跡の保存に努める。

野外博物館としての整備では、志波城跡の特徴をわかりやすく、より直接的に伝えることを目

指す。志波城跡の構造に関わる歴史的特徴は、以下の 4項目に代表される(第 33図，第 11表)。

①行政的機能 [政庁・官衛]

志波城跡の政庁は、正殿、脇殿等の主要な建築物が国府にみられる中枢施設と類似した配置と 歴史的特徴

なっており、またその区画は 150m (500尺)四方と東北の城柵の中で群を抜いて大きい。この

大規模な行政機能は、志波城跡、が行政府であったことを窺わせる。整備では、築地塀と溝、四方

の門からなる政庁の区画を立体的・視覚的に表現するとともに、象般的な建築物である正殿、東

西脇殿の複元を視野に整備することで、儀式的な空間を表現する。また、政庁の周囲に配置され

ている官街域は古代の役所機能を司った施設として、建築物を表現するとともに、展示施設・便

益施設を設ける。

②軍事的機能 [外郭南辺]

志波城跡の外郭は、外大溝と築地塀で二重に区画され、築地線には約60m(200尺)間隔で櫓

が並んでおり、さらに南辺中央には五間一戸の大規模な外郭南門がある。この防御の構えは外

界との強い軍事的緊張関係を窺わせる。整備では、この外郭南辺の構造を復元することで軍事

的性格を表現する。

志波城跡の特徴 整備のテマ 地区 整備内容 量豊展示i研究

遺構の盛土保存(O.5~1.0m)

-農作物の種類制限

史跡の保存 整備地区全域 -指定外地区との景観調和
史跡の保全

と修景 -未整備地区との景観調和

周辺地区
-鉄塔移転

景観調整地区

政庁 -政庁築地目門田正殿 a 脇殿の復π、官i/ijの復π

行政的機能 儀式空間 大路 その他の遺構表示

官街 -大路路面、側溝整備、並木植栽

-外郭南F~ 南辺築地(溝を含む)復冗及ひ表示

軍事的機能 防衛機能 外郭南辺 -大溝復元
歴史表現 -竪穴住居の復元橋の復元

居住機能 生活 大路脇政庁四周 =竪穴住居・掘立建物の復π

広大な空間
-築地線の立体的表示、周遊コ スの整備

大規模造営
としての認識

外郭線 (複数ルート)、範囲冒規模の表示

東側I需地の景観的区画化

分かり易い
全域 a 古代有用植物園 (側紛

学習 活動的学習
東辺地域 E 説閉施設 文化財

(仮称)文化財センタ 目遺構展示 センター

E 広場、オーブンスペース

E 湿性植物

使いやすさ、
全域

-緑陰樹、芝貼

環境整備
親しみ、

南辺・東辺地芭
-匿路

都市のオアシス -サイン

-トイレ、水飲み場、ベンチ、テ ブル

-照間施設、駐車場

管理 -管理施設 管理事務所

第 11表整備テーマ・整備内容一覧表

工事期間

全期

第E期工事

第I期工事

第四1工事

第l期工事

第目期工事

全期

全期
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③居住機能 [竪穴住居群]

外郭築地塀の内側には多数の竪穴住居跡が発見されされており、2，000棟以上に及ぶと推測さ

れている。これらは兵士や工人達の住まい、あるいは工房と考えられ、外界と隔てた中に巨大な

居住機能があったと考えられている。整備範囲とする大路の周辺や外郭南辺の内側で、多数の

竪穴住居を復元することで、当時の生活空間を表現する。

④大規模造宮 [外郭]

志波城跡の規模は、後に鎮守府が置かれた胆沢城跡より大規模であり、陸奥国府であった多賀

城跡、に匹敵する。これは陸奥田経営の最北の拠点として重視されていたことの表れと考えられ

る。この、方 8UlT (840 m)に及ぶ区画を立体的に表現することで、大規模であることを視覚的

に伝える。区画の表現は、外郭南辺は復元的な整備によって、また外郭東辺では嬬地に植栽す

ることで立体的に視認できるものとする。

段階的整備 また、志波城跡の保存整備は段階的な整備と公開を目指しており、事業を大きく 3期に区分し

て推進している(第35図)。その各期の整備範囲とテーマを以下に整理する。

区分 整備範囲 整備テーマ

第I期 外郭南辺・大路 軍事的機能と大規模造営の表現

第E期 政庁 行政的機能の表現

第E期 住居域・外郭東辺 居住機能と大規模区画の表現

第35図段階整備計画函
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(3)第 I期整備の内容

第I期整備 第 I期整備では、外郭南辺で志波城跡の軍事的性格を集約的に表現し、公開する(第36図)。

遺構の表現としては、 8町 (840m)に及ぶ築地塀と林立する櫓、また正門となる五間一戸の外郭

南門等を復元する。また、広い嬬地と外大溝・橋を表現することで、軍事的・防御的性格を伝

え、加えて威圧感のある空間を再現する。さらに、公開のために必要な便益施設の他、遺跡の理

解を深める展示施設を整備する。

外郭南辺の構成

志波城跡の 志波城跡は、一辺約930m(3.100尺)四方の外大溝と 840m (2，800尺)四方の築地塀により区

構成画された外郭と、その中央やや南寄りに位置する一辺150m(500尺)四方の築地塀により区画さ

れた政庁、そしてこれら外郭と政庁を南北に結ぶ大路によって輪郭を構成する。現在、外郭の北

辺は雫石川の旧河道により失われているが、当時はこの川を要害としていたとも考えられてい

る。外郭の南辺と東西辺は，築地塀と外大溝によって二重に区画され、特に南辺は志波城跡の正

面として重視されたと推察される。

外郭南辺 外郭南辺の築地線は840m(2，800尺)あり、中央には正門となる外郭南門が設けられ、その両

側には約60m(200尺)間隔で東西各7基づっの櫓が林立する。築地線と外大溝の間隔は約44m

(約150尺)で、その間に幅約33m(110尺)に及ぶ嬬地がある(第37図)。外大溝は約930m(3.100 

尺)、深さ約1.5mで、その内外に土塁があったと考えられる。外大溝は南外大路を横断している

が、そこには橋が設けられている。

整 備 整備では、この明快で機能的な空間構成を立体的に表現することで、志波城跡の防御の構えを

体感できるものとする。なお整備においては、これまでの発掘調査で判明している城域を構成

する寸法や主要な建造物の間隔、また建物跡の柱間等から、 1尺を 300mmと考えて検討した。

第37図外郭線構造断面模式図



2.土構造物の整備

(1)遺構保護盛土

遺構を確実に保存するために、保護盛土を行った。志波城跡の遺構面は、現況由ーから 20~ 保護盛土

30cm下にある。この現況而に対し、後の掘削時の表示として砕石層(厚50mm)を敷設し、その

上に 30~80cm の保護盛土を行うことで、遺構面に冬季の凍結深度が及ばないものとした。

また、整備で設ける構造物の基礎等は全てこの保護盛土内で、行った(第 38図)。

(2)外大溝

a.遺構

外郭南辺の外大溝は、築地塀の中心線から約44m外側にあり、発掘誠査によって確認された 規模・構造

標準的な断面形状は、遺構検出面で111面約6.0m、深さ約1.5mをはかる(第40図)。また、外郭東

辺の一部には外大溝の脇に土塁と考えられる痕跡があり、海の掘上土を盛り上げたものと推察土 塁

されることから、南辺についても同様に土塁が存在したと推測される。

b.整備

整備では、外大溝の掘り込み幅を 6.0mとし、深さは遺構保護盛土内で行うことから約 50cm

を標準とした。また、その内外には土塁の表示として高さ 60cm、基底幅1.8mの盛土を行った

(第 39図)。

0.8 
-1.0m 

第38図 遺構保護盛土模式図
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(3)大路

a.遺構

大路は、郭外から外郭南門に至る南外大路、外郭南門から政庁南門に至る南大路、政庁北円か

規模・構造ら北に向かう北大路が確認されている(第42図)。大路の路面幅は約 18m(60尺)で、両側に側

i蒜が設けられている。側溝の幅は、南外大路では約3m(10尺)で、南大路では約 l.2m(4尺)で

ある。大路の路面は整地され、その両脇の地盤よりもやや高くなっている。これら大路の幅員

平安京大路は、平安京の大路にも匹敵する規模であるが、平安京では、『延喜式』左京の項に朱雀大路の柳に

専従管理者を置いたことが記されており、並木の存在が想定されている。

b.整備

発掘調査の成果に基づいて、南外大路、南大路の路面と側溝を整備した(第41図)。また、発

木並掘調査では並木の痕跡は確認されていないが、平安京の例から並木が存在した可能性も十分考

えられることから、整備で、は約240mに及ぶ南大路を立体的に表現するためにも、並木を設ける

守朱 凡道 凡紳
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建造物等の復元3. 

外郭雨辺の整備では、外郭南門、築地塀、櫓、橋(外大溝・外郭雨門前)の復元を行った(第43

図)。築地塀は、外郭南門を中心に東西各2基日の櫓を超える範囲まで復元し、その外側は高垣塀地築

この復元築地塀の長さは、南外大路から外郭南門に向かつて望む視界植栽による表示とした。

を占めるものである。櫓は、外郭南辺で東西各7基、合計14基存在していたと考えられるが、整櫓

備範囲には東側6基、西倶U4基が確認されている。外郭南門から東側5基目の櫓は高圧送電線の

直下であり、保安距離との関係から復元が不可能であったため、柱の表示のみとした。よって、

櫓は復元9基、柱表示 1基である。

(1)築地塀

8. 遺構

外郭南辺の築地線は、約 6.0mの!隔で、地山を平坦に削り出し、そのほぼ中央に幅約4m、深さ規模・構造

約20cmの掘込地業をしている(第44図)。築地塀はその上に構築されており、一部に版築士が

この柱穴は、梁残存していた。築地塀の基底幅は2.4m(8尺)で、その両側には小柱穴が並ぶ。中富底纂

問2.4mと3目Omの2列が確認されており、それぞれ築地塀建設時の仮枠の内側・外側の柱穴と

外満 (4目2m)

".匂ω外溝 5.0m 

間〔

5m 

( )内は平均寸法

ー

外郭南辺東部築地塀跡(8F110)・築地外溝跡(8D110)第 44図
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考えられる。内側の柱穴については、築地塀屋根の桁を支える須柱跡との検討もなされたが、梁

間に対して不揃いであること、版築士が埋土となっていることから仮枠のものと判断した。築

地塀の 1スパン(区画)の長さは、残存していた版築士の継ぎ手や内側の仮枠柱の桁行寸法から

がJ6 m (20尺)と想定されるが、ぱらつきが大きい。

また、築地塀の内外にはそれぞれ武者走り、犬走りを介して内海、外溝が確認されている。幅、 内溝・外j毒

深さとも地点によりばらつきがあるが、平均的な幅は内溝約3.0m(10尺)、外溝約4.5m(15尺)

である。

築地i用基底幅 (2.4m)

仮枠柱閏 (3.0m)

仮枠柱閏 (3.0m)

櫓(桁3目 Om・3目 Om、梁4目 2m)

版築積み手の違い(約6.0m毎)
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b.復元検討

外郭南辺の築地塀は、基底幅2.4m(8尺)というかなり頑丈な構造である。また、この築地塀

跡にみられる特徴として、各部寸法のばらつきがある。これは、志波城が短期間のうちに造営さ

れたことに由来すると考えられる。つまり、志波城は北方の蝦夷との緊張関係の中で早急に防

御体制を整える必要があり、多数の人員を動員しながら外郭の築地塀を築いた結果、精度よりも

堅牢さを重視したものとなったとみることができるのではないか。このことは他の城柵にない

外郭の二重構造にみる強い防御機能に通じるものであり、築地塀の復元検討においては、その性

格を反映した仕様を目指した(第 12 表，第 48~55 図)。

築地塀の高さは、碁底幅が8尺 (2.4m)であることから、『延喜式』にある築地塀の規格を基準ーキー
」昆

に推定すると 16~ 17尺 (4.8~ 5.1 m)となり(第45図)、また『営造方式』によれば20尺 (6.0

m)となるが、この寸法は、築地塀と取り合う外郭南門の構造を考えると高すぎる。五間一戸の

外郭南門は、扉の付く中央の柱聞が14尺 (4.2m) であり、柱高は最大でも 15~ 16尺 (4.5~ 4.8 

m)と考えられる。このことから築地塀の屋根まで含めた総高は 15尺 (4.5m)程度が限度であ

り、屋根を除いた築地版築の高さは 13尺 (3.9m)程度が妥当と考えられる。また築地塀壁面の壁面勾配

勾配については、『延喜式jによれば1/11.5~ 1/13 で、『営造方式j では 1/8~/10と若干緩い。

残存していた築地版築士の性状や当地の寒冷な気候を考慮し、『営造方式』を参考に勾配を定めた。

また、築地塀の lスパンが20尺 (6m)に及ぶことから仮枠の堰板には強度が必要となる。そ仮枠堰板

こで、現存する社寺等の築地塀にみられる厚板ではなく、より簡便に調達でき、かっ強度のある

クリの割材を用いることとした。築地表面には、クリ材の割り肌が残るが、この凹凸を活かすこ

とで軍事的な緊張感の表現に役立てることとした。堰板ではなく丸太を組み合わせた版築は中

固に類例がみられる(第 12表)。
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屋根の構造については、発掘調査において瓦が発見されていないことから、上土屋根や流し板屋 根

葺きが考えられるが、外郭ではより簡便な上土屋根とした。これは築地本体に板を 2~3 重に

置き、土を盛って押えるもので、古代末から中世の絵図に多々描かれている。この屋根板等木部

の仕上げは、版築堰板の割材に調和するものとしてヨキハツリとした。

復元の位置・寸法・構造 復元根拠となる資料等

位置 外郭南門両脇 420尺 計840尺 (252m) 発掘調査により南辺築地線が確認されている。

本体 寸法 墓底幅:2，400mm(8.0尺)一側仮枠柱心心 且発掘調査により、基底部に築地本体版築および側仮
上部幅:1 ，500mm (5.0尺) 目・・桁心心 枠柱痕と考えられる柱穴列が確認され、その幅から
高 さ :3，900mm (13.0尺)...桁天端 基底幅8尺と想定できる。また版築士の発掘状況か

(総高約 15.0尺) ら、 1スパンは 20尺と判断される。

基底幅が8尺の場合、延喜式を参考にすると高さが
構造 手揚きによる版築、漆喰仕上無し 17尺程度となるが、外郭南門との関係から 13尺程

勾配:タテ 10に対し，逓減 1.25 度とする。

j奈喰は検出されず漆喰上塗仕上はしない。また、工

事は兵士たちが短期間

に行て]三二

れるので、版築表面は

フラットな面ではな
く、中国の類例に男る
ように、堰板に割板等

を使用した凹凸の面と
考えられる(右図)。

I中国古代建築技術史I

屋 根 寸法 中高 2，820mm (9.4尺) 本体墓底幅8尺をカパ し、雨落が版築に当たらない
軒 出 :660mm (2.2尺) 寸法。
板 厚 :45mm (1.5寸)x 3枚二 135mm(4.5寸) -前九年合戦絵巻や芦引絵等、絵巻物によく見られる構

上士:高 465mm(約 1.5尺)、 造であり、その形状から上土の高さは 1.0~1.5尺と

幅 1，860mm (6.2尺) 考えられる。

勾 配 :3~4% (水勾配) -屋根材はヒパ厚板ヨキ仕上げとする。

復元展示の構造として耐候性、耐久性か望まれるため、

構造 上土屋根 屋根部の雨仕舞を士夫する。また釘は極力少なくする。
築地II)に村?を設ける。 '雨イ士舞のため、築地心に桁を設け、屋根板に勾配をつ
木仕上げ:ヨキ仕上げ ける。

仮 枠 寸法 基底幅 3，000mm (10.0尺) E発掘調査の結果、仮枠柱痕と考えられる柱穴列が約10
ス/てン:6，000mm (20.0尺) 尺幅で確認されている。

スパンはばらつきが有るが、外郭南門付近では平均的

構造 堰 板:割板または割丸太を組合わせる。 に6.0m(20尺)と判断される。

(クリ材のヨキ整形) 堰板は、中国の類例に見るようなものとする。
仮枠柱:掘立 -掘立柱と考えられるが、施工上木製のレールを敷き、

移動させることも考えられる。

基部 寸法 上部幅:6，000mm (20.0尺) 発掘調査の結果による。平成4年度までの発掘調査の
犬走:2，700mm ( 9.0尺) 結果、場所によってばらつきがある力¥平均的に左記
外 溝 :4，500mm (15.0尺) の寸法である。
武者走:3，600mm (12.0尺)
内溝 3，000mm(10.0尺)

基礎 EPS、コンクリートスラブ

第 12表 築地塀復元展示仕様
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c.試験施工

自 的 築地塀の復元工事に先立ち前年度に試験施工を行い、詳細仕様を決定するための各種の資料

を得た(第46図)。この試験は、版築士・上土材料の決定、屋根仕様の決定、仮枠・堰板の構造

決定、版築作業に係る歩掛資料、その他施工に係る諸問題の把握を目的とし、築地塀1スパン分

の建築、版築土・上土材の現地暴露試験及び、室内試験を行った(第13表)。その結果、本施工に

用いる版築士・上土材の仕様は以下とした。

仕 様 ・版築士:粘性土+山砂 (10: 3) ，消石灰 10%，にがり 3%

・上土躯イ木材:粘性土，石灰系回化材 10%

・上土表層仕上材:土質舗装材

また、整備上検討の必要な事‘項として、以下の情報を得た。

検討事項 ・雨仕舞いのため屋根板に若干の勾配を持たせること

・地盤からの水分供給を抑制する必要があること

.1，反枠には施工時のたわみ防止のため十分な強度が必要であること

・版築突き固め直後の養生期間をなるべく長くすべき(堰板の幅を広くする)こと

・版築士の含水率は 20%前後が最適で，その管理が極めて重要で、あること

上土日日
桟木仁二Eコ 経木仁itl: I 3 qc 

。完 1.1覧 2.4% 。% 。%

チョウナ
繰型全面 繰型半面

ヨキ 屋根極

チョウナ j盟主喧一一 一一種型号車← ヨキ

チョウナ
繰型全面 繰型半面

ヨキ
ヲキ ヨキ

チョウナ ヨキ

一一一ー欠ーーー込ー 」ーー
反込 号十三

~ ! 

主主ヰ
堪板クリ富板

黒土一一一占トー一一一ιr 土三

回吐~ょ上斗

/ ご込

南側 東側

第46函 築地塀試験施工仕様



一仁1!? 粘性土 砂質土 消石灰 ニガリ

NO.1 100 10 8 2 
版築材

NO.2 100 10 10 4 

試験名
試 験 条 件

(養生条件・環境条件)

版築材 |材料士

(品ch13|(12134(未処理)
試験方法

一軸圧縮試験 |試験方法 ひずみ制御
JIS A 1218 供試体寸法ゆ10cmx20cm
「土の一軸圧縮試験 |試験結果:一軸圧縮強さ

方法J q u (kgf!cm') 
に準ずる

型枠内20日+気中10日 24.3 21.2 

型枠内20日十気中20日+水中7日 1 12.5 9目9

型枠内20日+気中20日+水中7日の後凍結融解試験 16.5 1 6.5 

88XlO-711.6xlO-61 -透水試験 |試験方法 変水位法 |型枠内20日+気中10日
JIS A1218 |供試体寸法引OcmX
「土の透水試験方法J 110cm試験結果 透水係

に準ずる |数k"'"-"">>""~'" . ~-"-"" I型枠内20日+気中20日+水中7日の後凍結惑解試験 13.3x 1O-513，5x 1 0-5 ー

乾湿くり返し長さ変
化試験
JIS A 1129 
「モルタルおよび

コンクリー卜の長さ
変化試験方法I

に準ずる

試験方法:コンタクトゲジ方法
供試体寸法:ゆ1Cこmx20cm

(墓長Lo=10cm)
試験結果:長さ変化率

(%) 

NO ~ ~~;~ _l ~~り~'~~_l- ~-_ _I 
N10 

型枠内20日+気中10日|

乾燥j_~.~ ~ _l _0~ ~ ~ -'-_ ~ 

乾湿くり返し数 N=10回 1 N1~ 1湿潤 1-0，121-0.081 

乾燥 0，04 0，03 I 

型枠内20日+気中10日
乾濃くり返し数 N=10回 0，08 0.09 

乾湿くり返し眼水量試験
KODAN-111 
[岩の乾湿くり返し

試験方法j

に準ずる

試験方法質量測定方法

{共試体寸法 中10cmX20cm←一一←一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー I 

試験結果 阪水量増加率 i 
|型枠内20日十気中20日+水中7日の後凍結融解試験

(%) 1乾湿くり返し数 Nニ 10回 10田05 0，05 I ー

凍結融解試験
法
府
解
度

土
士
臼
世
人
詰
叫
ロ
主

勲
元
組
の

式
次
凍
損

閉
一
に
破

法

果

方

結

験

験
試

試 凍結温度 10"C) 
ト10サイクル

融解温度 +10"C r 
よと〉 。

(S，) 

0，6 0，2 104，3 

(S2) 

0，4 0，9 87目9

〉東上試験
雪氷調査法

(P91 ~93) 
I土の凍上性特定の
ための試験方法j

に準ずる

備考
長さ変化試験

試験方法気温-6'(，水温+1'C
地下水位

ニGL-9cm 型枠内20日+気中10日の後約24待問水浸
供試体寸法:中8cmX5cm
試験結果:凍上率(%)

日及水量試験 冒;東上試験

H2 -H1 
凍上率(%)=-17-x100

Nl0-No _ __ NIO-Nl . __ ._， ~，_，_~"" WE -Ws 
長さ変化率(%)= 一一一~ X100 一一一←x100 吸水量増加率(%)=一一一-;-----x100 Lo ，~~， Lo ，~~ .'^'>.~--""' ，，-， n一|

NO 初期値
N1 : 1サイクル値
N10 :最終値 (10サイクjレ)
LO 墓長 (10cm)

WS 開始側の平均値

WE 終了側の平均値

n : @]数

H1 :凍結前の供試体高さ
H2 :凍結後の供試体高さ

第13表 築地塀試験施工結果一覧表
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d.復元検討の経過

志波城跡の建造物の復元にあたって、史跡整備委員会の他、文化庁の諮問機関である「歴史的

建造物等の復元の取り扱いに関する専門委員会J(以下、復元検討委員会)、また同構成委員によ

る現地指導を受けてきた。

築地塀の復元案については、平成4年2月20日、同7月 10日、同 10月 1日の3固にわたる文

復元検討化庁復元検討委員会の審議の他、築地塀試験施工の視察を兼ねた平成4年12月の復元検討委員

委員会会委員の現地指導を経ている。

屋
根

板堰

以下は、その過程で提案し、また指導された主な事項である。

提案事項

-絵図に見る上げ土屋根では、屋根板に 2枚の
ものと3枚のものがあるが、ここでは耐久性、
雨仕舞いを考慮して3枚とする。

-屋根板について、本来は断面方向に 1枚の板
を載せるもので屋根勾配を持たないが、試験
施工では屋根を分割し中央に桁を設けて若干
の勾配をつけることや、軒先下端に水切りの
欠き込みを設けることを試みた。

-破風板の形状について。

-屋根関係の木材の仕上げについてO

-堰板について、試験施工ではアカマツのトー
チ焼とクリの割板を試みた。

④軒先は不揃

l②屋恨勾配

①匡根板3枚 ←ー

一一→，

指導事項 参照

-了解する。

第47図①

-外観上分からない範囲で勾配を設けることは
第47図②

問題ない。

-水切りの欠き込み等はすべきではない。 第47図③

-屋根板は設置後切り揃えるのではなく、不揃
いのほうが良い。 第47図④

-屋根からの雨落ちが版築下部に影響している
ので、車干の出を計画案 (9.2尺)より 2寸ほど延 第47図⑤
ばすこと。

-試験施工のものよりも反りを抑えること。 第47図⑥

-試験施工で、行っているヨキ仕上げで良い。 第47図⑦

-試験施工で行ったクリ割材の極板で良いが、版
築の仕上がりを考慮し、極端な凹凸はヨキでは 第47図⑧
つる等の調整を施すこと。

⑤9冒2尺

↓ 
9.4尺

y/イ~

ト「試験施工
③欠込みしない

，- / ~軒の出

第47図 築地塀復元設計検討案



e.整備

整備では、遺構保護盛土上に築地線基部の造成を行い、築地塀を建築した。ここで、復元する 基 礎

築地塀の荷重に対する地耐力の問題があり、地盤調査の結果、現地盤上に建築した場合、長期荷

重は許容するが即時沈下が生じることが判った。この条件下で築地塀をそのまま建築すること

は不可能ではなかったが、地下遺構を保護するため、基礎にコンクリートスラブとEPS(超軽量

盛土材)を用いて荷重分散を行った(第 49図)。

また、築地塀は凍害に弱い。これは歴史的に東北地方に版築の技術があまり伝承されていな ;東害対策

いことの要因とも考えられる。この凍害の最大要因は過剰な水分であり、屋根の漏水を防ぐと

ともに地盤からの水分供給を極力抑える必要がある。このため、屋根板にシート防水材を挟み、

また基部にはコンクリートスラブによって地下水の上昇を断っとともに、透水層として開粒ア

スフアルト(厚 lOOmm)を敷設した(第49図)。

版築施工時に用いる仮枠は、連続して用いることからコンクリートスラブ上に木製レールを 仮枠・覆屋

設け、 1スパンずつスライドさせる構造とした(第52図)。また、版築士を混合し、施工する間

に暴露することは避けなければならない。そのため、混合場所と築地線に仮設覆犀を設けた。こ

の築地線の覆屋は構成レールを設けて移動する構造とした。

57，300 56，500 7，5007，500 58，700 57，900 

~j~OO [:  I ーァ ー寸
| 築地塀 I 築地塀 l 

ー ムー よ二一土手一一 ~i 一一一~一一 ! 
~E斗んユ~万戸ふんエルノ'/Æ//A///Y//A/，ノ.ý/11'///Y///V/川ノノ山/vノ川///1'///1//，晶一 l ←→レ'//V///V//.バノ//A///Y///V//Jf//_川市川川ザW7//v7//VJ/;VT)i;/);V///V/Thmv);/v/?M--

~→1--' 一一ー ペー 一一一=i'_-_斗ニ工一 ー ペ「
1櫓 |櫓 ~~~ 1 櫓 川 i櫓

外郭高円 1

。

126，000 (21スパン分) 115，000 1 126，000 (21スパン分) 6，000 

5=1 : 1，500 

〕旦0
内i晋

50m 

第48図築地塀割付図

ι ん

第49図築地塀標準断面図
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第 54函 築地塀破風板詳細図
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十築地塀凍害調査

①調査経過

志波城跡における築地塀の復元は、国内でも稀な積雪寒冷地で、の土による建造物の復元であ

る。このため、冬季の寒冷な気候による凍害・劣化が予想され、その防止対策が課題となった。

特に、施工直後の冬季養生と長期間に及ぶ維持管理における凍害防止対策を確立することが必

要であり、そのため凍害のメカニズムを解析し、有効な対策を検討するため、平成5年度から平

成8年度までの 4ヵ年に亘って凍害調査を実施した。

②発生した問題点と対応策

各年度の築地塀施工において発生した問題点と、その翌年度に行った対応策について以ドに

まとめる。尚、対象は試験施工築地塀 1スパンと復元築地塀42スパン (252m)であり、本文で

は復元築地塀を西から東へ第 1~42 スパンと呼ぶ。

平成 4年度 I [施下会箇所]

平成 5年度

平成 6年度

[問題点]

[施工箇所]

[対応策]

[問題点]

[施工筒所]

[対応策]

試験施工築地塀

-凍結融解が頻発する南壁面の表層剥離

-築地塀下部の水が常時供給される箇所の凍害

復元築地塀第2~13スパン

-築地塀基礎部をコンクリートスラブ構造とし地下水の供給を断つ

-築地塀下部の高合水比・低塩分濃度倒所の凍害

復元築地塀第1 ・ 35~42スパン

-築地塀基礎部のコンクリートスラブ上面に排水勾配を持たせ、その上に開粒

アスフアルトによる排水層を設けて水の上昇を断ち通気性を高める。

軒先からの雨水・融雪水の滴下水の築地塀への浸入を抑制するため、軒下地

下のコンクリートスラブに傾斜を持たせ、防水シートを敷設して排水を促進

する0

・築地塀下部を断熱材で冬季養生する0

.乾燥を促進する 0

・夏季に築地本体の乾燥状態を把握するため、水分管理を行う。

[問題点J I ・築地塀屋根の葺板の間隙から雨水や融雪水が浸透・滴下し、その水の供給を

受けた壁面にシミおよび凍害が発生する。

平成 7年度 I [施工箇所] 復元築地塀第14~24 ・ 30~34スパン

[対応策J I ・屋根部分に応急的に防水シートを施す。

[問題点]

平成 8年度 I [施工箇所]

-冬季問の融雪水による築地塀下部の部分的凍害が発生する。

復元築地塀第25~29スパン

[対応策J I ・築地塀下部を断熱材と防水シートで冬季養生する。

-築地塀下部周囲に凹音11を設け、雨水の排水を促進させる O

[問題点J I ・断熱材上部の積雪・融解による軽微なシミが生じる。

⑧調査項目

平成5年度から 8年度にかけて、以下の調査を実施した0

.冬季気象データ分析(平成 5年度)
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-試験施工築地塀凍害調査(平成5年度)

凍結深度測定，壁面温度測定，塩分濃度測定，含水比測定，凍害状況観察

・本施工築地塀凍害調査

平成 5年度 凍害状況観察，ボーリングコア・壁面合水比・塩分濃度測定

平成 6年度(冬季養生前)水分張力測定，土の pF試験(水分特性曲線解析)，含水比測定，

塩分濃度測定，壁面状況観察

(冬季養生中)気温・壁面温度測定，最大凍結深度測定

(冬季養生後)壁面状況観察

平成 7年度(夏季・秋期)水分張力測定，スパン問の間隙変移測定，気温・湿度測定

(冬季養生前)壁面の含水比・塩分濃度測定，壁面状況観察

(冬季養生中)断熱部と非断熱部の気品・温度・凍結深度測定

(冬季養!生後)壁面状況観察壁而の含水比・塩分濃度測定

(室内試験)不飽透水係数測定

平成 8年度(夏季~冬季)気温測定，断熱部温度・湿度測定，含水比測定，塚分濃度分布測定，

スパン聞の間隙幅測定，断熱材厚別凍結深度測定

④調査結果と考察

・基本的な劣化のメカニズム

メカニズム 築地塀版築士の劣化は、表面が剥離する現象として表れ、冬季の凍害と夏季の日射・風雨によ

るものがある。凍害は版築士中に含まれる水分が30%近くになると顕著で、地面から水が供給

される築地塀の下部で多い。寒冷な当地では版築が凍結することは免れないが、凍害はむしろ

凍結融解の繰り返しによって生じる。ここで、方位による微気象条件も影響し、平成6年度の凍

結深度調査では試験築地塀の地ヒ180cmで、南而が17cm、北面がlllcmとなっており、厳冬期に

は常に凍結している北面の方が凍害が発生しにくいといえる。また、凍結融解に関係する+4
0

C

~_40C変動幅出現頻度は 1 月は南面が多く、 3 月では逆に北面が多くなる。

一方、南北壁面とも上部の表面剥離は夏季に進行し、冬季には劣化していない。これは風雨や

日射による熱膨張と収縮の繰り返し等が影響していると考えられる。

-築地塀の対凍害性

対凍害性 築地塀版築士には3%(乾燥重量比)のニガリ(硫化マグネシウム)を混合しており、塩分濃度

0.l4%となっている。これが版築施工後、移動水分とともに壁面表層にO.l~0.2%の高濃度塩分

層を形成していることが判り、表層の対凍害性を付加していることが確認された。また、版築士

が乾燥していることも重要で、て平成5年度施工築地塀では、施工当初20%前後であった合水率

が、翌年度では上部及び南面で4~13% と低下し乾燥していた。一方、南面下部では8~17%、

北面下部では 16~22%で、施工直後と含水率はあまり変わっていない。逆に、同箇所の塩分濃

度は地盤から浸入する水分の影響で施工時より下回っていた。

これらの調査結果から、築地塀下部30cm程度までは地盤から供給される水分によって高合水

比・低塩分濃度となって凍害を受けやすい状態となる一方、高さ100cm付近で、は表層に高濃度塩

分層が形成されることにより、また高さ 200~300cm では乾燥化によって、対凍害性を持って

いると考えられる。



-基礎構造による凍害抑制

平成5年度施工築地塀は、試験施工の結果からコンクリートスラブ上に版築を施工した。し 基礎構造

かしながら、軽減されたものの下部での凍害が確認され、王子成6年度以降はスラブ上に開粒アス

フアルトの透水層を設けた。その結果、軒下の防水シートとの併用により凍害が大幅に改善さ

れた。したがって、この基礎構造は、地盤からの水の供給抑制に有効で、あると考えられる。

-断熱養生による凍害抑制

冬季聞に発泡スチロールボードによる築地塀下部の断熱養生と、表面温度・凍結深度等の測定断熱養生

を行った。これは風雨や積雪等に直接触れず、また温湿度変化を大幅に抑制する効果が期待さ

れた。調査の結果、南而では厚さ5cm以上、北面で、は厚さ 10cm以上のボードを施すことが有効

であり、また 12月から 4月中旬までの養生が望ましいことが判った。

⑤維持管理方法

以上の結果から、凍害を抑制するための維持管理hム法をまとめる。凍害抑制対策及び雨水に 維持管理

よる表面剥離・シミ防止対策は、基本的には雨水・融雪水を築地塀に入れないことといえる。ま

た、水分の浸入原因は壁面上部・中央部と壁而下部とで異なるので、分けて考える必要がある。

-築地塀壁画上部・中央部

上部・中央部は、下部に比べて比較的水分の浸入が少なく、通常の気象条件下ではその量はあ

まり問題とならない。

[予測される問題点]

イ.上士・屋根部分から壁面への浸水があり、凍害やシミが発生する。

ロ.夏季の風雨による雨滴が表面の剥離をもたらす。

[対応策l

イ.屋根の防水性を高くする。

ロ.今後、築地塀全体の乾燥が促進されれば、例年の気象条件下では問題ない。

-築地塀壁面下部

壁面下部は常に雨水・融雪水が浸入する環境にあり、絶えず乾燥・湿潤が繰り返されている。

[予測される問題点]

イ.屋根軒先からの滴下水の跳ね返りが浸入する。

ロ.雨水が直接壁面に掛かり、流下して下部で多く浸入する。

ハ.剥離した土がほぐし土となって堆積し、これを介して水分が継続的に供給される。

ニ.冬季養生において、融雪水が隙間等から浸入する。

ホ.高含水・低濃度塩分により凍害が発生する。

ヘ.冬季養生の断熱ボード上部の小口市に融雪水の溜りができ、凍害・シミが発生する。

[対応策]

イ・ニ.築地塀下部周囲で、排水を促す問状の掘り込み等をつくる。

ロ.冬季聞の養生を行う。

ハ.剥離土が壁面に接触しないよう裾部分の7f:タ伏を工夫し、またこの土を速やかに除去する。

ニ.断熱ボードと防

ホ.断熱ボードの上而の形状を鋭角とするなどの工夫をする。
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第56国外郭南辺櫓跡 (SB122)

b.復元検討

(2)櫓

a.遺構

檎跡は、約60m(200尺)の間隔

で築地線上に設けられている。確

認された柱の掘方は築地塀跡をま

たぐ形で配置され、桁行の柱問寸

法にややぱらつきがあるものの、

桁行2間6.0m (10尺等間・総長20

尺)、梁間I間4.2m(14尺)が基準

と考えられる(第56図)。柱痕跡か

ら丸柱を用いていたようだが、径

は 30~50cmと不揃いで、ある。

絵図資料 志波城跡で確認されているような柱配置の櫓は現存していないが、平安時代末から鎌倉時代

の絵巻物にみられるものと同様な構造と考えられる。これら絵図に見られる櫓は、柱上に床を

張り、外側に傾斜する腰板壁を設け、屋根は無い。『後三年合戦絵詞Jや『十二類合戦絵巻jには

櫓上に武将が居り、腰壁で矢を受けつつ弓を射る様子が描かれる。志波城跡の櫓もこのような

実戦的な施設と考えられる。

復元では、遺構に基づいて桁行2問、梁間I聞の6本の柱を掘立てとしそれらを台輪で繋ぎ、

柱 床板を張った(第 14 表，第四 ~62 図)。柱は、遺構で確認された寸法にばらつきがあることか
ら、元径1尺5寸 (45cm)前後の皮剥き丸太とし、校等はヨキ(斧)ではつり落とした程度の社

台 輸上げとした。台輪は梁間・桁行の順に置き、梁間の台輪で床板を受けた。床板は、屋根が無いこ

とからスノコ張りとしたが、そのため床材は約 10尺 (3.0m)を1本で受けることとなり、強度

が必要であるので断面は4寸 (12cm)の角材を用いた。

腰板壁は、矢を射る動作から高さ 1m前後と想定されることから3尺4寸 (102cm)とし、また

絵図にならって外側に傾斜させた。その構造は、台輪上に束を立て、厚板をはめ込み、笠木で繋

ぐものとした(第59図)。

矢 倉 『一遍聖絵Jや『一遍上人絵伝Jには櫓本体の上に小規模な小屋が描かれている。これは矢を

入れておくための矢倉と考えられ、櫓本体と一体のものとして復元した。矢倉は、床板上に柱盤

を置き、角柱を立て、板壁で三方を囲み、屋根を乗せるもので、屋根は簡便な流し板葺きとした

(第60図)。

また、櫓への昇降のために城内側の腰壁を一部開け放ちとすることも検討されたが、復元では

腰壁の構造的な安定性等も考慮して基本的に全周させることとし、梯子も常設しないこととし

た。ただし、活用を考え外郭南円の東側2基分については一部腰壁の無いものとした。

木 材 復元建築に用いた木材は、志波城跡の移転先とされる徳丹城跡で出土した柱材に倣って、柱・

仕上げ台輸をクリとし、床・壁等の造作を要する部分はヒパとした。また木部の仕上げは、機能を重視

した建物との考え方から、ヨキハツリとした。



復元の位置・寸法・構造 復元根拠となる資料等

外郭南門東西に7基ずつ計 14墓と推定、 発掘調査により、外郭築地線上に東側6基、西側5

位置 復元対象 10墓 墓が確認されている。

櫓間隔約 60，000mm(約 200尺)

規模 東西幅 2間6，000mm(10尺等間 20尺) 回発掘調査により、掘立柱穴確認。

南北幅:1間4，200mm(14.0尺) 且築地i扉本体上土天端 (15尺)より構造上のクリア

高 さ 6，120mm (20.4尺)...板皇室天端 ランスをとると櫓床天端17尺となる。これは時代

ゑ100mm(17.0尺) 床天端 は異なるが築城記に「塀の上二尺に櫓床を設けるj

という記載と一致する。

構造 掘立柱:i童立円柱径元300~ 500mm -発掘調査により柱の直立確認。主なものの平均は

本体 皮剥き丸太を基本とし、枝部はヨ 43cm程度であるが、柱穴痕の径にばらつきがある

キで整形。梁間台輪を置き、桁行 ため、丸太皮剥程度の仕様とする。

台輸を載せる。頭買なし。 柱木材は、徳丹城跡の出土例から、クリを使用す

床下:壁等を設けず吹き抜けとする。 る。

床 床板をスノコ(透かし張り)桁行方 E 雨水処理、雪処理からスノコ(透かし張リ)とする。

向に張り、中央で継ぐ。 E 腰壁の傾斜は、絵巻物から判断すると、弓を射る勤

板壁(板張):高さ 1，020mm (3.4尺) 作と関連していると考えられる。

斜めに外側ヘ張出す。
貝 形:外郭南門取り付き部と高垣との境

に設ける。

上階は設けない。 平安末から室町時代に描かれた絵巻物などに上階

があるのは櫓門を除いてみられない。また上階を

屋根 つけることは構造的にかなりの強化が必要である。

-上階が一般的になるのは中世末と考えられ、掛川城

正保絵図にみられる古櫓のようなもので、あったろ

つ。

規模 東西幅 1腎 900mm (3.0尺) -一遍聖絵や 遍上人絵伝に、弓矢を格納したと考

南北幅 1間 1，800mm(6.0尺) えられる小規模な施設(矢倉)が描かれている。

高 さ:1 ，850mm (約 6.2尺) ー棟天端 絵巻物に男る屋根は、櫓の正面に対し平に板を葺

矢倉
1 ，350mm (約 4.5尺)・・・桁天端 いている。

-屋根は、絵図に倣って流し板二重とし、横桟で押え

構造 櫓床に柱盤を置き角柱を立上げる。 る。

板壁-板葺、勾配 3.5寸

屋根 流し板二重とし、横桟で押さえる。

第 14表櫓復元展示仕様

C. 復元検討の過程

櫓の復元案については、築地塀とともに平成4年2月 20日、同 7月 10日、同 10月 1日の 3回 復元検討

にわたる文化庁復元検討委員会の審議の他、平成4年 12月に復元検討委員会委員の現地指導を 委員会

経ている。以下は、その過程で提案し、また指導された主な事項である。

提案事項 指導事項 参照

指摘を受けた検討
-櫓と築地塀が一体的な構造もあり得る。築地

-築地塀と構造的に離れた形態とする。

実施案 塀犀根板の上に台輪を直接載せてはどうか。

-遺構から見る櫓と築地塀の工程上の前後関係等
構 に関する検討を試みたが、結果的には不明であ

造形 ることから提示案のとおり復元した。 第57図①

式 ※参考:発掘調査の成果から築地塀の施工区間と櫓の配置(最狭55.8m、最広66.4m、平均58.7m)
との関係は、同ーの工程でないことを確認しているが、このことがどの程度の時潤差かは明確で、

はない。築地塀の版築と屋根の施工を同ーの工程として捉えるかが課題となる。城欄遺跡の多

くの櫓施設は築地または角材列を跨ぐ柱配置で検出されるが、多賀城跡の検出例のように、 今方

の側柱が未検出で築地塀と一体となった構造と考えられる遺構も検出されている。
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構造

万三
式

材料

矢居メ入

ヒ
り
口

提案事項 指導事項

-梁間台輸の下に頭貫を入れる。 掘立柱構造であり、頭貫は不要である。ま
た、梁間の台輸を下とし、桁行台輸を載せる
こと。

-台輸の部材として太鼓落とし丸太とする。 -太鼓落しは不自然である。角材とすること。

-矢倉の規模について O

-軟に入れた矢を収納でき、出し入れに支障の
ない寸法とすること。

提案事項
-櫓への昇降について . b案でよい。 a案は築地塀との関係から関口
a案・床面に昇降口を設ける。 寸法が制限され、具足を付けた兵士の昇降に
b案・腰壁を一部取り外す。梯子は台輸に掛 は不適で、ある。
けることになるが、腰壁の強度が若干下が -梯子の形状については制約しない。
る。

c案腰壁は全周し、これを跨いで出入りす
る。梯子を掛ける位置と昇降の容易さにいく
っか考えがある。

実施案
-腰壁の強度確保のため基本的には全周する
ものとし、活用上外郭南門に近い束側2碁だ
け官s>>要壁を抜くこととした。

⑤上り口

④矢倉の寸法(較に入れた矢の収納)

b 腹壁を抜く

ι 

参照

第57図②

第57凶③

第57jgJ④ 

第57区|⑤

①櫓と築地塀が一体的構造

②頭買は不要

第 57図櫓復元設計検討案

C. 構造補強

ミi
a床面に昇降口

、 c梯子を腰板笠木に掛ける

一??;itiI
~川、

i 川 、b，c梯子を台輸に掛ける

基 礎 志波城跡の櫓は、本来掘立てによる剛性で成り立っている。しかし、整備では遺構保護盛土内

に基礎を納めるため、柱の根入れは制限される。そのため、コンクリートを用いた地中梁を設

け、柱根元にはステンレス製の根捲きと根絡みを設けてコンクリート中に埋め込んで剛性を確

保した(第58図)。また、このコンクリート基礎の下には、築地塀と同様に地下遺構保護のため

EPSを敷設した。



吉日""恥口接柱・台輪・腰壁束・矢倉柱盤の接合部は、構造的に十分な強度を持っているが、木材であるの

で減り込みや劣化に伴う強度低下が危倶される。櫓は活用において見学者を上げることも検討

壁 束 仕 口していることから、補強のため、ボルトを埋め込み引き抜け防止を図った(第61図)。壁束の支

口強度については、見学者の体重がかかることを想定した構造実験を行い、安全性を確認している。

構造実験なお、志波城跡保存整備事業の特徴となっている外郭南門・櫓・外大溝橋といった建造物の復

元展示では、一部ボルト等による構造補強があるものの、原則として古代の木組によって施工す

ることから、柱軸紐・腰壁板・主架構・基礎・土塗壁などの各部材を対象として、固定・積載・積雪・

地震・風の各荷重数値を算出する構造実験を行っている。
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櫓 (88125)表示平面園・立面図・断面図第 62図



a 

)2 

(3)外郭南門

a.遺構

規模・構造 外郭南門は、外郭南辺築地線の中央、南大路の中軸線上に位置する。発掘調査によって 16基

の掘方が確認され、桁行5間15m(9・9・14・9・9尺，総長50尺)、梁間2間6m(10尺等間，総長20

尺)の大規模な門である(第63図)。本柱跡には方形の掘方、抜取穴があり、一部に残る柱痕跡

から柱は丸柱で、径I尺5寸 (45cm)と判断される。中央通りでは、両脇 2聞の中央に本柱は無

く、地覆様の布堀があり、その底而にそれぞ、れ 3箇所の柱の圧痕がある。との布堀の状況は政庁

南門跡と類似しており、同様な壁構造と考えられる。政庁南門跡では、柱抜取穴埋土から白色粘

土が出土している。この白色粘土は、政庁の正殿跡・脇殿跡でも確認されており、壁土の一部に

用いられていた可能性が考えられる。

b.復元検討

櫓 門 外郭南門は、その東西に櫓群を控えていることから上階を持つ櫓門と想定でき、防衛j的性格の

強い建造物と考えられる。また、築地塀跡や櫓跡と異なり、柱位置の通り芯や寸法は正確で、精

度のi高い造作と判断される。

古代の櫓門は現存しないが、平安時代末から鎌倉時代の絵巻物に小規模な櫓門が描かれてい

法隆寺 る。また構造的には同時代の法隆寺綱封蔵が参考となる(第64凶)。志波城跡の外郭南門では、

綱封蔵 中央通りの布掘から五間一戸であることがわかる。また、軸部の構造は2間x2聞の櫓のような

構造を 2棟並べ、その間を扉とする考え方が成り立ち、法隆寺綱封蔵に類似した構造が想定され

る(第 15 表，第 66~73 図)。

@ 

。。。
。

5=1・200。 10m 

一一一一一一一一→ b

下 5.5尺→ 3尺十 5尺
4尺十--6.5尺十3尺十4.5尺

第63図外郭南門跡 (SB110)



下階の構造は、丸柱を掘立て、頭貫を桁行・梁間に通し、台輪を梁間・桁行の}II貢に置き、上階の 下 F皆

柱を受ける柱擦を載せるものとした。下階の中央通りには白色粘土を用いた土壁が想定される。

また、両側の梁聞にも壁が付くのが一般的であるが、布堀等の痕跡が無いことから明らかに中央

通りとは異なる構造と考えられる。この側壁は、雨掛かりとなることや寒冷地における耐久性

等を考慮して板壁とした。この板壁には、同時代の室生寺会堂板壁を参考にした。扉は中央問

14尺のところを半長押で繋ぎ、唐居敷を設けて板桟戸を軸吊りとした。尚、布堀底の柱圧痕か

ら、間柱の間隔が広いところには脇戸が設けられた可能性も検討されたが、不明確であり復元に

おいては表現していない。

上階は、柱盤上に丸柱を立て、両側の2間X2聞を長押で固め、これらを一体として桁を載せ上 階

て梁で繋いだ。床は厚板を張り、台輸で受けて柱盤で挟んだ。また、外側には見張りや矢を射る

ための縁を廻らせた。この縁は切り目縁とし、縁桁は台輸を外側に伸ばして受けた。さらに、こ

の縁の外側には、絵図にみられるような外側に傾斜した腰板壁を設けた(第71図)0上階の壁は、

『粉河寺縁起絵巻』に吹き放ちの上階が捕かれていることや、戦闘時の機能から判断して長押上

だけに板壁を設けることとした。上階に上がるための階段等の遺構は確認されていないが、活

用を考え 2箇所に上り口と階段を設けた。

小屋組については、外郭南門が箪事的性格であることから組物は設けず、垂木は一軒で切妻造小屋組

りとした(第70図)。屋根茸き材としては、瓦が出土していないことから柿葺き、捌葺き、流し屋 4畏

板葺きが考えられた。流し板葺きの場合、屋根の茸き長さは 18尺 (5.4m)程度になることから

竣工平面図 。 10m 

第64図 法隆寺綱封蔵 (r重要文化財法隆寺網封蔵修理工事報告書Jより)
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)4 

復元の位置・寸法・構造 復元根拠となる資料等

イ立
外郭南辺築地線中央、中軸線上にある。 官発掘調査により確認置

規模 桁行.約 15.0m 発掘調査により、掘立柱掘方、柱穴、間柱穴確認
5閏 50尺 (9.9・14・9.9尺) ヨ櫓床高と合わせる。

梁行:約 6.0m -発掘調査の結果、桁行中央通り中央間だけが広く、
2間 20尺 (10・10尺) 他は布掘り状掘方力、あったことから、五回一戸と考

高 さ:下階 5.1m(17.0尺)…床天端マデ えられる。また、櫓門の構成上も、 2x2問の櫓2

構E 

上階 6.0m(20.0尺).箱棟マデ 棟の閣を通りとしたという考え方が成り立ち、この
計 11.1m(37.0尺) 場合五閏一戸という特殊形と考えられる。

E 桁行中央通りの東西端からそれぞれ第2通りの柱及
がなく、布掘り状掘方に比較的小さい柱の痕跡が認び

吉見 められた。
4莫 構造形式五周一戸櫓門

下階 掘立柱円柱径45cm(1尺5寸) -掘立柱の大きさ仕様は、発掘調査による柱穴確認
頭買を桁行、梁間に還し、梁間台輪を置き、 による。
桁行台輪を載せ柱盤を置き、台輪を外側に -櫓円の参考例は全くないが、平安末~鎌倉賠の絵
伸ばし、縁桁を受ける。 巻に小型櫓門が描かれている。また、構造的には同

上階 柱 円柱径45cm(1尺5寸)を載せる。 時期の参考になる建物として法経寺綱封蔵がある。
内法長押、長押上板壁横張り、長押下吹き ，木材は、徳丹城跡出土の建築用材等を参考にする。
放し、各梁間を大梁で繋ぐ。

屋 構造 切妻造初葺 軒繁垂木 冒流し板蓋は1枚では無理であるので¥納まりに難が+畏
勾配 :4寸 生ずる。矧板は、クリまたはサワラの割板を使用。及

び 軒出:5.0尺 -板蓋の勾配は4寸程度で、軒出は一軒であるので5
車干 尺程度とする。

下階 三和土仕上 =敷石や事Eなど出土していないので、土を固めた程
上階 内部板張縁はスノコ(透かし張) 度と考えられる。

床
-下階床面を、雨仕舞のために築地墓面よりも4寸程
度上げることとする。

且現存する楼門の仕様に倣う。

下階 梁 間:東西端の柱通りは板壁(横板壁) 町 政庁南門(四脚門)の両脇聞に布掘り状の掘方があ
桁行:中央通り雨脇間は土壁白土塗 り、外郭南円と同形式の壁と考えられるが、ここの

柱抜穴埋土から白色粘土が発見されている。この
上階 内法長押上:板壁(横板張) 粘土は政庁正殿・脇殿でも発見されており、建築に

内法長押下:吹放し 伴うものと判断される。

壁 両端の柱通りには壁が付くのが一般的であるが、
桁行中央通りの布掘り状の据方は発見されず、閉ら
かに異なる仕様であると推定される。この壁は、寒
冷地の耐久性を考慮し板壁とする。室生寺金堂板
壁等を参考とする。

-粉j可寺縁起絵巻にある櫓門や、戦闘時の機能力、ら、
内法長押下は吹き放しとする。

昇降 床2か所に開口を設け、見学者の階段を設置する。 整備活用上、男学者の便に供するために設置する。

第 15表外郭南門復元展示仕様

初 葺 2段以上となり、納まりに難がある。したがって、柿葺き又は初茸きの可能性が高い考えられ、

復元では、外郭の軍事的機能を重視した性格を考慮して、 8分 (2.4cm)の厚い初茸きとした。

C.復元検討の経過

復元検討 外郭南門の復元案については、平成4年 12月の文化庁復元検討委員会委員による現地指導の

委員会他、平成5年2月 26日、同年6月 25日、平成6年 3月2日の3固にわたる復元検討会委員会の審議

を経ている。以下は、その過程で提案し、また指導された主な事項である。



提案事項 指導事項 参照

指摘を受けた検討
-階高について、上階の総高(上階床而から箱棟天端)を約17.3 -全体の形状から少し高くするこ

尺として提示。 と。 第65図①
実施案
. J二階の総高を約20尺に改める。

上 -壁と柱間装置の構成について以 Fの4案を提示。 -外郭南門の性格として想定され

F菅 a案:東西の 2間x2間分をそれぞれ板壁で固い、中央問を る戦闘時の機能性等から、 c案の
長押で繋ぐ。 上階吹き放ちとすること。

b案:板壁と長手fIの構成は a案とし、柱間を狭め、縁を広げる。
第65図②

c案目板壁と長押の構成は a案とし、上階の規模を東西それ

ぞれ 1伺づっ小さくする。
d案:上階全面を吹き放ちとし、東西の 2間x2間分をそれ
ぞれ長押で繋ぎ、長押上のみ板壁を設ける

-控の構成について、中央通りだけに布堀状の掘り方が発見 . b案で了解する。
されたことから以下の2案を提示。

a案街堀状の遺構のある中央通りだけに板壁を設ける。

b案同様な遺構の状況にある政庁南門跡では白色粘土塊が 第65凶③

下
柱抜取穴より出土しており、壁土の‘部である可能性が考

階
えられることから、 '"1"央通りを土壁とし、両側通りを板壁
とする。

-脇戸について、布堀状の遺構の中に柱の圧痕と見られる痕 -可能性は否定できないが不明確
跡が、東西の脇聞にそれぞれ3箇所認められ、その配置か であるので、復元においては表現 第65図④

ら脇戸が付く可能性を提示。 しないこと。

②上階壁と柱閤装置の構成

a東西2間分板壁，中央間長押し

①上階階高を17.3尺から20尺に改める

②上階 d.全面映放ち、東西に2間分に長押

b目 aに対し柱閤を狭くする

②下階 b.中央遇り土壁、側通り板壁

c.aに対し東西1間分づっ小さくする

第 65国外郭南門復元設計検討案
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d.構造補強等

掘立柱のコンクリート基礎と遺構保護のための EPS敷設は櫓と向様とした(第 69図)。

また、下階・上階の柱・台輪・柱盤は太柄による支口としたが、補強として上下の柱をボルトで

繋いだ(第71図)。さらに、落雷に対する防災設備として屋根棟上に避雷針を設けた。

基礎

補強ボルト
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正面

5=1: 150 側面

o 2m 
旨逼逼面面高画面画面司

第67国外郭南門立面図
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5=1 :150 
o 2m 
匝画面ー直面画面画面司
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第68図外郭南門断面図

桁行断面図

梁間断面図
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02 

(4)橋(外大溝)

a町遺構

窺模・構造 南外大路の中央、外大溝を渡る位置に橋跡が確認された(第74図)。橋脚の掘方は、外大溝底

面のほぼ中央にあり、梁間 12尺 (3.6m) を測る。また、外大溝南側の法肩付近には直径3~4寸

(9 ~ 12cm)、梁間9尺 (2.7m)の小柱穴があり、橋台部の士官杭跡と考えられる。

b.復元検討

復 元 遺構の状況から、外大溝中央に橋脚を立て、梁をi度し、梁桁を受ける構造と考えられる(第75

図)。また、橋台部には土留めの堰板を設け、杭で押え、その上に土台を置く。橋の梁聞は橋脚

跡の間隔から 12尺 (3.6m)とわかり、桁行は、橋脚跡と土留杭跡の間隔が約 11尺 (3.3m)であ

ることから、片側 14~ 15尺 (4.2~ 4.5 m)と考えられる。ここで外大溝の北側の法肩には杭跡

は発見されていないが、橋台を中心に南北に対称な形状と解釈して整備した。またこの橋は、外

郭の軍事的な性格からして装飾等のない、『天狗草子jにみられるような簡素な構造と考えた。

大路

d九三市 j i 

エコ

a b C 

5=1: 100 

第74図橋跡 (S8010)
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い、雨仕舞のため櫓

の床と同様に透かし

張りとした。欄干に

ついては、来訪者の
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安全を確保するため
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断商図

橋(外大溝)平面図・側面図・断面図第 75図



(5)橋(外郭南門前)

a.遺構・復元検討

南外大路の外郭南門に臨む位置は、築地外溝に連続する形で、111高約1.8mの溝になっている。こ

こには橋胸等の遺構は確認されていないが、機能上橋が想定される。また橋の幅は、機能上外郭

南門の中央間 14尺 (4.2m)と同程度と考えた。

この橋は、『粉河寺縁起絵巻J等に描かれる簡便なものと考え、遺構が発見されていないこと7c 復

から掘立柱を用いないものとした(第76図)。その構造は、溝の両岸に木製の橋台を置き、これ

に橋桁をj度し床板を並べるもので、床板の安定のため両脇に土台を置き、橋台部分に親柱を立て

て土台を挟み込む。この親柱は橋台にほぞ差しとし、掘り込みを持たないものとした。さらに、

床面の排水のため、外大溝の橋と同様に床板には4寸(l2cm)の角材を用いた透かし張りとした。
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4. 環境基盤の整備

(1)造成

志波城跡の構造を表現するとともに、市民の憩いの場として親しまれ、また活きた空間とする

ために、史跡景観と調和することを原則とし、かっ志波城跡を特長付ける整備をめざした。

活用上のゾーニングとしては、嬬地の外郭南門を中心とする中央付近を主たる動的な活用範 ゾーニング

il 
亭JL
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第 77図 活用ゾーニング図
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第 78図 雨水排水計画国
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囲とし、これより離れた東西の範囲を主に静的な活用範囲と位置づけた(第77図)。舗装面と植

栽地の範囲は、このゾーニングに基づくとともに、遺構の形状や遺跡の性格に由来しない線形を

避けたものとして設定した。

整備地盤 整備地盤は、遺構保護で述べた通り、現況地盤に砕石表示層と遺構保護盛土によって構成して

いる。また、整備地盤の形状について、遺構の状況から築地線と南大路が周囲よりもやや高い傾

向があること、さらに、整備上地表面の排水勾配を確保する必要があることから各所の整備地盤

雨水排水高を決定した。整備地盤面の雨水排水は暗渠排水を基本とし、排出経路に外大溝と築地線の内

溝・外講を利用している他、既存の農業水路を改修して利用している(第78図)。

(2)舗装

舗装では、舗装線形の設定方針と同様に、外郭南辺の簡潔な空間構成を景観上妨げないことを

基本として、土の質感を重視した仕様をめざした。

土質舗装 しかしながら、寒冷地における土質舗装には課題が多いことから、有望ないくつかの仕様につ

いて試験舗装を行い、質感・強度 • J垂水性・耐久耐候性・経済性等の面から比較評価を試みた。そ

の結果、硬質で透水性のある土質舗装は、その時点では凍害を免れ得ないとの判断に至り、砂敷

を基本とした仕様を選定した。

・

メク/

山砂+地盤改良安定材
(大路は+パーク)

上層路盤厚100mm砕石C40ー 0

下層路盤 I掌200mm50ズリ

現況地盤

第79図曙地・大路舗装構成図

濡地の舗装構成は、表層(砂敷)厚

100mm +上層路盤(砕石 C40-0)厚

100mm +下層路盤 (50ズリ)厚200mm

とし、表層の砂敷きは山砂に地盤改良

安定材を混合した仕様とした(第 79

図)。また、大路では、塙地と同様な舗

装構成とし、表層には山砂にパーク製

品(針葉樹樹皮粉砕焼成材)を混合し

た仕様とした。

このような砂敷を基本とする軟質の

舗装では、除草や流出部の補修、再転

圧といった維持管理が必要となること

はやむを得ない。しかしながら、整備

後の状況では降雨時や、表層が乾燥し

にくい寒冷期に舗装が泥浮化し、特に

嬬地では通常の靴での歩行が困難な場

合もあり、今後に課題を残す結果と

なった。
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(3)植栽

植栽では、遺構の表現として、築地塀の表示であるサワラ高垣と、南大路のケヤキ並木がある。

また、環境基盤の整備として、斜面保護のための地被植栽と修景としての樹木植栽がある(第80

図)。

高 垣 築地線の高垣は、当地方の防風林として伝統的に用いられているサワラとした。高さ 3mの

幼木を列植し、勇定しつつ築地塀と同じ高さ 4.5mに成形していく計画である。

並 木 南大路の並木は、城域の中軸線を立体的に視覚化するものとして重要である。整備当初から

ある程度整った景観とするために、高さ 5mのケヤキを用いて標準 12m間隔で植栽した。

地被植栽 斜面保護を目的とした地被植栽は、外大溝と築地線で行った。外大溝は粘性土による盛土斜

面であり、ノシパのベ夕張りを施した。また築地線は砕石による盛土斜面であり、ノシパの植栽

は不可能であるので、数種類の吹付植栽工法を試験した!二で、客土吹付によって仕上げた。

修景植栽 修景植栽は、活用上のゾーニングと築地線の復元構造物に対する景観を重視して配植した。嬬

地の中央付近では、植栽地の芝張りと低木に止め、東西の静的な活用範囲では市民の利用価値を

高めるものとして、主に春に開花する樹種を選定し、盛期にはまとまりのある特徴的な景観をつ

くる配置とした。この主な樹種としては、サクラ(ソメイヨシノ・オオヤマザクラ・ヤマザクラ)・

サザ、ンカ等の高木やヤマブキ・ツツジ等の低木を用いた。

また、築地線の内側では、築地塀を復元した範囲より外側の東西を主体に、サクラの他、現在

城内に多くみられるウメを中心に植栽した。

尚、この整備にあたりソメイヨシノの幼木200本の寄贈を受けた。これらは外郭の東西に集

中的に植えであり、今後親しまれるサクラ林とすべく育成していく計画である。

5.解説施設

(1)案内解説の方針

志波城跡の整備では、必要な情報は導入部において適切に伝えることとし、遺跡内では復元展

示、遺構表示による体感的な見学を重視し、説明過剰にならないこと、また整備した景観を阻害

しないことを原則とした(第81図)。

基本構成 解説に関する基本的な構成は、主導入部となる外大溝南側中央に案内棟(仮設)と導入部解説

施設を設け、ここで集中的に志波城跡に関する情報提供を行う。遺跡内では必要最小限のもの

として、遠景的に目立たない形状と配置に情意した説明板を設置し、復元展示に関する解説を行

つ。

(2)案内棟(仮設)

案内棟では、休憩兼展示室を設け、志波城跡から出土した遺物の展示や、整備全体模型、整備

の記録、関連史跡の情報提供を行う。さらに、常時案内員を配置し、リーフレットを配布すると

ともに、希望者には説明・案内を行っている。
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(3)導入部解説施設

外大溝南側中央に、野外解説施設を中心とした入口広場を設け、史跡標識、全体模型、説明板、

築地塀版築体験展示を行う。

史跡標識は、案内棟から南外大路へ至る途中に設置し、櫓等と同様に厚板にヨキ仕上げを施史跡標識

したものを本イ本とし、ステンレス製

の切り文字を設置した(第 82図)。

全体模型は、志波城が機能してい

た当時に想定される城域全体の状況

を烏搬的なレリーフによって表現し

たもので、絵図風の絵画を抗き、こ

れをもとに粘土原形を起しブロンズ

鋳物を作成した。また両台は擬石と

し、小叩き仕上げを施して広場のほ

ぼ中央に設置した。この全体模型は

m
一門

sus切文字冒焼付

鉄骨十ステンレス板加工目ヘアライン仕上

青森ヒパヨキ仕上

「一二戸罰

! 
志波城全体を表現できる大きさとし

て、見付面(上面)3.1 m X 2.6 mとし

た(第83図)。
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目反明説説明板は、「遺跡の概要JI築地塀と櫓JI外郭南門jという大きく 3群の構成とし、各群とも立

ち1，がり形の大説明板(見付面2.7m x 1.2 m)と、平坦に近い小説明板(見付面1.0m X 0.6 m) 

を組み合わせた(第84図)。この大説明板は視覚的に伝達するものとして、遺跡全体の平面図や、

当時の状況を去す絵図風の絵画を描いて磁器版に焼き付け、全体模型と同質の擬石による画台

に設置した。小説明板は年表や建造物の構造等の情報を模式図や文章で表現するもので、磁器

版と画台の材質は大説明板と同様とした。

仮枠展示その他、築地塀の復元工事で用いた仮枠を組み立て、一部版築を築き|二げた状況で展示し、実

際に突き周め体験ができるものとしている。

(4)遺跡内説明板

外郭南門に臨む南外大路の両脇に、それぞれ小規模な説明板を設け、眼前にある復元物の遺構

と構造に関する解説を行う。外郭南門の東側は外郭南門に関する解説とし、西側は櫓と築地塀

これら遺跡内説明板の仕様は、導入部の小説明板と同じとした。の解説とした。
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6圃便益・管理施設

(1)便益・管理施設の構成

施設構成 便益・管理施設は、主導入部となる外大溝南側中央付近を中心として、先に述べた案内棟の他、

便所、駐車場を設置した(第85図)。また導入部展示施設のある広場を憩いの場所とするためベ

ンチとj照明を設置するとともに、修景植栽を施している。また、外大溝北側では、外郭南辺の構

成を視覚的に阻害しないことを原則に、必要最小限のものとして、東西の嬬地にそれぞれ四阿

とベンチを設置した。その他、大路側溝を渡る管理用の橋を設置した。

(2)導入部便益施設

導入部付近にある案内棟・便所・駐車場等の施設では、管理・便益機能ともここを基地として考

え、常時案内員を配置している。尚、これら導入部の施設は仮設のものであり、今後の整備の中

で政庁付近に計画する便益・管理機能との調整を図りつつ充実していくものである。

(3)四阿・ベンチ・橋

四 阿 嬬地の東西、活用上のゾーニングにおける動的範囲と静的範囲との境界付近に、木造平屋、流

し板葺きの簡便な四阿をそれぞれ1棟設置した。構造は古代の意匠をイメージしたものとし、存

ベンチ在感を軽快なものとするため分棟式とした(第86図)。ベンチは、入口広場に 2基、遺跡内に 3

基設けた。これらベンチの一部は、築地塀復元工事に用いた仮枠の堰板を加工して作成したも

ので、表面は栗の割肌となっている。また、入口広場に屋外コンセントが付いた照明灯を2基設

橋 置した。大路側溝を渡るための管理用の橋は、外大溝南側に3基、外大溝北側に6基設置した。

橋の構造は史跡に調和するものとして外郭南門前に復元した橋を簡略化したものとした。
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第85図便益・管理施設配置図
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V 管理・運営と今後の課題

1 .管理と運営

(1)条例・規則と保険

志波城跡の第 I期整備地区については、外郭南門の復元工事が完了した平成 9年 10月より、

[志波城古代公園」として一般公聞を開始している。

条 例 この志波城跡を公園として公開するにあたっては、「盛岡市歴史公園条例J(平成 9年 9月30

規 則 日，条例第 34号)を制定し、同時に「感岡市歴史公園管理運営規則J(平成 9年 9月30日，教育

委員会規則第 4号)を定め、平成 9年 10月1日より施行している。古代公園への入園料は徴収

していない。

保 険 整備された施設については、市が所有・管理・使用する財産として、市の総務部で一括して全

国市有物件共済会の「建物総合損害共済jに加入している。対象としている施設は、すべての復

元建物と説明板、トイレ、四阿であり、補填できる災害共済金は、全損事故の場合には再調達価

格に相当する額、分損事故は原則として復旧費が損害額となっているが、免責事項がある。ま

た、公園内の施設や管理運営業務及び主催行事に起因する人的・物的事故への対応として、全国

市長会が損害保険会社と盛岡市を被保険者とする「市民総合賠償補償保険」に加入している。

(2)管理と運営

愛護協会 古代公園の管理業務については、条例により志波城跡愛護協会に委託することとしている。志

波城跡愛護協会は任意の非営利団体であり、その設立経過は以下のとおりである。

設立経過平成 9年 4月28日 史跡志波城跡愛護活用団体の発足準備会開催。

史跡指定地の自治会協議会長、町内会連絡協議会長、自治会長、町内会

長、地権者の元市議会議員、教育委員会文化課長の計8名により構成。

平成 9年 5月31日 発足準備会による北上市への先進地視察。

国指定史跡様山遺跡(樺山歴史の広場)及びその管理運営団体である北

上市稲瀬町自治協議会の活動を視察。

平成 9年6月17日 史跡志波城跡愛護活用団体の第 1回発起人会開催。

発足準備会のメンバーにより構成。

平成 9年 7月5日 史跡保存整備工事状況の現場説明会開催。

地権者及び周辺町内会、自治会へ案内。教育委員会職員による説明。

平成 9年 7月11日 史跡志波城跡愛護活用団体の第 2回発起人会開催。

平成 9年7月19日 「志波城跡愛護協会jの設立総会開催。

会長、副会長、理事、監事を選出。



志波城跡愛護協会は、会長 1名、副会長 2名、理事 7名、監事 2名、会員により構成され、役員組 織

は地元自治協議会長、町内会連絡協議会長、自治会長、 IIIJ内会長の推薦により選出される。会員

数は、平成 9年度が81名、平成 10年度が83名、平成 11年度が78名である。協会内部の事務手

続きについては、「志波城跡愛護協会規約H志波城跡愛護協会事務取扱規程H志波城跡愛護協

会庶務規定Jを定めている。

協会の業務については、管理・案内業務と活用業務に大きく分けられる。 業 務

管理・案内業務は、市と業務委託契約を締結して実施しており、業務内容の詳細は「史跡志波

城跡管理業務委託仕様書jを定め、作業内容と入国者を記録した業務月報の提出を義務づけてい

る。委託費の支払いは、年度内を 4回に分割して行っている。管理業務は、整備地内の芝生・高

調の刈り込み、中低水・築地塀の冬聞い設置及び撤去、買収地・農業用水路端の草刈及び処理など

を実施し、案内業務は、外郭南辺の仮設案内所に案内員が 2名常駐し(冬期間を除く 3月15日

~ 12月20日)、見学案内、書籍販売、案内所・トイレの管理、整備地・駐車場の巡回などを行っ

ている。

活用業務は協会の自主事業であり、総会・理事会の開催、イベント、歴史講演会、史跡見学会、

年 2回の会報発行、遺跡パンフレットや記念品など物品販売などを実施している。

(3 )活用状況

入園者数については、古代公園の案内所が冬季間閉鎖しているため、 3月日日から 12月20日 入園者数

まで、について集計を行っている(第 11 表)。平成 9 年度は 10 月 ~3 月に 8，082 人、平成 10 年度

は13，393人、平成 11年度は 12，367人の入国者があったが、案内所閉鎖期間にも来場者がある。

平成 10・11年度の来園者内訳をみると、市内からが60%、県内からが15%、県外からが25%と

なっており、個人での来園が80%、間体での来闘が20%である。

これまで開催されたイベントについては、開園記念祝賀会と志波城まつりがある。志波城古イベン卜

代公園間閣記念祝賀会は、平成 9年9月26日に開催され、来賓・一般参加者200人、市長・県教

育長の祝辞、工事記録ビデオの上映、郷土芸能上演などが行われた。

志波城まつりは、平成10年度から毎年秋に開催されており、前夜祭の外郭南門ライトアップ、

出土遺物展示会、宮大工による古代木工実演、産直農産物市場、屋台、フリーマーケット、ゲー

ム大会、バンド演奏、地元中学校の太鼓・吹奏楽、郷土芸能上演などが行われ、平成10年度の第

1回は約3，300人、平成11年度の第 2凹は約3，500人の来場者があった。愛護協会理事や地元農

家組合からなる実行委員会が主催し、運営費は市と愛護協会からの負担金と地元企業・街庖等

からの協賛金をあてている。

i 課題と問題点

平成 5年度から着手した保存整備工事であるが、整備上いくつかの間題が発生している。ま

ず、広大な整備地の大部分を占める土質舗装の問題である。土質舗装については、その性質上降

雨時にぬかるみとなりやすく、特に長雨・低温の時期は乾燥が進まずその状態が恒常化し、見学

者に不評であるとともに、イベント開催にも影響がある。また、定期的にローラーによる転圧補
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修が必要であるため、その経費の継続的確保も課題である。

次に築地塀下部の冬季養生の問題である。築地塀施工時に実施した凍害調査の成果を受け、凍

害を受けやすい築地塀下部の冬季養生として、防水シートと断熱材(発泡スチロール板)を立て

かけ、コンクリートブロックで押さえている。しかし当該地は北西の季節風が非常に強く、12月

の設置直後と 3月の融雪時に断熱材が吹き飛ばされ、破損する被害が発生している。そのため

断熱材に隙間ができ、十分な養生ができないところがある。また、断熱材とコンクリートブロッ

クの設置は景観上あまり好ましいものではない。築地塀卜部の剥離は継続しており、特に日光

の当たらない北面の崩壊が比較的大きくなっており、将来修繕工事を実施する必要が考えられ

る。次に植栽の生育不良の問題である。第 I期整備地内は、地下遺構保護のため全体を粘性土

により盛土造成しており、植栽はその中に壷掘り客土して植え付けているが、全体に生育が不良

である。整備地が広大であることと経費の関係で散水や施肥が実施で、きずにおり、何らかの対

策の必要がある。

管理運営については、志波城跡愛護協会に委託しているものの、行政主導で運営されている側

面もあり、自主的活動の育成が課題である。

志波城跡の復元整備は、遺跡を理解するための展示手法の一手段であり、本来は遺跡を総合的

に理解してもらうための屋内ガイダンス施設が不可欠である。現在は仮設プレハブによる案内

所しかないため、運営・活用に限界がある。市内及び県内における志波城跡の認知度はまだま

だ低く、積極的なアピールが必要であるが、一方、史跡公園という歴史的環境が、地域住民の交

流の場、学校教育や生涯学習の場として、地域の拠点的役割も果たしうると考えられる。また、

地域や時代を代表する史跡・遺跡や関連施設とのネットワークという視点も重要となろう。史

跡は、これまでの研究者や歴史愛好者だけが訪れる場所から、楽しみながら勉強する地域の人達

や観光客にまで利用の対象を拡大する社会的必要に迫られており、多彩な事業の展開が必要と

考えられる。



平成10年度入国者内訳

平成9年度月別入医者数 (人)

入国者人数(個人) 団体数

10月 4，483 37 

11月 2，671 40 

12月 523 14 

1月 。 。
2月 。 。
3月 405 

合計 8，082 72 

平成11年度入国者内訳

平成9~11年度入国者内訳 (人)

入国者人数

(個人) (団体)
団体数

平成9年 8，082 72 

平成10年 10，693 2，700 95 

平成11年 10，128 2，239 86 

合計 28，903 4，939 253 

平成 10年度 月別入国者数

5，000 
.盛岡市内 個人

団体
4，500 

口盛岡市内

塁塁県内(盛岡市以外)個人

重量県内(盛岡市以外)団体

3，000 
図県外

橿県外

個人

団体
2，500 

盛向巾内 県内(盛岡巾以外) 県外 小計
合計

個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体

4月 229 105 324 。281 37 834 142 976 

5月 559 161 191 94 334 381 1，084 293 1，377 

6月 440 147 202 。226 33 868 180 1，048 

7月 340 167 147 75 197 163 684 405 1，089 

8月 473 82 260 163 679 171 1，412 416 1，828 

9月 3，716 407 91 101 195 151 4，002 659 4，661 

10月 446 43 137 79 210 85 793 207 1，000 

11月 312 89 97 63 164 9 573 161 734 

12月 110 119 54 。 12 。176 119 295 

1月 。 。 。 。 。 。 。 。 。
2月 。 。 。 。 。 。 。 。 。
3月 160 78 41 40 66 。267 118 385 

合計 6，785 1，398 1，544 615 2，364 687 10，693 2，700 13，393 

平成 11年度 月別入国者数

5，000 
.盛岡市内 個人

口盛岡市内 団体

図県内(感縄市以外)個人

3，500 
圏県内(盛岡市以外)団体

ーハU

ハU

ハU

n
u

ハU

ハU

0

5

0

 

q

u

n
〆

』

の

乙

県外

圃県外

個人

団体

04月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成 11年度 月別入居者数 (人)

盛岡巾内 県内(盛岡巾以外) 県外 小計
合計

個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体

4月 389 47 119 65 202 。710 112 822 

5月 560 94 174 75 503 36 1，237 205 1，442 

6月 33白 189 12口 54 189 47 648 290 938 

7月 297 212 102 31 206 297 605 540 1，145 

B月 223 106 188 16 709 35 1，120 157 1，277 

9月 3，952 97 184 111 156 128 4，292 336 4，628 

10月 279 77 121 47 233 217 633 341 974 

11月 317 64 63 53 164 48 544 165 709 

12月 70 。 11 。 31 。112 。112 

1月 。 。 。 。 。 。 。 。 。
2月 。 。 。 。 。 。 。 。 。
3月 98 18 29 65 100 10 227 93 320 

合計 6，524 904 1，111 517 2，493 818 10，128 2，239 12，367 

第 16表入居者数一覧表
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0盛岡市歴史公園条例(平成9年9月30日 条例第34号)

(趣旨)

第 1条 この条例は、歴史公園の設置、管理及び管理の委託に関し必要な事項を定めるものとする。

(設置)

第 2条 歴史的な遺産を保存し、または復元することにより、歴史及び文化への理解を深めるとともに、市

民に憩いの場を提供するため、歴史公園を次表のとおり設置する。

名称 ! 位置

志波城古代公園

(損害賠償)

盛岡市上鹿妻五兵衛新田 48番地 I

第3条 歴史公園を使用するものは、白己の責めに帰すべき理由により施設を汚損し、または損傷したとき

は、教育委員会の指示するところにより原状に回復し、又は損害を賠償しなければならない。

(管理の委託)

第4条 歴史公園の管理は、志波城跡愛護協会に委託する。

(委任)

第5条 この条例に定めるもののほか、歴史公園の管理及び管理の委託に関し必要な条項は、教育委員会が

定める。

附則

この条例は、平成9年 10月1日から施行する。

0盛岡市歴史公園管理運営規則(平成9年9月30日 教育委員会規則第4号)

(趣旨)

第 1条 この規則は、歴史公園の管理運営の基本的事項に関レ阜、要な事項を定めるものとする。

(禁止行為)

第 2条 歴史公園においては、次に掲げる行為をしてはならない。

(1)樹木を伐採し、または植物を採取すること。

(2)所定の場所以外の場所で喫煙し、または火気を使用すること。

(3)指定した場所以外の場所に車両を乗り入れ、又は駐車すること。

(行為の制限)

第 3条 歴史公園において次に掲げる行為をしようとする者は、教育長の許可を受けなければならない。

(1)物品の販売その他の商行為をすること。

(2) 印刷物、ポスター等を掲示し、まはた配布すること。

(3)競技会、集会、展示会その他これらに類する催しのために歴史公園の全部又は一部を独占して使用す

ること。

(4)募金、署名運動その他これらに類する行為をすること。

2 教育長は、次の各号のいずれかに該当すると認めたときは、前項の許可をしないものとする。

(1)公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあるとき。

(2)施設又は設備を汚損し、損傷し、又は亡失するおそれがあるとき。



(3)文化財保護法(昭和 25年法律第 214号)の規定に反するおそれがあるとき。

(4)前 3号に掲げるもののほか、歴史公園の管理上適当でないとき。

3 教育長は、歴史公閣の管理上必要があると認めたときは、第 1項の許可に条件を付することができる 0

4 第 1項の許可を受けようとする者は、盛岡市歴史公園使用許可申請書を教育長に提出しなければなら

ない。

5 教育長は、歴史公園の管理上必要があると認めたとき又は第 3条第 I項の許可を受けた者が次ぎの各

号のいずれかに該当するときは、同項の許可を取り消し、同条第 3項の条件を変更し、又は行為の中止若

しくは歴史公聞からの退去を命ずることができる。

(1) この規則の規定又はこれに基づく処分に違反したとき。

(2)偽りその他の不正な手段により第 3条第 1項の許可を受けたとき。

(3)第 3条第 1項の許可を受けた後において同条第 2項各号のいずれかに該当するに至ったとき。

(4) 第3条第 3項の条件に違反したとき。

(補則)

第 5条 この規則に定めるもののほか、歴史公園の管理に関レ{::.、要な事項は、教育長が定める。

附則

この規則は、盛岡市歴史公園条例(平成 9年条例第34号)の施行の日(平成 9年10月l日)から施行する。
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0志波城古代公園リーフレット

見学者のためのリーフレット (B4変形版カラー観音折)。案内所にて配布。
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表た録地幌をまたど¥3i摘さ6.95mで、10廷を

箇売しました.木材はクリとヒバ材です.

古代公園が事〈の人に親しまれ、悠丸怨古代へ

思いをはせるi舗になればと願ってい底す.

!l!1&婦の土をつきかためている4皇子
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写真図版



第 1図版竣工写真 1

第 I期整備地全景(南上空から)

外郭南門、櫓、築地塀(南から)



第2図版竣工写真2

外郭南門正面(南から)

外郭南門二階



第3図版竣工写真3

外郭南門側面(東から)

外郭南門梅鉢懸魚



第4図版竣工写真4

櫓上部矢倉



第5図版竣工写真5

築地塀

築地塀上土屋根



第6図版竣工写真6

外大溝木橋
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外大溝(東から)



第7図版綾工写真7

南外大路 (北から)

南大路(商から)



第8図版竣工写真 8

史跡標識 入口広場

野外模型 総合解説板1

総合解説板2 総合解説板3

総合解説板4 総合解説板5



第 9図版竣工写真9

総合解説板7
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築地塀仮枠展示 入口広場照明灯1

入口広場照明灯2 大路側溝木橘

外郭南門説明板 外郭築地塀・櫓説明板



第 10図版竣工写真 10

東側四阿 東側四阿内部

西側四阿 西側四阿内部

修景植栽 仮設案内所

道路案内標識 試験築地塀



第 11図版管理・運営写真

志波城古代公園開園式 入園者一万人記念
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志j皮城まつり(幼稚園子供さんさ踊り) 志波城まつり(伝統芸能上演)

-、‘r

志波城まつり(中学校ブラスパンド演奏) 志波城まつり(チャグチャグ馬コ)

志波城まつり(古代木工実演) 志波城まつり(出唐風景)



第 12図版発掘調査写真 1

88110外郭南門跡(南から) 88110外郭南門跡(東から)

88114櫓跡・ 80115築地内溝跡(西から) 88115櫓跡(西から)

88116櫓跡(西から) 88117櫓跡(西から)

88121櫓跡(西から) 88122櫓跡(西から)



第 13図版発掘調査写真2

88123櫓跡(西から) 88124櫓跡(西から)

88125櫓跡 (西から) 88126櫓跡(西から)

88128建物跡 (北から) 8F110築地塀(東から)

8D010外大溝跡(東から) 88010橋跡(北から)



第 14図版工事経過写真 1(築地塀①)

基礎工事:レベリング砂敷均し転圧 EPS設置 鉄筋組立

コンクリー卜打設 聞粒アスフアルト敷設 仮設工事:覆屋テント組立

仮枠組立 覆屋テント・仮枠設置完了 仮枠妻側堰板墨出

恒枠!i板 版築工事:版築士調合 版築土投入

版築土ふるい分け 突俸 人力突固め



版築工事:ランマ一転圧

版築出来方測定

防水シート施工(1層目)

屋被板葺き込み状況
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和釘(押縁用)

第 15図版工事経過写真 2 (築地塀⑧)

硬度計測定 版築完了・仮枠移動

木工事:軸組組立 軸組組立・版築完了

屋根板加工(ヨキ仕上げ1 屋根板葺き込み・防水テープ施工

防水シート施工 (2層目) 押縁取付

貝形・破風板取付 破風板裏面取合(台木と木栓で固定)



第 16図版工事経過写真3(築地塀③)

木工事 :異形(外郭南門側)柱建込 貝形壁板・地覆取付 員形・破風板取付完了

上土工事:下地材転圧 釘打 表層施工

噌:声
表層施工完了 白華洗浄 養生盛土工事:排水シート敷設・盛土

土工事:築地線・溝整形 完成 完成
( 5年度施工， 2~13 スパン) ( 6年度施工， 1 ・ 35~42 スパン)

完成 完成 完成
( 7年度施工， 14 ~ 21スパン) ( 7年度施工， 22 ~ 24 ・ 30~34 スパン) ( 8年度施工， 25 ~ 29スパン)



第 17図版工事経過写真4(櫓①)

基礎工事:レベリング砂敷均し転圧 EPS設置 コンクリー卜打設

基礎完成(地中梁) 材料検査(栗柱材) 防腐加工工事:木材人工乾燥

防腐防蝿剤加圧注入 構造実験:壁束試験体 加力強度試験

木工事:台輪加工(ヨキ仕上げ、) 台輪加工(ヨキ仕上げケパ落し) 柱材加工

加工材搬入(台輪) 加工材搬入(柱頭部) 加工材搬入(柱脚部，ステンレス根捲)



第 18図版工事経過写真 5 (櫓②)

木工事:柱建て 梁行台輪組上げ 梁行台輪と柱頭部納め
(隙聞にエポキシ樹指注入)

梁行台輪と柱頭部取合 桁行台輪組立て 桁行台輪継手納め
(ステンレスボルトで補強)

桁行台輪継手詳細 柱頭部補強ボルト締め 台輪組立完了

柱脚部納め 柱脚部詳細 柱脚部モルタル充填・エポキシ樹指注入



第 19図版工事経過写真 6 (櫓③)

木工事:壁束取付作業 壁束固定用埋込みボルト入れ 壁束脚部シール作業

壁束取付完了 床板敷込み 和釘(櫓用)

腰壁板取付 腰壁板と壁束取合い 腰壁板上部と壁束頭部詳細

笠木と壁束取合い 矢倉柱建て 矢倉組立作業

矢倉屋根板取付 矢倉組立完了 矢倉付近詳細



第20図版工事経過写真7(櫓④)

木工事:腰壁組立完了 腰壁詳細 (S8121・122は一部開放)

完成 (S8115，5年度施工)

腰壁笠木詳細 台輪・床板詳細(下部より)

完成 (S8114，6年度施工) 完成 (S8116，5年度施工) 完成 (88117，5年度施工)

完成 (88121，8年度施工) 完成 (88122，6年度施工) 完成 (88123，6年度施工)

完成 (S8124，7年度施工) 完成 (88125，柱表示， 8年度施工) 完成 (88126，8年度施工)



(外郭南門①)工事経過写真8
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第21図版

~~ ・

4 併も一
基礎工事 :レヘリング砂敷均し転庄

曹g温

圃~ I 

基礎完成コンクリー卜打設鉄筋・型枠組立て

角材・角平材(青森ヒパ)柱材(青森ヒパ)材料検査

属国雄ιJ
現寸検査(各所納り検討) 模型での組立方法検討和釘取付状況検討

丸柱加工寸法確認防腐防蟻材剤圧注入木工事 :製材準備



第22図版工事経過写真9(外郭南門②)

恒設工事:着工前 養生用小屋組 木工事:丸柱建方作業

丸柱建方 丸柱頭部仕口 丸柱脚部ステンレス根捲き

丸柱据付作業 丸柱据付詳細 地覆取付

地覆取付(築地塀貝形取合い) 地覆取付 丸柱建方



第23図版工事経過写真 '0(外郭南門⑨)

木工事:丸柱頭部仕口 間柱 間柱建方・閏渡し取付け

頭買取付け 板壁 板壁取付作業

板壁取付作業 板壁取付完了

丸柱補強ボルト取付け

頭買取付作業 頭買と丸柱頭部納め

丸柱頭部仕口 頭貫・梁行台輪取付け 頭貫・梁行台輪取付詳細



第24図版工事経過写真 11 (外郭南門④)

台輪取付部仕口 桁行台輪組立て

木工事:梁行台輪取付け

晶画
桁行台輪仕口 桁行台輪仕口

桁取付け 縁桁詳細 床板敷込み

2工事:木舞組縄掛け 荒壁塗(縄隠し) 荒壁塗(玉打ち，下げ縄)

:斑直し 中塗り 土壁完成



第25図版工事経過写真 12(外郭南門⑥)

木工事:2階壁板取付け 2階壁板取付け 2階柱頭部・壁板詳細

2階長押取付け 2階長押詳細 2階腰壁取付け

棟木取付け (母屋) 垂木取付け 垂木合掌納まり

ー破風板取付け 野地木舞取付け 小屋組内部

屋根工事:欄葺 軒付け(材加工) 軒付け(竹釘止め)



第26図版工事経過写真 13(外郭南門⑥)

屋根工事:軒銅板水切取付け 軒付け完成 平葺き

欄葺完成 欄葺箕甲部 欄葺軒先詳細

欄葺軒先詳細・破風板 防腐剤塗付 梅鉢懸魚

木工事:障泥板取付け 棟木取付け

配管取付け(2階内部)

電板取付け 避雷設備工事:導体取付け



第27図版工事経過写真 14(外郭南門⑦)

木工事:唐居敷加工(槍錨仕上げ‘) 扉取付け(正面) 扉取付け(背面，問)

木階段取付け 土工事:三和土敷込み 三和土転圧

橋設置工事:基礎コンクリート打設 橋組立て 木工事:梯子組立て，梯子盤

2階上り口 防腐剤塗布

梯子取付け

防腐剤塗布 完成(北側より)



第 28図版工事経過写真 15(外大溝橋)

基礎工事:レベリング砂敷均し転庄 EPS設置 鉄筋・型枠組立て

コンクリー卜出来方 基礎完成 土留め不透水盛土工

木工事:柱建方 橋桁組立て 床板敷込み

関干束立 欄干東立て詳細 欄干笠木取付け

k脚部擬土仕上 組立完了 完成(東から)
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書 名 志波城跡
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しわじようあと いわてけんもりおかし

志波城跡 岩手県盛岡市 03201 39度 141度 1976年度 148，633 緊急調査，

しもおおたほうはっちょう

下太同方八丁 41分 06分 ~ 現状変更，

しんぜきばた

新堰端ほか 02秒 47'f:少 1999年度 内幸手確認

所収遺跡 種目リ 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

志波城跡 城柵官街 平安時代 外郭南辺・大路 古代陸奥国最北，最大規模の城柵

南門

櫓

築地塀

外大溝

橋

南大路

南外大路
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